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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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～プロローグ～

第一回転「謝罪女神と調査依頼」

第二回転「へっぽこパーティと古代遺跡」

第三回転「水着ヒロインと別れの手紙」

第四回転「大切な仲間と裏切りの行く末」

第五回転「ガチャ廃人と邪神討伐」

～エピローグ～




　あとがき








～プロローグ～









　戦せん闘とう前に　副ふく腎じん髄ずい質しつより分ぶん泌ぴつされるアドレナリンが先ほどまであった空腹感を減げん衰すいさせ、周囲に対する警けい戒かいへの集中力を高めさせた。

　風が吹ふき抜ぬけ、背の低い草たちを倒たおしていき、草原に波を作り出す。

　大型犬くらいの大きさのウサギ──グラスラビットが群ぐん棲せいしているため、このあたりの草の背はそれほど高くない。背の高い草からグラスラビットたちが食べていくからだ。そのため、この辺一帯は一部の旅人の間でウサギ平原とも呼ばれている。だが、そのグラスラビットの姿も、今はどこにも見えない。

　草原に現れた新たな集団に怯おびえ、巣穴に隠かくれているからだ。

　新たな集団──それはもちろん俺たちではない。グラスラビットたちにとって人間は脅きよう威いの対象にはならない。彼らは人間が近くを通っても逃にげることは少ない。大型とはいえかわいらしいウサギであるためか、旅人が持っていたパンなどを分けてしまった事例もあり、ますます人を怖こわがらなくなってしまったそうだ。

　まるで駅や公園にいる鳩はとのようだ。最近の鳩は本当に逃げないからな。

　ならば、彼らは何に怯えているのか？

　その答えが俺たちの目の前にいた。

　毛のない猿さるのような──青緑色で醜しゆう悪あくな顔の一団。腰こしと胸のあたりに獣けものの革かわのようなものを着けており、手にはこん棒や剣けん、さらには弓のようなものを持っているものもいる。

　俺はその集団を半眼で見つめた。

【ゴブリン：妖よう魔まと呼ばれる魔物の一種。群れで行動する・ランクＦ】

　ゴブリン──そう、魔物だ。

　邪じや神しんによってこの世に生み出された、この世界に数多く生息する人に仇あだなす存在であり、俺たち冒ぼう険けん者しやの天敵でもある。

　そのゴブリンの群れの真ん中から、それが飛び出してきた。

　半はん透とう明めいの足のないゴブリン。ケタケタと笑いながら、ゆっくりと俺たちに近づいてきた。

【ゴブリンゴースト：ゴブリンの悪あく霊りよう・ランクＦ[image: ]マイナス】

　聞いたこともない魔物だ。この世界に来てひと月にも満たない俺には圧あつ倒とう的てきに経験値が不足している。

「……ゴブリンゴーストはゴブリンの呪じゆ術じゆつ師しによって生み出された邪じや悪あくな存在です」

　そう言ったのは、無表情な顔の紫むらさき色いろのボブカットの女の子。黒いとんがり帽ぼう子しと首輪が特とく徴ちようの外見は中学一年生か小学六年生くらいの女の子だ。

　俺のことを師と仰あおぐ若き天才魔ま術じゆつ師し──ハイメイジである彼女、タルト・ストロベリーがミスリルでできた杖つえを構えて警戒を促うながす。俺たちの間にさらに緊きん張ちよう感かんが増した。

　次の瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして無数の矢が飛んできた。

「風の衣ウインドカーテン──ここは私の領域テリトリーです」

　咄とつ嗟さに彼女は俺たちの正面に風の障壁を発生させると、降り注いだ矢が弾はじかれて飛んでいく。この判断力と魔法の発現速度は決して敵に回したくない相手だが、仲間だととても頼たのもしい。

　と同時に俺のもう一人の仲間が動いた。

　魔法の詠えい唱しようとともに繰くり出された光の矢がゴブリンゴーストに突つき刺ささり、その実態なき存在を霧む散さんさせた。

「さすがだな、キュレリー」

　俺は俺の後ろから銀色のメイスを使って魔法を放った修道服を着た青い外はねロングヘアの彼女に声をかけた。彼女の名前はキュレリーという。

「このくらい当然です」

　笑え顔がおでキュレリーは言った。

　彼女は教会に仕える修道女シスターでありながら、こうして俺の魔物退治に同行してくれている。

　その破は邪じや魔法の力は絶対的であり、死霊の王ノーライフキングと言われ恐おそれられる不死生物アンデツド──リッチや、数十年この地に封ふう印いんされていた上級悪魔デーモンのラヴァーナでさえも滅めつした。確かに低級霊れいを滅することなど造作もないだろう。

「じゃあ、ゴブリンたちは私に任せて」

　と言ったのは、茶色いショートヘアの少女。彼女は懐ふところからナイフを取り出す。その数十本。

「マワル、敵の数はわかる？」

　彼女は俺のスキルを知ってか、そんな質問をしてきた。敵の数はもはや軍勢と呼べる数であり、本来ならばそう簡単に敵の数など割り出せるはずもない。だが、俺は小さく笑うと、

「待ってろ」

　と言ってそのスキルを発動させた。

「──スキル発動！　バードウォッチング」

　バードウォッチング。本来は鳥の生態系を観察するためのスキルらしいのだが、これは遠くにいる敵の動きや数を調べることができる。

「ゴブリンゴーストは七、ゴブリンの数は百四十だ。かなりの数だな──職業斡あつ旋せん所じよによると東の谷でゴブリン同士の大きな衝しよう突とつがあったらしい。きっとその戦いに敗れた群れが谷を追放されてこんなところまで来たんだろうな」

　職業斡旋所にも近々ゴブリンが現れるかもしれないから気を付けるように、という注意書きがあった。だが、まさかもうこんなところにまで来ているとは。

「ゴブリンゴーストはキュレリーに任せるとして──」

　と彼女はその手に持っていたナイフを全すべて投げた。

　彼女が投げたナイフは十本全てがこちらに迫せまってきていたゴブリンたちの眉み間けんに吸い込まれるように刺さった。

「これで残り百三十ね」

　彼女のナイフの腕うで前まえもまた超ちよう一いち流りゆうだ。彼女の名前はエミナ。もともとは名のある盗とう賊ぞく団の団長の娘むすめだったらしく、その時に様々な技術を身につけた。この投げナイフの技術もその時に身につけたものらしい。今はトレジャーハンターとして犯罪とは無む縁えんの生活を送っている、俺の大切な仲間だ。

「お前たちばかりにいい格好はさせられないな」

　と手のひらを前に向けた。そして魔力を手のひらに集める。

「くらえ、俺のとっておき──『ファイヤ』！」

　俺の迫はく力りよくに押され、ゴブリンが手を前にかざして防ぼう御ぎよの体勢をとった。だがもう遅おそい！

　俺の紅ぐ蓮れんの炎ほのおが──

「……………………」（[image: ←]俺）

『……………………』（[image: ←]エミナ、キュレリー、タルト）

『……………………』（[image: ←]ゴブリン総勢百三十名とゴブリンゴーストの皆みな様さま）

　全員が見守る中、俺が放ったピンポン玉サイズの火の球がふわふわとゴブリンたちに向かって飛んでいき、もう少しでゴブリンに命中するというところまできた。そこで──

「──ふっ」

　ゴブリンが吹いた息によって消えてしまった。

　蠟ろう燭そくの火でももう少し抵てい抗こうするんじゃないだろうか？

「マワル、相変わらずへっぽこね」

「へっぽこ言うな。ちゃんと届くようになったんだからいいじゃないかっ！　エミナ、とっととナイフを投げて倒せよっ！　特に俺のファイヤを吹き消したやつを重点的に頼むっ！　あいつ、息を吹き消したあと鼻で笑いやがった！　ゴブリンのくせに！　スライムに並ぶ雑魚ざこモンスターのくせにっ！」

　俺が息巻いてエミナに指示を出すと、彼女は乾かわいた笑みを浮うかべ、

「あぁ……それが……戦闘になると思ってなくて、ナイフ十本しか持ってきていないのよ」

　ととんでもないことを言いやがった。つまりこいつは後先何も考えず、持っていた武器を一度に投げたってことか。

「キュレリー、それならお前の魔法で──ってお前何してるんだよっ！」

　振ふり返るとキュレリーはいつの間にか捕とらえていたゴブリンゴーストの目にメイスの先せん端たんを押し付けて悦えつに入いっていた。

「ふふふ、あなた、さっき私をイヤらしい目で見たわよね。そんなことに使う目は必要ないんじゃないかしら。目を潰つぶされたくなかったら泣いて命いのち乞ごいをしなさい」

　そう言われたゴブリンゴーストは口をパクパクさせて何か言っているような雰ふん囲い気きだが、

「聞こえないわよっ！　ってあら、片目を潰しちゃったじゃない。でも大だい丈じよう夫ぶ、そのためにゴブリンには二個の目があるんだから」

　とキュレリーはさらにもうひとつの目にメイスを突きつけた。間ま違ちがっても目がふたつあるのは、片目が潰れた時のためのスペアなんかじゃない。対象物への距きよ離りを計るためだ。

　ゴブリンゴーストは恐きよう怖ふのあまり泡あわを吹いて気絶していた。ゴーストを恐怖で気絶させるプリーストって一体。

「キュレリー、いい加減にしろっ！」

「マワルさん、少し待ってください。これが最後のゴブリンゴーストなんです！　って、あ、逃げていいって誰だれが言ったのよっ！」

　成仏して消えるゴブリンゴーストにキュレリーが叫さけんだ。

「最後って──いつの間に……」

　確かにゴブリンゴーストはもうどこにもいなかった。なんという早はや業わざだ。

「いや、それならそれで、こっちを手伝ってくれ。ゴブリンがすぐそこまで来ているんだからなっ！」

「でも、私は確かに魔法は使えますが、ゴブリンをどうこうすることはできませんよ？」

　と悪びれない様子でキュレリーは言った。

「強しいて言えばゴブリンをメイスで叩たたくことはできますが、私はあまり肉体戦闘は得意ではありませんので」

　さっきまでゴブリンゴーストをメイスでどついていた奴やつが言うセリフとは思えないが。

　そうだった。

　こいつはそういう奴だった。

　ハイプリースト、キュレリー──彼女は破邪魔法は使えるが、それは悪魔と不死生物アンデツドにしか効果がない。しかも破邪魔法に持てる力の全てを注ぎ込んだ彼女はプリーストが本来は覚えているはずの回復魔法や補助魔法を一いつ切さい使えない。

　ゴブリンゴーストが全ぜん滅めつした今、彼女の役目は本当に終わっていた。

　ならば──

「タルト！　お前の魔法でゴブリンを焼き払はらえっ！」

　タルトは逆に攻こう撃げき魔法を得意とし、そのジャンルは問わない。強いて言えばプリーストしか使えないという破邪魔法と回復魔法が使えない程度だ。

「……わかりました──地獄の炎ヘルフアイヤ」

　タルトの目の前に業ごう火かの炎が噴ふきあがり、彼女と俺たちを黄昏たそがれ色に照らす。だが──

　その炎はタルトの二メートル前方にまでしか発生せず、当然ゴブリンたちには届かない。

　そして、炎は瞬またたく間まに消え失うせた。

「……効果が切れました。領域テリトリーの外のようです」

　そうだった。

　ハイメイジ、タルト・ストロベリー──彼女は魔法に関しては超ちよう天才と言ってもいいが、その反面、射程距離、持続時間ともに最低レベルだった。どういうわけか数メートル手前までしか魔法が発現しない。

「やっぱり私たちだけでこの数のゴブリンを相手するのは無理だったのよっ！　一度町に戻もどって立て直しましょう」

　と、エミナにしてはまともなことを言って真っ先に走り出す。

「あぁ、そうだな。タルト、キュレリー、走れるかっ!?」

「はいっ！」

　キュレリーの声を聞くと同時に、俺はゴブリンに背を向けて走り出そうとし、

「……マスター、大変です」

　タルトの声でスタートが切れなかった。

「どうした？」

「エミナが町とは別の方向に走っています──」

　タルトが指さす方向を見ると、確かにエミナは森のほうに向かって走っていった。

　そうだった。

　トレジャーハンター、エミナ──彼女はＳランクの器用さを持ち、便利なスキルを駆く使しして戦う。特に鍵かぎ開けや結界壊こわしに関しては右に出る者がいないほどの腕前だ。その反面、バカであり比ひ肩けんする者がいないくらいの方向音おん痴ちだ。そんなエミナが森の中に入ったらもう二度と彼女と再会できないぞ！

　そう思ったら──エミナが戻ってきた。

　どうやらあいつも森に入るのはさすがにおかしいと思ったのだろう。

　だが、彼女を追いかけてきたものを見て、俺はあいつを呪のろった。そして全力で走り出した。いや、全力の壁かべを越こえた。

　四人で一いつ斉せいに走り出す。

「エミナ、お前、責任もって後ろの奴に食われちまえ！」

「嫌いやよっ！　私なんて食べても絶対に美味おいしくないんだからっ！」

　そう、エミナはオオカミ五頭に追われていた。

「オオカミたち、食べるならこっちの男にしなさい！　足は遅いしすぐに捕つかまえられるわよっ！」

「ふざけるなっ！　そもそもの原因は全部お前なんだからなっ！」

　俺はそう怒ど鳴なりつけた。

　全ての発ほつ端たんは、午前中。俺が公園の掃そう除じを終えて昼飯を作ろうかと思ったときのことだった。突とつ然ぜん、エミナが、

「近くに美味しい麵めん料理を出す店ができたそうなのよ。今日のお昼にみんなで行きましょ！　もちろんマワルの奢おごりでっ！」

　と言い出した。

　俺の奢りという部分は当然その場で却きやつ下かしたが、それ以外は特に反対する者は誰もおらず、エミナを先頭に、俺たちはその麵料理の店を目指して歩き始めた。

　そして、気が付けば町の外にいてゴブリンの群れと相対していたというわけだ。

　一体、どうやって町の外に出たのかは今でも謎なぞであるが（町の外に出るには必ず検問を通らないといけないのに、俺たちはそんなところを通った記き憶おくがない）、エミナを先頭に進んだことはもう後こう悔かいでしかない。

「安心しろ。お前にもしものことがあっても骨だけは拾ってやるっ！」

「私にもしものことがあったら、絶対にマワルの夢ゆめ枕まくらに立ってやるんだから！　ってタルト、なんで倒たおれてるのよっ！」

　突然タルトが倒れた。泡を吹いて、

「ナムアミアブツナムアミアブツ」

　と相変わらず間違ったお経を唱え出した。

「バカ、エミナが怖こわい話を持ち出すからだ」

　タルトは幽ゆう霊れいが苦手だからな。エミナが死んだら夢枕に立つというのを聞いて想像したのだろう。

「エミナ、責任持ってタルトを背負え！」

「エミナ、あなたが悪あく霊りようになったら私が責任もって浄じよう化かしてあげますからね」

「キュレリー、涎よだれを垂らして変なことを言うなっ！　ってやば」

　振り返ると、もう目の前にまでオオカミが迫せまっていた。ゴブリンとの距離も詰つまっている。急いで俺たちは走り出す。が、一度立ち止まったせいで、このままだと──

（死ぬっ！）

　この世界に来てもう何度目かになる覚かく悟ごの瞬しゆん間かんだった。

「神の雷ゴツドサンダーっ！」

　突然発された声とともに、雲一つない空から雷かみなりが落ちた。それはゴブリンの群れの中心に落ち、地面を伝ってオオカミたちをも吞のみ込む。

　雷のショックで一頭のオオカミが気絶し、一頭のオオカミがそのまま死んだ。

　そして、気絶しているオオカミが目を覚ます前にタルトが近づき、

「土の刃アースカツター」

　と魔ま法ほうにより生み出された土の剣けんを使って首を一刀両断していた。

　まさに青せい天てんの霹へき靂れきだった。

　そして、俺たちを助けてくれた張本人はというと──

「すみませんすみませんすみませんすみません。本当にごめんなさい、なんてお詫わびを言ったらいいのか。手加減できなくてすみません。殺すつもりはなかったんです」

　まるで殺人犯の言い訳みたいなことを言いながら、燃えるような赤い髪かみの、白い修道服を着た彼女はひたすらゴブリンたちの亡なき骸がらに謝罪を続けた。

「……相変わらずだな、あの人は」

　緊きん張ちようの糸が切れた俺はその場で尻しり餅もちをついて倒れると、彼女の懺ざん悔げの終わりを待つことにした。

「マワル、あの人のことを知ってるの？　ゴブリンに謝っている変な人だけど」

　命の恩人にもかかわらず、エミナは蔑さげすんだ眼めであの人のことを見た。

「あの衣ころもは教会の関係者のようですが──」

「……先ほどの魔法の威い力りよく、只ただ者ものではありません」

　キュレリーとタルトも彼女に興味があるようで、一体何者なのかと俺に尋たずねたが、俺は笑って、

「俺の恩人だよ」
















　と最も重要な事こと柄がらを避さけて答えた。

　そして、俺は彼女を鑑かん定ていし、思わず笑ってしまった。

【セリーア（？）：女め神がみ・ランクＳ＋プラス】

　年ねん齢れい不ふ詳しようの女神様か。

　そう、彼女こそがこの世界の神であり、俺をこの世界に転てん生せいさせてくれた張本人。

　女神セリーアその人なのだから。







　町に入る時、門番の男に町を出た記録がないことについて説明するように言われた。懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したが全くわかってもらえずかなり苦労することになった。








第一回転「謝罪女神と調査依い頼らい」









　日本で来くる宮みや廻まわるという十六歳、当時高校生だった男──つまり俺なわけだが──彼は一瞬の不注意によりその一生を閉じることになるはずだった。

　交通事故による死亡。トラックの整備不良や速度オーバーなどの問題もあったが、歩きスマホが原因という実に俺らしい、それでいて自業自得な死に様だった。

　死後の世界──天国に進むかそれとも転生するかの選せん択たくに迫られる神の領域において、俺はセリーアという名前のちょっと腰こしの低い女神様と出会った。セリーア様と交こう渉しようの上、俺は日本がある地球とは異なる別の世界──魔法や魔物が存在するこの世界で第二の人生を歩むことになった。

　ただし、何の知識もなければ力もない世界での生活は困難を極きわめるに違ちがいないとセリーア様は俺に、スマートフォンにあるアプリ「スロットガチャ」を使ってスキルやアイテムを手に入れることができるという不思議な力を授さずけてくれた。

　ソシャゲなどのゲームでは、イベントでゲーム内の通貨を入手したり、現実世界の金を使ってゲーム内にチャージすればガチャを回すことができる。だが、俺のこのスロットガチャというのはちょっと一風変わっていて、一日一回無料で回すことができる他ほかに、魔物を倒したりよい行いをすることで徳ポイントを得て、それによりガチャを回すことができる。

　つまり、いいことをしたり魔物を倒して、徳ポイントを稼かせぎ、スキルを手に入れて成長するというわけだ。

　それだけを聞くと、無数のスキルを入手し、それらを駆使して戦う戦略性は必要になるだろうが、簡単に強くなれるように思えるだろう。

　俺も最初はそう思っていた。

　だが実際、俺が現在習得しているスキルは、




【土下座補正（極きわみ）・芋いも皮かわ剝むき・雑ぞう巾きんがけ・逆立ち補正・三桁けた暗算・肩かたたたき・遠えん隔かく施せ錠じよう・鑑かん定てい・キノコ毒耐たい性せい・綺き麗れい文字・受け流し・スキル解説・バードウォッチング】




　とまぁほとんどが戦せん闘とうに関係ないスキルばかり。例えば昨日のデイリーガチャで手に入れたバードウォッチングも空飛ぶ鳥を見つける能力かと思えば、さっきみたいに物の数を素す早ばやく数えるだけだったりする。某ぼう年末歌番組における某鳥を見る会さんの仕事を曲解しているとしか思えない。俺が物心ついた時には、もう某鳥を見る会さんは某年末歌番組に出てきていないので、噂うわさでしか知らないんだけど。

　唯ゆい一いつ、戦闘に使えるスキルである受け流しも器用さに準じて発動率が上下するため、一度は命を救ってもらったが、器用さの低い俺にはほとんど宝の持ち腐ぐされだったりする。

　そして、魔ま法ほうだが、

【ファイヤ・ヒール・ライトニング・リトルシールド・浄化】

　と五種類ある。

　これらは全部、使えそうな魔法が揃そろっているように思える。

　だが、ゴブリン退治をした時に見たように、俺の魔力がからっきしなせいで、その威力はもはや無に等しい。

　まぁ、そんなスロットガチャだけれども、それでも確実にいろんな技術は身についている。これからも徳ポイントを貯ためて成長しなくてはいけない。

　だが、バカとスキルは使いようという言葉がある（この世界の諺ことわざ）ように、俺はこの一見使えないスキルを駆く使しして数々の苦難に立ち向かった。ある時には魔物の出現に苦しむ村に巣くう凶きよう悪あくな不死生物アンデツドの王、リッチと対決をして浄化させ、さらにある時には上級悪魔デーモンであるラヴァーナと死闘を繰くり広げて消しよう滅めつさせた。これらが、この世界に来て僅わずか数日で起きた出来事である。

　もう一生分の冒ぼう険けんをした気分だが、俺の物語はまだ終わらない。そう、俺の目的は邪じや神しんを討とう伐ばつし、世界を滅めつ亡ぼうの危機から救うことだ。そのついでに一兆徳ポイントを得ることでもある。

　以上、前日までのあらすじ！　まぁ、これは俺にとってのあらすじであって、事実をちょこっとだけ誇こ張ちようしているが、噓うそはついていないはずだ。

　ということで俺はこれから徳ポイントを稼ぐために日課に取り掛かかる。

　例えば近所の公園の掃そう除じも徳ポイントを得るには欠かせない作業だ。




　　　　※※※




　俺は飼っているピンク色の毛を持つウサギ──ピンクファの散歩を兼かねて近所の公園にきていた。公園と言っても遊具の類たぐいは存在しない。芝生しばふもなく、あるのは魚が棲すんでいるのかどうかわからない濁にごった水のため池と公衆トイレ、そしてベンチくらいなものだ。一応池には火事が起きたときに消火するために使うという目的があるらしいが、柵さくも存在しないので子供ひとりで遊ばせるにはとても危ない。一応、浄化魔法を使って少しずつ水を綺麗にしてはいるが、俺の魔力が低いので成果はまだあまり出ていない。

「さて、掃除掃除っと」

　斡あつ旋せん所じよ職員の旧ふるい制服を前ボタン全開で着ながら、俺は掃除に勤いそしむことにした。

　ガチャで手に入れた、低密度ポリエチレン使用と書かれている四十五リットルのゴミ袋ぶくろ（東京都二十三区推すい奨しよう）の中に生ゴミなどを入れていく。ゴミの回収は有料のため、不法投とう棄きは日本よりもはるかに多く、昨日綺麗にしたばかりなのに今朝来たらまたゴミだらけだ。公園でゴミを捨てたら誰だれかが持って行ってくれると思っているのだろうか？　まぁ、実際に俺がこうして掃除をしているわけだから、その予想は正しいんだけどさ。でも、こうして裏で働いている人がいることを知るべきだ。

　スマホの使用料金を親が払はらっていることを半分理解していて、半分理解していなかった俺は、キャリア決済という電話料金に上乗せして後払いをする機能を使ってソシャゲに課金してガチャを回すという行こう為いをしたことがある。六千円（プラス消費税）分。

　その後、親にばれて危うくスマホを解約させられるところだった。それから、俺はバイトを始め、親に六千円（プラス消費税分）は完済。さらにスマホの代金も自分で払っている。ただし、キャリア決済だけはそれがトラウマでできない体になってしまった。

　まぁ、俺がキャリア決済やクレジット決済に手をつけたらきっと借金塗まみれになっていただろうから、結果的にそれは運がよかったと思っておこう。

　ともかく、そういう自分本位の考え方で他人に迷めい惑わくをかけたら、いつか自分に返ってくるのだとゴミを捨てる人には知っておいてほしい。まぁ、俺としてはゴミがなかったら掃除による徳ポイントが貰もらえなくて困るんだけど。

　ちなみに、この回収したゴミのうち生ゴミは街の郊こう外がいにある畑に持って行って埋うめさせてもらうことになっている。

　あと、ゴミと同じく掃除のしがいのある場所がもう一カ所。

　と俺はわずかに異い臭しゆう漂ただようトイレを見て嘆たん息そくした。

　平日の昼前だというのに、公園に子供がいないのはあのトイレが原因ではないだろうか？　いくら徳ポイントのためとはいえ、俺もあそこのトイレの掃除はためらわれる。あそこの汚よごれ、俺の浄化魔法レベルだと太刀たち打ちできないから。

　正直こんな臭くさい公園でくつろげるとは俺はどうしても思えない。

　こんなところのトイレを使うとすればきっとそれは人間ではなく──と思い俺はトイレの方を見る。ちょうどピンクファが女子トイレに入っていった。

　……あいつ、本当に変わったウサギだよな。

　グラスラビットよりも小さな種類──その大きさは地球の一いつ般ぱん的なウサギとそう変わらない──だが、妙みように賢かしこい。絶対に用を足す時はトイレを利用するし、食事もペット用の食事だと嫌いやがり、俺たちと変わらない料理ならば食べる。しかも肉が好物だというのだから驚おどろきだ。もしかしたら、ピンクファは実は魔女の呪のろいで姿を変えられたお姫ひめ様さまではないか？　なんて思ってしまう。まぁ、彼女の封ふう印いんを解くような王子様はこの町にいないだろうが。

　公園のベンチに座り、汗あせを拭ふくためにズボンのポケットからハンカチを取り出した。そして、指先の油ゆ脂しをふき取り、上着のポケットからスマホを取り出す。

　徳ポイントは現在１９９４ポイント。

　通常ならば十一連ガチャを二回するだけのポイントがほぼ貯まったわけだ。

（昨日はああ言ったが、本当にエミナには感謝だな）

　ゴブリン退治でセリーア様が倒たおしたゴブリンやゴブリンゴーストの徳ポイントは残念ながらカウントされなかったが、エミナが倒したゴブリンとキュレリーが倒したゴブリンゴーストのポイントはきっちり加算されていた。

　その数値、約１４００ポイント。元から持っていた５５０ポイントと合わせて１９５０ポイントとなった。それから掃除などをし、あとちょっとで２０００ポイントになる。いつもの俺ならば１０００ポイント貯まった時点で即そく座ざに１０００ポイントを使って十一連ガチャをするだろう。だが、今回は違う。

　前回のアップデートにより、バージョン１・０２となった俺のスロットガチャアプリの中に職業別ガチャが追加された。徳ポイントが２００ポイントで一回、２０００ポイントで十一回、この職業別ガチャを回すことができる。職業の数は五十種類。その職業に応じたスキルやアイテムが手に入るというわけだ。本来ならばメイジのガチャをして昨日俺のファイヤをバカにしたエミナをぎゃふんと言わせてやりたいところだが、うちのメンバーのバランスを考えると、ここは手て堅がたく剣けん士しのガチャスロットを回そうかと思っていた。

「気持ち悪い顔をしてにやけておるの。通報されても妾わらわは知らんぞ」

　突とつ如じよかけられた言葉に、俺は「ああ、お前か」と微笑ほほえんだ。そしてポケットに手を入れ、今朝のガチャで手に入れた、

【１１５（Ｎ）：飴あめ玉だま（イチゴ味）五十個】

　を倉庫から手の中に取り出して、

「飴でも食うか？」

　と差し出す。その姿はまるで大おお阪さかのおばちゃんだ。大阪のおばちゃんは常に飴玉を持ち歩き、知り合った人々にそれを配り歩くというのは今や日本の常識だからな。

　俺の手の中の飴玉を彼女は小さな指で摘つまみ上げた。

「うむ、馳ち走そうになろうかの」

　と古風に喋しやべる彼女──見た目は九歳か十歳くらいのロリっ娘こだ。黒いリボンがついた金色の縦ロール髪がみとフリルのついた黒いドレスだけを見るとどこかのお嬢じよう様さまのように思える。

「かように美味なるものを食べるのは何カ月ぶりかのう──うむ、美味じゃ」

　と翠みどり色の目を細めて幸せそうな笑みを浮うかべながら言う彼女を見ると、そうではなさそうだと思った。

　彼女との出会いは、どうってことはない。この近くの道で転んで泣きそうな顔をしている彼女に、ポーションを使ったのがきっかけだ。十本あったポーションのうち、一本はエミナの舌の火傷やけどに使うために、一本はピンクファの足の治ち療りようのため、二本は悪魔やゴブリンと戦った後の筋肉痛を和やわらげるために、さらに五本は日々の疲ひ労ろう回復に使っていて、最後の一本だったのだが、まぁいずれまた手に入るだろうということで惜おしみなく使った。

　それからは、倉庫にあった呪のろわれていない人形をプレゼントしたり、菓か子しをプレゼントしたりとこちらから貢みつぐばかりの関係だ。

　まぁ、俺も何も貰もらっていないわけではなく、幼女にプレゼントをするということで徳ポイントが微び増ぞうしているのでそれはありがたいし、これでも彼女はかなり聞き上手らしく、俺の仲間の愚ぐ痴ちをいつも聞いてくれている。

「そんなに美味うまいならもうちょっと持っていけ」

　と俺はポケットに手を入れ、さらに五個の飴玉をプレゼントした。

「悪いの──ついでにこれも貰っていってよいかの？」

　と少女はトイレから戻もどってきたピンクファを抱だき上げて尋たずねた。

　食べるつもりだろうか？　ウサギは美味だと聞いたことはあるが。

「そいつ肉も食べる雑食だから普通のウサギよりは美味おいしくないと思うぞ。それに、そいつがいなくなると悲しむ毛皮マニアがいるから断る」

　とタルトのことを思い出し、ピンクファを幼女の魔の手から救い出した。

　そのタルトは、昨日狩かったオオカミの毛皮で敷しき物ものを作るのに夢中のようだが。

「廻さん、ここにいらっしゃったのですか。突然押しかけてすみません」

　謝罪とともにセリーア様がやってきた。俺を捜さがしていたのだろうか？　それならスマホに電話してくれたらよかったのに。

「お忙いそがしかったですか？」

「いえ、ちょうど暇ひまでこの子と話していただけだから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「この子……？　ピンクファさんですか？」

「え？」

　振ふり返ると、さっきまでいたはずの幼女が姿を消していた。

　いつの間に帰ったのだろうか？

　まぁ、子供も子供なりに用事があって忙しいのだろう。

「セリーア様、何か俺に御ご用ようですか？」

「すみません。この町の顔役の方にお会いしたくて。突然出向くのも失礼にあたるので、一度廻さんに紹しよう介かいしていただこうと思ったのです。図ずう々ずうしいお願いをして申し訳ありません」

　いちいち謝らなくてもいいんですよ、とかそういうツッコミはもうしないことにしている。言ったらキリがない。

「顔役ですか？　俺にそんな知り合いいたかな。誰のことですか？」

　真っ先に思いついたのは神父様だったけれども、神父様とセリーア様は既すでに顔見知りだし、紹介をするとしたらキュレリーの仕事だ。

「すみません、アロエ様という斡旋所職員の方と、そこの所長さんだそうです。ついでに仕事の依い頼らいもしたくて」

「あぁ、なるほど。確かにアロエさんは顔が広いですからね。彼女ならすぐに紹介できますが……そういえば所長にはまだ会ったことがないんだよな」

　所長への報告などはアロエさんが俺の代わりに済ませてくれているし、所長室に書類を届けに行ってもいつも留守だからな。

「そうなのですか？　神父様が言うには、所長さんはかなり廻さんのことを気に入っていらっしゃるというお話ですが」

「え？　本当ですか？」

　悪あく魔まを倒したことは斡旋所には報告したけれど、職員の皆みなは半信半疑といった感じだった。討とう伐ばつ記録も残っていないし、この町にそんな悪魔がいたなんて信じられないのだろう。

　いたとしても下級悪魔だったと思われているそうだ。死にそうな目にあったのにその仕打ちはあんまりだと思う。ただ、アロエさんだけは信じてくれたようで、俺に報告書の提出を迫せまってきた。その日は徹てつ夜やで仕事に追われる破目になった。

　もしかして、アロエさんがその報告書を所長に見せたのだろうか？

　だとしたら、俺のことを超ちよう一流の冒ぼう険けん者しやとして見ているのではないだろうか？　それは流石さすがに照れるな。

「はい、廻さんの包丁さばきと料理のセンスは見事なものだと。きっと将来はいい料理人になるだろうって言っていましたよ」

「あ、普ふ通つうに仕事で評価されているんですね……ウレシイデス」

　包丁さばきはスキルのおかげだし、料理のセンスとはつまりたこ焼きのことだろうから、俺の正当な評価とは言い難にくいな。

「じゃあ、行きましょうか──あぁ、でもその前にこれを捨ててピンクファを家に連れ帰ってからでもよいですか？」

　と俺は汚お物ぶつの入ったビニール袋を左手に、ピンクファの首根っこを右手に持って尋ねた。もちろんセリーア様は謝りながら快く了りよう解かいしてくれた。




　家に帰っても、誰も屋や敷しきの中にはいなかった。エミナはまだ寝ねているのかとも思ったが、そうではないらしい。エミナの部屋の扉とびらをノックして中を確かく認にんしても誰もいなかった。

　花が飾かざってあり、意外と女の子らしいところもあるんだなと思ったら、花か瓶びんとして使っていたのはラヴァーナを封印した封ふう魔まの壺つぼだった。

「なんちゅうもんに花を挿さしてるんだ、あいつは」

　俺は嘆息をしながら、考えた。エミナが出かけているということは、タルトも一いつ緒しよなのだろう。あの超ちよう絶ぜつ方向音おん痴ちのエミナがひとりで外出しているとは考えにくい。

　キュレリーは昨日、教会に行ったまま帰ってきていない。教会での雑務が溜たまっていたため、その処理に追われているのだとセリーア様が教えてくれた。

　ピンクファを柵さくの中に入れた俺は、魔法の水差しに魔石を入れた。この魔法の水差しは魔石を入れるとその大きさに応じて水が出てくるという魔道具だ。

　しかもその水は魔法水と言って魔力をわずかにだが回復させる効果も期待できる。水魔法が使えない俺にとっては、こうして飲み水を作り出すのにも便利な道具だ。

　ピンクファ用のお皿に水を入れた。

「晩飯は後でな」

　そう言い聞かせ、応接間で待ってもらっていたセリーア様とともに、斡あつ旋せん所じよへと向かった。

　斡旋所の正面入り口から入ったところ、昼飯時のためか客の数もまばらで、これならアロエさんも時間を作れるかもしれないと思ったが、その肝かん心じんのアロエさんがいない。

　暇そうにあくびをかみ殺していた男性の先せん輩ぱい職員に声をかけることにした。

「先輩、お疲つかれ様さまです。アロエさんはいま休きゆう憩けいですか？」

「ん？　いや、アロエ先輩はいま所長に呼び出されてな。酒場の方にいってるよ──そちらの方は？」

「すみません、申もうし遅おくれました。聖王国より派は遣けんされましたセリーアと申します」

「聖王国？　聖女様でしたか!?　これは失礼を致いたしました」

　と言って先輩職員は襟えりを正して立ち上がった。突然の態度の変化にセリーア様がびくっとなった。

「アロエに御用なんですね、了解しました！　マワル、聖女様を案内して差し上げろ」

「え？　でもいまアロエさんは所長と話しているんじゃ──」

「バカ、聖女と言えば地方領主なんて足元にも及およばない権力の持ち主だぞ。そんな方をこんな小こ汚ぎたない場所で待たせられるか。というかそんなことされたら俺の心が折れるぞ」

　先輩職員は俺の肩かたを摑つかみ、目を血走らせてセリーア様に聞こえないくらいの小さな声で言った。その声からは絶対にＮＯとは言わせないという空気が醸かもし出されている。

「わ……わかりました──セリーア様、ではこちらにご案内します」

　と俺はセリーア様を案内する。振り向くと先輩職員の額には汗あせがあふれていた。

「聖女ってそんなに凄すごい役職だったんですね」

「そのようですね、すみません。私も知りませんでした。教皇くんが用意してくださったので」

「教皇くん……って……教皇といえばもしかしてさっき聞いた聖王国のトップの方ですか？」

「はい、教皇くんは昔から私の声が聞こえましたので、今回も頼たよりにさせてもらったのです。ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました」

　あぁ、なるほど。昔から、つまり子供の頃ころから知っているから「くん」付けなのか。

　俺はセリーア様と教皇様が対面する図を想像した。

　迷惑をかけたことに対して謝罪するセリーア様と、信しん奉ぽうする女め神がみ様に謝罪させたことに対して謝罪する教皇。きっとそれがエンドレスに続くのだろう。

「護衛として二百人の守護兵ガーデイアンを用意すると言ってくださったのですが、それは流石さすがにお断りしました。私なんかのために二百人の人とお金を動かすのはもったいないですから」

「私なんかって……セリーア様は女神様なんですから」

　その女神様相手に脅きよう迫はくまがいの発言で困らせ、無理やりこの世界にスロットガチャの能力とともに転てん生せいさせた俺が言うなって話だが。

　酒場は裏口を通ればすぐだが、その通路は決して広くないし、いろんな物が置かれているので、一度外に出て酒場の正面入り口に向かった。

　鍵かぎは持っていたがかかっていなかった。

「酒場は夜からだよ……ってマワルかい」

　俺にそう言ったのはおばちゃんだった。しかも、おばちゃんだけでなく、

「何やってるんだ、エミナ、タルト、キュレリー」

　そこにいたのは俺の仲間三人。全員食事をしているようで、様々な料理が彼女たちのテーブルに並んでいる。

「開店前だって言われてるんだから、飯なら別の場所で食べろよ」

　俺は嘆たん息そく交じりに言った。

「嫌いやよ、別の場所で食べたら損じゃない。ここって従業員は三割引きで食べられるのよ」

「え？　マジか、それは知らなかった……って、おい！　いままで会計は全部エミナにきっちり正規の額を渡わたしていただろ！」

　俺には三桁けた暗算のスキルがあるから、割わり勘かんの計算も楽にできる。まぁ、会計の合計金額はいつも四桁か五桁なので、三桁暗算スキルを繰くり返かえして利用する必要があり、最近はスマホに残っている電でん卓たくアプリで計算しているのだけれども。

　これまでの打ち上げの費用や食事代などはエミナに全すべて預けて済ませていたが、さてはこいつ、三割ちょろまかしていたな！

「聖女様、どうしてこちらに？」

　キュレリーが尋たずねた。

「へぇ、この子が例の聖女様かい。私はここの酒場のマスターだよ。何か食べていくかい？」

　とおばちゃんは、セリーア様が聖女だとわかってもいつもと変わらない態度で接した。さすがは豪ごう快かいだ。

「は、はい。それでは皆さんと同じものを──その、開店前にすみません」

「いいよいいよ、料理は私の趣しゆ味みみたいなもんだからね」

　そう言って、おばちゃんが厨ちゆう房ぼうに入ると、裏口から見た目は小さな子供、頭脳は立派な大人で有名なアロエさんが入ってきた。

「アロエさん──アロエさんに紹介したい人がいるんです」

「紹介？　そちらの方かしら。もしかしてマワルくんの彼女？」

　とアロエさんはニヤニヤと笑って尋ねた。アロエさんもやっぱりそういう噂うわさは好物なんですね。

「いいえ、こちらは聖王国の聖女、セリーア様です」

「聖王国の聖女様？　女神と同じ名前なんですか？」

　とアロエさんが鋭するどい指し摘てきをした。

　いや、全然鋭くないか。みんな思っていて尋ねなかったことだろう。セリーア様の名前がこの世界で信奉されている女神の名前と同じであることくらい皆すぐに気付いているに違ちがいない。ただ、スルー能力が高いだけだろう。

「そういえばそうね。聖女なのに女神の名前を名乗るっておかしくない？」

　とエミナが葡ぶ萄どうジュース（これから酒場で仕事があるのでお酒は控ひかえたようだ）を飲みながら尋ねた。

　もしかして、こいつはこれまで一緒にいて、女神様と同じ名前であることに気付いていなかったのか。

「……力のある聖女は女神と同じ名に改名する慣習があります。その身に女神を降ろすためだと言われています」

　タルトが抑よく揚ようのない声で説明をした。

「タルトさんはよくご存じですね。聖王国以外では聖職者以外はあまり知られていないはずなのですが、その通りです。その他ほかにも髪かみを赤く染めたり長くのばしたりするのも聖女の役目のひとつだと言われています」

　タルトとキュレリーの説明を聞いて、合点がいった。

　つまり聖女という役職は、万が一セリーア様がこの世界に降りたときにパニックにならないようにと作られた役職だったらしい。

　確かに突とつ然ぜん現れた赤い髪の美女が「私はセリーアです」と女神の名を告げたら当然女神の偽にせ者もの扱あつかいされるだろうし、だからと言って下界に舞まい降りた本物の女神様に改名させるわけにもいかない。

　一番いいのは教会が彼女を女神セリーア本人だと認めることだろうが、

「すみません、紛まぎらわしい名前ですみません。本当にすみません」

　とエミナに対して謝るセリーア様を見て、彼女が女神だと知られたらこの世界の信しん仰こうは滅ほろびるなと思った。

　このままだと話がはじまらないな。

「アロエさん、セリーア様はアロエさんと所長に用があって来たんですよ」

「私と所長に？」

「ええ。この町の顔役だからって。所長はどこに？」

　おかしいな、アロエさんは所長に酒場に呼び出されたと聞いたのに、その所長の姿が見えない。もうどこかに行ってしまったのだろうか？

「ここにいるよ」

　と言ったのはおばちゃんだった。

　さっと作ってきた料理を奥のテーブルに並べている。

「え？　どこにいるんですか？」

　おばちゃんの周りにはほかの人は誰だれも見当たらない。

「だから、私がこの斡旋所の所長さ。マワル、知らなかったのかい？」

「……えっと、噓うそじゃなくて？　今日はエイプリルフールじゃないですよね？」

「エイプリ？　知らないけど、私が所長なのは本当だよ──」

　俺がアロエさんの方を向くと、彼女は無言で頷うなずいた。

　マジか、全然知らなかった。そりゃ所長が俺の働きを見ているはずだわ。ずっと隣となりで料理の手伝いしてるんだから。

「じゃあ、マワル。私とアロエと聖女様は向こうで話をしてるからね。あんたは仲間と一緒に食事でもしてな」

　と言われて、おばちゃんが所長であることに対するリアクションもままならないまま、俺はいつものメンバーの食しよく卓たくにつく。

「……マスター、どうぞ」

　タルトが取り皿と木製のスプーンを差し出してくれたので、俺はありがたく受け取る。

「マワル、割り勘だからね」

「きっちり四等分して三割引きした分渡すよ」

　と俺は料理を食べながら、こっそりとスマホを膝ひざの上に載のせる。

「エミナはおばちゃんが所長だって知ってたのか？」

　同じく酒場で働くエミナに俺は尋ねた。

「当然よ──マワルが知らなかったのには驚おどろいたわ」

「くそっ、なんか嵌はめられた気分だ」

　と言いながら、卵の炒いため物を取り皿によそい、スプーンで掬すくって食べる。シンプルな味付けでとても美味いのだが、やはりケチャップが欲しくなるな。

　食事をしながらスマホをいじるのはマナー違い反はんであるが、でも即そく座ざに確かく認にんしたいことがあったため、スマホのスロットガチャを起動させた。

（よし、貯たまってる！）

　徳ポイントが２０００ポイントを突破していた。セリーア様を道案内したことにより、わずかではあるがポイントが手に入ったのだろう。

「マワル、どうしたの？　また顔がにやけてるわよ」

　エミナが尋ねた。ちょうどいい機会だし、俺の決意表明でもしておくか。

「ん、いや。俺たちのパーティ、バランス悪いだろ？　エミナもキュレリーも遠えん距きよ離り攻こう撃げきタイプだし、タルトは近距離攻撃だけど一いち撃げき必殺タイプ。前線で時間を稼かせぎながら戦う剣けん士しがいたほうがいいんじゃないかって思ってさ」

「剣士？　パーティの募ぼ集しゆうをするの？」

「いや、俺が剣士になろうかと思って──」

　と言ったら、キュレリーとエミナは顔を見合わせ、ため息をひとつ。

　さてはこいつら、俺に剣を扱あつかうなんて無理だと思ってるな。

　これでも地域の剣道体験会で竹刀しないを振ふった時、筋がいいって褒ほめられたことがあるんだぞ。もっともうちはその当時、ちょっとだけ貧びん乏ぼうだったので剣道道具一式を揃そろえる金も月謝を払はらう余よ裕ゆうもなかったから、本当に体験しただけだったけれど。

　でも、日本人として侍さむらいの心は持ち合わせていると思う。

「……マスター。一いつ般ぱん的に剣士が使うロングソードの平均的な重さは二キロ弱と言われています」

「それを自由自在に振り回すとなると、少なくとも筋力はＤ程ほど必要ですね」

「マワル、あんたの筋力ランクいくつだっけ？」

　タルト、キュレリー、エミナの順番に言われ、俺は自分の筋力を思い出した。

「最近やっとＦランクに上がった……」

　ダメだ、確かに二キロ弱の剣を振り回したり、それで相手の攻撃を防ぐには俺には無理な気がする。というよりそれを常に持ち続けるだけで倒たおれるかもしれない。

　俺が剣士だというのはおこがましかったようだ。

「マワルなら棒術のほうがいいんじゃないかしら？　普ふ段だんから棒を使ってるし」

「棒って、俺が使ってるのは箒ほうきとモップとデッキブラシくらいだが──でも棒術師か──確かにその方がいいかもな」

　棒術は一見地味なように思えるが、剣けん術じゆつや槍そう術じゆつ、杖じよう術じゆつなんかの基き礎その動きを身につけることもできる。

　職業別ガチャの中に、棒術師用のガチャもあったはずだ。

「マワルさんは魔ま法ほうも使えますから、棒術師としての技術を備え、メイスや杖つえなどで攻撃することもできます」

　とキュレリーが言った。杖やメイスを使えばタルト、キュレリーとキャラがかぶりそうだが、でも確かに今後魔法が成長するという可能性もあるんだよな。

　よし、棒術師にしよう。

　思い立ったが吉きち日じつ。早さつ速そく、棒術師用のスロットガチャを回そう。

　理想としては、棒術使用の棒武器──スペアを含ふくめて二本。あとは防具とスキルが手に入れば言うことがないのだが。

　レアな棒武器は如によ意い棒ぼうとかだろうか？

　乏とぼしい俺の知識を総動員させつつも、大当たりを引くイメージトレーニングを行い、職業別ガチャから、棒術師のガチャ、十一連を開始した。

　スロット台が十一台現れる。

（ここの演出は通常演出の使いまわしだな）

　ならば、四台目──赤く光ってるスロット台がチャンスか。

【０７１（Ｎ）：疾しつ風ぷうのハチマキ】

　お、なんかかっこいい名前のハチマキが出た。でも、ノーマルのしかも低い数字のアイテムだ。おそらくただのハチマキだろう。

【３４８（Ｎ）：こん棒】

　こん棒──名前は確かに棒だけど、イメージ的にはハンマーのほうが近そうだよな。

　もっとイメージ通りの棒はないのだろうか？

【１０５（Ｎ）：うんまい棒（コンポタ味）十本】

　って、うんまい棒かよっ！　いや、うんまい棒がＮの中にあるのは通常ガチャの説明で知っていたけど、棒違いだろっ！

　ちなみに知らない人のために説明すると、うんまい棒とは昔ながらの日本の麩ふ菓が子しで一本十円という低価格の菓子。様々な種類があり、子供に大人気の品だ。俺が好きなのはめんたい味。

　って、そんなこと脳内説明している暇ひまはない。今から赤いスロット台が停止する。

【８８５（Ｎ＋）：スキル「回転風」】

　おぉ、なんかスキルが来た。棒を回して風を起こすスキルだろうか？

【３９１（Ｎ）：箒】

　箒は既すでに持っているから……箒かぁ……いらねぇよ。

【７５４（Ｎ＋）：基礎棒術】

　と、これはＮ＋ながら、素す直なおにうれしい。基礎的な棒術を使えるスキルっぽい。

【１５２（Ｎ）：うんまい棒（めんたい味）十本】

　いや、めんたいが好きだとは言ったけど、欲ほしいとは一言も言っていない！　俺が欲しいのはもっとプレミアムな景品だ！

【１９２（Ｎ）：プレミアムうんまい棒（モッツァレラ＆カマンベール味）五本】

　プレミアムが欲しいって、プレミアムうんまい棒が欲しいって意味じゃねぇよっ！　一本十円が一本二十円に変わっただけじゃねぇかっ！　しかも本数は半分になってるから値段は変わらねぇよっ！

　物ぶつ欲よくセンサーが逆に機能して壊こわれたんじゃないだろうか？

　って、ここまでろくな棒の武器が出ていない。もっとメジャーな棒の武器出てこいよ。こん棒は重そうだから、このままだと箒で戦うことになるぞ。

【３１１（Ｎ）：ヒノキの棒】

　って、確かにドラゴンを追い求める的なＲＰＧの中ではメジャーな武器だがっ！　残念な意味でっ！　昨今の駆かけ出しの勇者でももっとマシな装備をしているぞ！　感覚としてはお土産みやげ物もの屋で売っている。

【４９９（Ｎ）：棒術教本】

　あ、ここにきて普ふ通つうに教科書が出るのか。

　……これは今回はダメっぽいな。この世界に来て初めての十一連ガチャ並みの運の悪さだ。そして、最後のスロットガチャが止まる時が来た。

　そう思ったら、画面にチャイナ服姿のセリーア様のドット絵が。

　初めて見る演出（おそらく職業別ガチャの中の棒術師専用演出だろう）に、もしやこれは──と期待していると、最初に百の位が停止した。

　９だ。

　よし、Ｒ以上確定──そう思ったときだった。

　チャイナ服セリーア様が突とつ如じよ画面手前に向かって連続で突つきを繰くり出した。

　すると、画面に罅ひびが入り、そして画面が砕くだけたその先にあったのは、




【３３３（ＳＲ＋）：伝説の武器（棒）】




（昇しよう格かく演出来たぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　あまりの嬉うれしさに、俺は叫さけぶことすら忘れていた。

　最後の最後にＳＲ＋……これは奇き跡せきじゃないだろうか？

「マワル、どうしたの？」

「いやいや、ちょっといいことがあってな」

　と俺は机の下に手を回し、倉庫からプレミアムうんまい棒を取り出して袋ふくろから出すと、机の上に並べた。

「幸せのおすそ分けだ。食べてくれ」

　ガチャに魅み入いられたものは、最高の結果が出ると少しの間、他人にとても優やさしい気持ちになれるからな。

「麩菓子っていう俺の故郷の菓子だ」

　まずは一番うるさいエミナに食べるように言った。すると、エミナはとても嫌いやそうな顔をする。どうした？

「どうした？　うんまいぞ？」

　この菓子の味は商品名が保証している。

「うん、まぁ食しよく欲よくをそそる美味おいしそうな匂においはしているんだけどね。でも、マワルが優しいのが少し気持ち悪くて。もしかして私がこれを咥くわえているところをいやらしい目で見るつもりじゃないでしょうね」

「んなわけあるか！」

　あらぬ疑いをかけられて憤ふん慨がいした。

　エミナの想像力の豊かさに驚きよう愕がくしながらも、そういう見方もできるのかと思った。

　今後、いやらしい目で見るなというほうが無理な気がする。

「じゃ、貰もらうわね」

「では、私もいただきますね」

「……マスター、ありがとうございます」

　とエミナ、キュレリー、タルトはそれぞれうんまい棒を手に取る。

　そして、俺の目の前の美少女三人が同時にうんまい棒を口に咥えた。

「あっ」

　その声はだれの口から出たのか、俺にはわからない。だが、三人全員が恍こう惚こつの表情を浮うかべた。

「とても美味しい──スパイスをたっぷり使わないと出せない刺し激げきもさることながら、この芳ほう醇じゆんな味はチーズですね」

「……不思議な味わい。さくさくしているのにお肉を食べている時以上の満足感が口の中に満ち溢あふれている」

「もう無くなっちゃった。マワル、もう無いの？」

　三人の感想に、正直俺は引いた。一本二十円の駄だ菓が子しでここまで人間は喜べるものなのだろうかと。いや、それだけ日本という国が豊かだったんだな。

「悪いがそれは元々五本しかないんだ」

　と、俺は残り二本のうんまい棒を出して言った。

「それだと、一本余るわね……」

　エミナが目を細めた。その雰ふん囲い気きは獲え物ものを見つけた鷹たかのようだ。独ひとり占じめする気満々のようだが、

「いや、俺はいいよ。三人で二本を分けてくれ」

　と言うと、エミナは毒気が抜ぬかれたようで、

「本当にいいの？」

　と聞いてきた。うんまい棒一本で、ただでさえまともに機能していないパーティに変な亀き裂れつでも入ったら困る。

「お前たちにはいつも世話になっているからな」

　と心にもないことを言った。本当に心にもない。こいつらの世話をしているという自覚はあるが、こいつらの世話になっているなんて思わない。それでも俺は大人だから、笑え顔がおで言ってやった。

「……このような貴重なものをありがとうございます、マスター」

「女め神がみセリーア様の祝福がマワルさんにあらんことを」

「私、マワルのことを少し見直したわ……」

　とエミナは二本のうちの一本を見て、

「でも、一本はマワルが食べなさいよ」

　とエミナが言った。そのエミナの申し出に、俺だけでなくキュレリーとタルトも驚おどろきを隠かくせない様子だ。

「……いいのか？」

「マワルの言葉を聞いて思い出したのよ。昔、お父さんが言っていたわ。大切なものがあったら、それは仲間と分け合うように。大切なものを分け合えてこそ本当の仲間だって。他ほかにもいろいろと教えてくれたわね」

　お父さんって、確か盗とう賊ぞくのお頭かしらで、今は捕つかまって監かん獄ごくの中にいるんだっけか。

　ということは、盗賊の規律みたいなものなのかな。

　良い事を言っているじゃないか。捕まった後は手下たちに財産を根こそぎ奪うばわれたみたいだけど。

「俺のビスケットを奪って独り占めにしようとしたお前の台詞せりふとは思えないな」

「だって、あの時のマワルは仲間じゃなかったから当然よ」

「あ、そういうことね」

　と俺はうんまい棒の袋ふくろを開けて中身を食べた。濃のう厚こうなチーズの香かおりが口の中に広がった。

　確かにこれはうんまいな。

　そしてエミナたちは最後の一本のうんまい棒を三人で分けて食べることになった。

　うんまい棒を食べ終わった頃ころにアロエさんが戻もどってきた。

「マワルくん、話は終わったわよ。それにしてもすごいわね、流石さすがは聖女様だわ」

「どうかしたんですか？」

　確かにあの謝罪っぷりはすごいと思う。ここにいてもセリーア様の謝る声は聞こえてきたから。

　だが、アロエさんの言っているすごいは本当にすごいことだった。

「聖女様のスキルを見せてもらったの。そうしたら、上級の破は邪じや魔ま法ほうや回復魔法、聖魔法、補助魔法が目白押しだったわ。あ、これはみんなには話していいって聖女様がおっしゃられたから、個人情報の漏ろう洩えいじゃないからね」

「それはすごい」

　ランクＳ＋は伊達だてじゃないということか。

　って、つまりマイカードを見たってことなのか？　だとすればあれも見られたんじゃないだろうか？

「──職業はなんて書いてあったんですか？」

「職業は聖女だったわよ？」

　アロエさんが当然でしょ？　と言いたげな様子で答えた。よかった、そこは女神じゃないんだな。

「あぁ、でもひとつだけ変なスキルがあったわね」

　少し言いにくそうにアロエさんが言った。この表情ははじめて俺のスキルを見たときと似ている。

「変なスキル……ですか？」

「土下座補正（煌きらめき）って名前のスキル」

　やっぱり持っていたか。それにしても（煌）か。俺が持っている土下座補正スキルは（極きわみ）だから、おそらくはその先のスキルなのだろう。

「……変なスキルですみません」

　といつの間にか来ていたセリーア様が謝罪する。

　普通なら皮肉のように聞こえるだろうが、セリーア様は心から謝っているようだ。

「あの、セリーア様。ちょっと聞きたいことがあるんですが、いいですか？」

　と俺はセリーア様と一いつ緒しよに誰だれもいない席に移動する。

「ガチャで伝説の武器（棒）を手に入れたんですが、すごい武器なんですか？　もしかして、選ばれた人間にしか使えない──ってことはないですよね？」

　まさかの装備できない伝説の武器を持って勇者を捜すために旅に出る──みたいな展開は勘かん弁べんしてもらいたいのだが。

「伝説の武器を手に入れたのですね、おめでとうございます。廻さんが懸け念ねんしているようなことはありません。誰にでも装備できます。というよりも、最初に装備した人間の力に合わせた武器になります。成長する武器──と言ったほうがいいでしょうか？」

　成長する武器っ!?　おぉ、ゲームなどでは定番の、それでいて最強となる武器じゃないか。それはいいものを手に入れた。

「あ、これは余談なんですが、土下座補正スキルは煌が最上なんですか？」

「いいえ、土下座補正（煌）は二十段階ある中で上から三段階目の土下座補正スキルですね」

「そんなに種類があるのですか？」

　俺の土下座スキルは、通常の土下座補正、土下座補正＋、土下座補正＋＋、土下座補正（極）と順番に進化していったから、今は四段階目。なんだよ、全然極きわめていないじゃないか。

「すみません、そうなんです。土下座補正スキルを真の意味で極めれば、どんな相手の怒いかりも鎮しずめることが可能ですし、無理なお願いも聞いてもらえます。私がもしもそのスキルを持っていたら先せん輩ぱい女神に怒おこられることもなかったのですが。でも、私の土下座（煌）でもそれなりの力はありますよ。具体的に言えばここの会計を全額免めん除じよしてもらえるくらいの力はあります」

　お願いですから無銭飲食による土下座は、女神様なんだからしないでください。信徒の方がかわいそうです。

　でも確かに、ただの土下座スキルを使ってエミナに謝ったとき、怒っていないのに許してあげたくなると言っていたっけ。さすがに女湯を覗のぞかれた怒りは解除できなかったが、土下座を本当に極めればそれさえも許してくれそうだ。

　それって、最も早はや洗脳系スキルじゃないか？

「……じゃあ、本当に土下座を極めれば何でもできちゃいますね」

　と俺は笑いながら言った。すると、セリーア様の目の色が変わる。明らかに怒ど気きが含ふくまれていた。

「マワルさん、土下座というのはどういうときに使いますか？」

「え？　それは謝罪したいときに使うのでは」

「土下座は一種の暴力です。謝罪をするときは誠意をもって接しないといけません。まずは相手に説明をし、理解していただくこと、納なつ得とくしていただくことが重要なのです。例えばマワルさんがゴミをポイ捨てしている人を見かけて注意をしたとき、相手が土下座までして謝罪したらどう思いますか？　そこまでさせるつもりはなかったのにと思いますよね？　周囲の目も気になりますよね。往来で土下座までさせて、一体何事なんだと」

「わ、わかりました。すみません、妙みような事を言って」

　妙な迫はく力りよくに押され、俺は思わず謝ってしまった。でも、俺が死んだ直後、セリーア様は俺に何度も土下座していた気がするんだが、それはいいのだろうか？

「すみません、私も怖こわがらせるようなことを言ってしまいました。ですが、土下座スキルの乱用は決してよくありません。あくまでも最終手段として考えてください」

　とセリーア様は謝りながらも笑顔で言った。その目が笑っていないことは俺にはわかる。土下座スキルを乱用したらただでは済まない、そう言っているように思えた。

　そして、俺たちが席に戻った頃、ようやくセリーア様が注文していた料理がテーブルに並んだ。

　そのあとは皆みなで楽しく食事をした。キュレリーは少しセリーア様に対して気を遣つかいすぎている様子だったが、エミナとタルトは普ふ段だん通りの態度で接していた。

　そして、食事が終わった頃を見計らうかのように、

「ところで、皆さまにお願いがあるのですが」

　と話を切り出した。

「お願い？」

「はい、町の南にある遺い跡せきに安置された壺つぼを見てきてほしいのです」

「もしかして、その壺の色を見てくるとかですか？　青く光っていたらよくて、赤く光っていたら危ない──とか」

「すみません、そうではありません。詳くわしくはあとで紙に書いて渡わたしますが、少々危険なところにあるので。これから出発すれば明日の夕方には戻れます。本当は私が直接行く予定だったのですが、この町の領主が私のためにセレモニーをしてくださるそうで、断り切れなかったんです」

　とセリーアが言った。

　それに対し、エミナとキュレリーはあまりいい顔をしなかった。

「私は面めん倒どうだからパスしようかしら。遺跡の壺を見るだけならマワルひとりでも余よ裕ゆうでしょ」

「そうですわね。聖女様の頼たのみとあれば聞きたいのですが、今夜は墓場の清掃ゾンビ退治があるので──」

「……私はマスターに従います」

　タルトは俺任せで乗り気かどうかはわからない。

　こりゃ多数決では行かないことになりそうな気もするな。セリーア様も依い頼らいを俺たちが受けない可能性を考えていたらしく、逆に申し訳なさそうに言った。

「そうですね、すみません。危ない依頼なので断ってくださっても結構です。遺跡の前には危険な不死生物アンデツドがいますし」

「不死生物アンデツドっ!?」

　キュレリーが涎よだれをたらして身を乗り出す。

「遺跡の中には古代魔法の罠わなも多数あってとても危ないですし」

「……古代魔法」

　タルトが目を輝かがやかせて杖つえを強く握にぎる。

「宝ほう物もつ庫こも強力な鍵かぎがかかっていて入ることはできないでしょうから」

「鍵付き宝物庫っ!?」

　エミナはそう言うとどこかに隠し持っていた道具のチェックを始めた。

　あぁ、こりゃダメだ。

「マワル、聖女様が困ってるんだから助けてあげるのも冒ぼう険けん者しやの務めよね」

　と針金を指の間に挟はさんでエミナが言った。

「いえ、エミナさん。冒険者だけではなく修道女シスターとしての務めです」

　とキュレリーは涎を拭ふき、にこやかな──怖いくらいにこやかな笑えみを浮うかべて言った。

「……聖女様はマスターの恩人。マスターの恩人は私の恩人です」

　タルトは俺のためだと思わせて、自分の欲よく望ぼうに素す直なおに言った。

　こりゃダメだ。俺の意見は通りそうにないな。

　というか、ここまでやる気が出ているのなら、俺を置いて三人で行ってくればいいのに。

「……すみませんマワルさん。お詫わびに今回の依頼が終しゆう了りようしたら特別に徳ポイントを１０００ポイント贈ぞう呈ていさせていただきますから」

「よし、行くぞっ！」

　俺は拳こぶしを上げて皆に宣言した。

　ということで、おばちゃんに今夜休ませて貰もらっていいか尋たずねた。

















第二回転「へっぽこパーティと古代遺跡」









　その日の夜。俺たちはビナギの町の南に十キロほどのところにある、東京ドーム一個分くらいの広さの湖の畔ほとりにいた。

　月のない夜なので、空を見上げると俺の人生において今まで見たことのないくらい無数の星々が光り輝いている。

「星が空から零こぼれ落ちそうだ」

　思わずそんな言葉を漏もらす。その言葉に呼応するように流れ星が煌きらめき、願い事を三回言う前に消えた。

「マワルって星とか好きなの？」

　星空を見上げて動かない俺にエミナが尋ねた。

「そうだな──星はやっぱり五つがいい。三つはいらない」

「え？」

「いや、こっちのことだ」

　エミナが怪け訝げんな顔をしてきたので、俺は苦く笑しようして言った。渾こん身しんのガチャギャグもこの世界では通用しないようだ。

　本来、この湖一帯は教会の管理区域のため一いつ般ぱん人じんの立ち入りは禁止されているそうなのだが、セリーア様の依頼のためそこは問題ない。

　また、本来なら今日あったはずの夜の酒場での仕事だが、他ほかならぬ聖女様の依頼ということもあり免除となった。ただし、俺の扱あつかいはあくまでも斡あつ旋せん所じよからこのパーティへの出向という形になっていて、そのため俺への報ほう酬しゆうは出ない。給料と危険手当のみである。なんとも世せ知ち辛がらい仕組みだ。

「セリーア様が今夜を指定したのはこれが理由か」

　湖に面した鬱うつ蒼そうとした森──迷いの森と呼ばれるそこに光の道が現れた。

「……朔日ついたちキノコですね。月のない夜に光を放ち、虫をおびき寄せて胞ほう子しを運ばせるキノコです。決まった環かん境きよう下でしか育ちませんし、一度摘つんでしまうと光を放つこともありません──また朝になると土の中に潜もぐってしまうので滅めつ多たに見ることはできません」

「土の中に潜る……ね」

　さすがはタルトだな。鑑かん定ていの出番はないようだ。一応鑑定をしてみる。

【朔日キノコ：月のない日に光る毒キノコ。食べると死ぬ】

　食べると死ぬのか。相変わらずシンプルな説明だ。

　俺はキノコ毒耐たい性せいのスキルがあるから死なずに済む可能性はあるけれど。

「でも、なんでこのキノコが道になるんだ？　キノコの分布なんて変化して当然だろ？」

「さっきタルトが言ったでしょ──特別な環境下でしか育たないって。きっとキノコが育つ環境の土で道を作ってるのよ。古代魔ま法ほうの罠があるって言っていたから、同じように魔法の技術を使ったんじゃないかしら？　とにかく行ってみましょう」

　とエミナは真っ暗な森の中に入ろうとし、俺に首根っこをつかまれた。

「方向音おん痴ちに対して今いま更さら文句を言うつもりはないが、せめて道を歩けっ！」

「……え？　でもここをまっすぐ進んだほうがはやそうよ」

　確かに、エミナが進もうとしている方向──その遠くにも光るキノコが見えた。

　だが、俺はスマホを取り出して説明する。

「セリーア様から貰ったメール……手紙によるとだな、光るキノコがない道には人を惑まどわす花粉をまき散らす花が自生しているから絶対に踏ふみ入らないようにって書いてあるんだ」

「それを先に言いなさいよ」

「言う前にお前が歩き出したんだろうが。さぁ、行くぞ。夜明けまでに遺跡にたどり着いてここに戻もどってこないと、帰り道が消えてしまうからな」

　このあたりはどういうわけか地図アプリもまともに機能しない。セリーア様曰いわく、この近くの別の遺跡にその原因があるそうなのだが、詳しくはわからないそうだ。同じく電話やメールもできないとのこと。つまり圏けん外がいということだ。スロットガチャやカメラ、アラームは使えるそうなのだが。

　そうだ、一応夜明け十分前にアラームを合わせておくか。これが鳴ったら走って森を出ないといけない──という感じで。

　ということで、俺を先頭にエミナ、キュレリー、タルトの順番で歩く。後ろから魔物に襲おそわれた場合でもタルトならすぐに対応できるだろう。

「マワルが先頭で大だい丈じよう夫ぶかしら」

「お前が先頭よりはマシだ」

　エミナが先頭だと一本道でも迷いそうだからな。それにスマホのライトを使う俺が先頭を歩くのが一番だろう。

「……ねぇ、マワル……あそこ見える？」

「あそこってどこだ？」

「ほら、あの木の向こう──遺体みたいね」

　エミナの指さす方向にスマホのライトを当てる。確かに、何か革かわ靴ぐつのようなものが見えた。動く様子はない。靴もだいぶ朽くちているようだ。

「森に迷い込んだんだろうな──」

　隣となりを見ると、キュレリーが手を合わせ、祈いのりを捧ささげていた。タルトも帽ぼう子しを深くかぶり、目を閉じて祈っている。

　俺もそれに倣ならい、黙もく禱とうを捧げることにした。

　こんなところで死ぬなんてさぞ無念だっただろう。せめて安らかに成仏してくれ。今なら両生類に転生できるそうだし。

「ちょっと行ってくるわ」

「行くってどこにっ！」

　まさか、遺体が持っている道具を盗ぬすむような不ふ謹きん慎しんなことをするんじゃないだろうな？　さすがにそれは倫りん理り的によくないと思うぞ。

　そう思ったが、どうも違ちがったらしい。

「あそこの近くに珍めずらしい食用キノコが生えているのよっ！　売ったらひと財産になるわっ！」

　珍しい食用キノコ？　松まつ茸たけとかだろうか？

「こら、勝手に道を外れるなっ！」

　俺が叫さけんだ直後、霧きりのようなものが現れて俺の視界を塞ふさいだ。

「なっ！　どうしてこんなに急に霧が──」

「……マスター、霧ではありません、これは花粉です。方向感覚が麻ま痺ひするという花粉でしょう──《風の障壁ウインドカーテン》」

「よし、俺も──回転風！」

　と倉庫からヒノキの棒を取り出し、くるくると回す。扇せん風ぷう機き程度の風しか出ないが花粉を吹ふき飛ばすには十分な力だ。

「くっ、エミナはどこだっ！」

　姿が見えない。この濃こい花粉の中走り回っていたら、ただでさえ方向音痴のエミナだ。合流できないぞ。

「キュレリー、お前の破は邪じや魔法を放ってくれ！　俺の（スマホのライトの）光だと花粉の煙けむりの中までは届かない」

「わかりました──待ってください──あれっ！」

　キュレリーが詠えい唱しようを始めようとした時、俺たちは気付いた。花粉の煙の中から影かげが近づいてくることに。それはだんだんと大きくなってきて──

「ごほっ、ごほっ、ひどい目にあったわ」

「全く……心配させやがって。まぁ、無事でよかったよ。たかがキノコだろ？」

「マワルはわかっていないわね。これはオドリダケと言って、見つけた人が喜び踊おどるくらいにとても珍しくて美味おいしいキノコなのよっ！　食べたらダメよっ！　これは全部売って、お金に換かえるんだからっ！　ふふふ、いくらになるかしら。銀貨十枚はくだらないわよ！」

　とエミナは、マイタケに似たキノコの山を抱だいて、自信満々に言ったが、俺はそれを視て苦笑した。

【オドリダケもどき：オドリダケに似た毒キノコ。味は美味だが下げ痢りになる】

　やっぱり、こんなオチだろうと思った。

　でも、味は美味だというのだから毒キノコだとエミナがわかって捨ててから俺が貰うとしよう。幸い、俺にはキノコの毒を緩かん和わするスキルがあるからな。




　三十分ほど歩くと開けた場所が現れた。

　沼ぬま地ちに囲まれた小さな遺い跡せきが見える。どうやら目的の場所についたようだ。

「不死生物アンデツドがいませんね」

　キュレリーが明らかに落らく胆たんしている。まぁ、こいつは本来ならば今いま頃ごろ墓場で楽しくゾンビ退治をしていたはずだからな。

「……古代魔法の罠わなもいまのところありませんね」

　落胆しているのはタルトも同じだった。

「月のない夜くらい、不死生物アンデツドも休みをもらってるんじゃないか？　古代魔法の罠も耐たい久きゆう年月が過ぎて壊こわれているんだろうよ」

　余計なトラブルはないに越こしたことはない、このまま仕事を終わらせて帰ろう。

「マワル、どうやって沼地を渡わたるの？」

　エミナが尋ねた。確かに歩いて渡るには沼はぬかるんでいて危ない。走って渡ることもできないな。

「んー、タルトの魔法で沼を凍こおらせてから歩くっていうのはどうだ？　滑すべりやすいかもしれないが、沈しずむことはないだろ」

「さすがマワル。ずるい方法に関して考えさせたら天下一品ね」

「まぁな。お前は皮肉を言っているかもしれないが、こういう時に知ち恵えを回すのは本来はトレジャーハンターであるお前の役目だってことを忘れるなよ」

「あら、私ひとりだったら、こんなの一いつ瞬しゆんで越えられるわよ」

　自信満々にエミナが言った。遺跡を囲む沼の幅はばは十メートルはあり、どう考えてもジャンプして渡れる距きよ離りではない。

「へぇ、どうやって？」

「こうやるのよっ！」

　とエミナが何かを投げた。それがカギ爪づめのついたロープだということに気付いたのはそのあとすぐのことだった。

　どこにそんなものを隠かくし持っていたのかはわからないが、カギ爪は沼の向こう側に生えている木の枝に引っかかる。

　そして、エミナは持っていたロープの端はしをこちら側に生えている木に結び付けた。

「私ひとりならこの縄なわを伝っていけば余よ裕ゆうよ」

　と縄にぶら下がって遺跡へと向かっていく。まるで猿さるみたいな身のこなしだ。

「じゃあ、俺たちはタルトの魔法で凍らせていくか。タルトの魔法の範はん囲いが狭せまいのは知っているし、持続時間も短いのは知っているから、何度も魔法を使う必要があるけど、いけるか？」

「……はい、私の領域テリトリーすべてを凍いてつかせてみせます」

　タルトが言った、その瞬間、
















「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　聞きなれたエミナの悲鳴が暗い沼に響ひびき渡った。彼女がいるロープの方を見ると、沼の中から現れた泥どろの人形のようなものが三匹びき、エミナにしがみついていた。

【マッドスケルトン：ランクＥ－・スケルトンの亜あ種しゆ。骨の上に泥を纏まとっている】

　泥をオシャレコーデしたスケルトン──不死生物アンデツドか。

　ということは──

「私の出番ですわっ！」

　とキュレリーが意い気き揚よう々ようと魔法の詠唱を開始する。

　あれだけ距離が離はなれていたら、俺もタルトも手が出せないからな。ここはおとなしく見ていよう。

「大天使の鞭アークエンジエルウイツプ」

　すごい、キュレリーのメイスの先せん端たんから光がまるで鞭むちのように伸のび、エミナにまとわりついていたマッドスケルトン三匹に絡からみつき、エミナもろとも一気にこちらへ引き寄せた──引き寄せたっ？

「なんでわざわざこっちに連れてくるんだよっ！　俺たちまで危険が及およぶじゃないかっ！」

「ふふふ、やはり直接いたぶるのが不死生物アンデツド退治の醍だい醐ご味みです。魔法で一瞬で消し去るなんてダメです。偉えらい人にはそれがわからないんです」

「わかっていないのはお前だっ！　くそ、いきなりドＳモード全開かよっ！　こうなったらタルト、俺たちも戦うぞ」

　俺は倉庫から疾しつ風ぷうのハチマキを取り出し──鑑定したところやはり普ふ通つうのハチマキだった──スマホを頭に括くくり付けた。スマホの光がなければこんな闇やみ夜よでまともに戦うことはできない。かといって片手だけで戦えるほど俺は器用ではない。

「水の拳ウオーターシヨツク」

　タルトの放った水魔法がマッドスケルトンの泥を洗い流した。泥がなくなり、茶色い骨の魔物スケルトンがその正体を現す。そしてそれは漏もれなくキュレリーのメイスの餌え食じきとなる運命だった。

「裸はだかになって何を期待しているのかしらっ、これよね、これが欲ほしいのねっ！」

　とキュレリーのメイスによる一いち撃げきがスケルトンの肩かたと足を砕くだく。そして動けなくなったスケルトンに対し、

「あと何回、急所以外を突つけばあなたは死ぬのでしょうか？　あ、もう死んでいるのでしたっけ？」

　と不敵な笑えみを浮うかべて言った。急所以外を狙ねらった攻こう撃げきって、鬼おにだな。

　あっちはもう放ほうっておこう。

　はやく残り二匹ひきのマッドスケルトンをなんとかしないと──まだ他ほかにも大量のマッドスケルトンが沼を歩いてこっちに近づいてきているんだから。

「よし、俺も強くなったってところ見せてやるっ！」

　とヒノキの棒を使って殴なぐりかかる。基き礎そ棒術スキルのおかげでその姿はだいぶ様さまになっている……はずだったのだが、

「げっ」

　突いた棒がマッドスケルトンの体の泥にめり込んで抜ぬくことができない。

「ライトニングっ！」

　と雷かみなりの魔法を放つ──が、全然効いていない。

「……マスター、この魔物は泥が雷を弾はじく仕組みになっているので雷属性の魔法はあまり効果がありません」

　まぁ、もともと期待はしていなかったが。せめてヒノキの棒ではなく鉄パイプだったらそこから雷を伝わせてダメージを与あたえることができたのだろうか。木は電気を通すけれどもそこまでの効果は期待できないようだ。

　この分だと俺のファイヤも効果はないだろう。

　とすれば、

「よし、こうなったら最後の手段だ」

　手段が三つしかなかったなんていう情けないことには触れないでくれ。正しよう真しん正しよう銘めい、最後の手段として土下座は取っているんだから。

「いでよ、伝説の武器っ！」

　俺はそう言って手を前に掲かかげた。よく、アニメのヒーローが必殺技わざを最後までとっておく理由がわかる。それがかっこいいからだ。

　この伝説の武器を使ってマッドスケルトンを一いち網もう打だ尽じんにしてやるぜ！

　手の中に棒の感かん触しよくが伝わってきた。これは金属製の棒だろうか？　この感触──もしやオリハルコンかっ？

　棒全体のフォルムを見て、俺は──

「……あれ？　デッキブラシ？」

　と己おのれの目を疑った。

　そう、伝説の武器はどう見てもデッキブラシの姿をしていたのだから。

【伝説のブラシ：柄えの部分が強化ミスリル製のブラシ。液体を吸収し、放出する力がある】

　鑑かん定ていしたところ、これが伝説の武器だった。

　水を吸うブラシって、こんなの武器になるのかよ。

　なんでＳＲ＋がデッキブラシなんだ！　運営、何を考えているんだよっ！

　と思っていると、ヒノキの棒が突き刺ささったマッドスケルトンが目の前に迫せまっていた。くそっ、こうなったらヤケだっ！

　と俺は伝説のブラシのブラシ部分をマッドスケルトンに突き刺す。そして──水を吸い上げるイメージを浮かべた。その直後だった。マッドスケルトンの体を覆おおっている泥が硬かたくなっていき、まるで石のように硬くなった。そうなってしまえばマッドスケルトンは動くことができない。泥の水分をすべて吸い取ったためだ。

「ニヤリ」

　今回に限って言えばこれは使える。

　そう思った俺はデッキブラシのブラシ部分を沼に触ふれさせた。

「水を吸い取れっ！」

　と念じた。すると、伝説のブラシがみるみる水を吸い上げていく。沼地を歩いていたマッドスケルトンは沼地が固まったことで動けなくなった。

「よしっ！　これでマッドスケルトンはもう動けないな。キュレリー、全部浄じよう化かしていいぞ」

「言われなくても全すべての迷える魂たましいを浄化いたします」

　その後、キュレリーの趣しゆ味みが全開となり、マッドスケルトンは漏れなく浄化されていった。安らかに眠ねむれ。




　沼の水分が全て失われたお陰かげで地面は乾かわいた土と同じ状態だ。だいぶ陥かん没ぼつしてしまったが、遺い跡せきまで歩いて渡ることも可能になった。

　遺跡の内部の地図はセリーア様から貰もらっていたので最初から知っていたことだが、遺跡に入ってすぐに地下に通じる階段があった。そして──

「お出で迎むかえご苦労様って感じだな」

　俺たちが遺跡に入ると、ひとりでに遺跡の松明たいまつが灯ともった。スマホのライトもこれなら必要なさそうだ。

　階段は長く、七メートルくらい下りたところで、俺たちが見たのは二手に分かれた長い通路だった。天てん井じようまでの高さも五メートルくらいあり、古代の建築技術の高さを窺うかがい知ることができた。

　俺はスマホを取り出し、セリーア様からのメールに添てん付ぷされている地図を確かく認にんする。

「遺跡の地下──えっと、ここをまっすぐ行った先に壺つぼが安置されている部屋があるのか」

「……マスター、待ってください。罠わなです」

　とタルトが一本の骨を手に持つ。どこからそんなもん取り出した？　というか、それ、絶対さっきのマッドスケルトンの体の骨だろ。

　げんなりした目で見ていると、タルトが骨を投げた。すると、骨は回転しながらもきれいな放物線を描えがいて飛んで行ったのだが、途と中ちゆうで急に落ちた。明らかに落下速度が速い。そして地面に叩たたきつけられると、それはまるで何かに押しつぶされるように粉々に砕け散った。

「古代魔法の罠って、もしかして重力魔法か！」

　おかしいな、セリーア様が言うには壺を動かさない限り罠は発動しないって書いているのに。故障でもしているのか？

「……マスター、重力っていうのはなんでしょうか？」

　タルトが尋たずねた。

「ん？　重力っていうのは、簡単に言えば重くする魔法だ──」

　万ばん有ゆう引力だとかニュートンだとかクーロンの法則だとかそういう説明をする力は俺にはない。リンゴが落ちる理由なんて説明できない。

　物理や化学の授業って社会に出てから絶対に役に立たないと思っていたが、異世界に来たら役に立つらしい。しっかり勉強しておけばよかった。

　ただ、タルトは俺の拙つたない説明でも納なつ得とくしたらしく、罠の解かい析せきをはじめた。

「重くするっ!?」

「なんて恐おそろしい魔法……」

　とエミナとキュレリーが自分のお腹なかに手を当てて驚おどろき、呟つぶやいた。

　別に重くなると言っても太るということではないんだけど。

「……ふたりとも体重を気にするような体型じゃないだろ？　特にエミナ、お前はずっとへそ出しルックなんだから自信あるんじゃないのか？」

　と俺はエミナの服装を見て言った。

「それはそうだったんだけど、最近食べ過ぎちゃってね」

「マワルさんの作る料理はどれも美味おいしいですからね」

　苦笑いをするエミナと照れ笑いをするキュレリー。まぁ、料理の腕うでを褒ほめられるのは悪い気はしないが、

「「特にたこ焼きが」」

　とふたり声を揃そろえて言ったのが俺にとっては辛つらい。

　それ、俺が作っているわけじゃないからな。ガチャの景品だからな。

　一人黙もく々もくと重力魔法の罠の解析をしていたタルトを見る。

「タルト、罠の解除法はわかるか？」

「……解析したところ、大地に影えい響きようを与える黄色属性の魔法のよう。凄すごい──遺跡全体が巨きよ大だいな陣じんを形成し、魔力場の影響を最小限に届けることで威い力りよくを高めている。魔ま術じゆつ師しライクラインが二十年前に提唱してまだ実験段階のはずの魔法も古代ではすでに実用段階にまで入っている。術式を保存するのに彫ほった溝みぞの中に水銀を流し込み、グラスで蓋ふたをしている。水銀による魔力伝達速度の変化を考こう慮りよに入れている。保存のみの目的ではなく術式の加速度強化にも利用している。そのおかげでこれだけの威力の魔法を使うことができるみたい。これを研究すれば魔道具技術の発展に繫つながる。水銀は素人しろうとが使うと暴走の危険はありますが、使い方さえ間ま違ちがえなければ魔力を増ぞう幅ふくさせる力があるから」

「タルト、日本語でおｋ」

　結局、水銀は取とり扱あつかい注ちゆう意いで魔力を増幅させる力があるということしかわからなかった。

「……ニホンゴ？」

　おそらく初めて聞くであろう言葉に、タルトは一体、どこの国、もしくはどの時代の言葉だろうかと考えているようだった。

「わかりやすく言ってくれ」

「……凄い技術です。ここに来てよかった」

　表情に変化はないが、その言葉からするときっと喜んでいるのだろう。俺にとっては厄やつ介かいな罠があるな……としか思えないが。

「それで、この罠は壊こわせそうか？」

「……マスター、これを壊すなんてとんでもない」

　いや、そんなゲームの「だいじなもの」を捨てようとした時のシステムメッセージみたいに言われても、罠があったら先に進めないんだが。

「この罠をさらに詳くわしく解かい析せき、そののち一時的に中和する新たな術式を展開して通れるようにするので、暫しばらくお待ちください」

　と言って、タルトはその罠の解析に取り掛かかった。これは、何を言っても罠を壊してくれそうにない。

「タルトも変なところでこだわるなぁ……」

「でもマワルさん、現場保存は必要です。下手に建物を傷つけて遺跡が崩くずれでもしたら大変ですから」

　キュレリーが教会関係者の立場から言った。

「……崩れると言えば、この遺跡にはもう一つ大きな魔法がかけられていて──」

　と何かタルトが説明しようとしたその時だった。




　どかぁぁぁん




　巨大な爆ばく音おんが遺跡の中に響ひびき渡わたる。

　そしてそれは、ある迷めい宮きゆうの奥で聞いた音と同じだった。

「……あの音はっ！　エミナはどこに行った!?」

　まさかと思いながらも俺はそっちに走っていく。

　そこは、見るも無残に破は壊かいされた扉とびらがあった。こんなバカなことをするのはひとりしかいない。

「エミナ、お前かっ！　扉をぶっ壊したのは！」

　破壊された扉の破は片へんの横に立つエミナを怒ど鳴なりつけた。

「ちょっと爆破札の威力が強かったみたいね。まぁ予想の範はん囲い内だけど」

　誰だれだ、エミナに爆破札なんて売ったバカな商人は！

　責任者出て来いっ！

　斡あつ旋せん所じよ職員と聖女様の知り合いというコネを最大限に利用して営業停止に追い込んでやるっ！

「でもあれだけの威力なのに扉しか吹ふっ飛んでいないのは、さすがはタルトが作っただけのことはあるわね。とっても範囲が狭せまいわ。私が見み込こんだ通り！」

　思いっきり身内じゃねぇかっ！　タルト、魔道具作りの才能もあるのか。それでいて、魔道具でも範囲は狭いのか。

「って、今ので遺跡が崩れたらどうするんだよ！」

「そのあたりはトレジャーハンターの腕の見せ所よ。ちゃんと遺跡の構造を計算して壊れないようにしているわ。例えば──そうね。マワル、ここに隠かくし扉があるんだけど」

　とエミナは自じ慢まんげに、何の変へん哲てつもない壁かべを触さわった。すると本当に隠し扉があったらしく扉が開く。

「お前、こんなのよく見つけられたな」

　隠し扉といっても靴くつ箱ばこくらいの小さな扉だ。中には丸く茶色い石が入っている。きれいに磨みがかれてはいるが、変哲もない石だ。

「この丸い石を取るとするでしょ？」

　エミナは目を閉じ、人差し指を立てて説明を開始した。

「あぁ──」

　と俺は言われるがままに石を取ろうとする。結構きつく嵌はまっているが、少しずらしたらあとは簡単に外れた。

「すると遺跡が自律崩ほう壊かいを起こして壊れちゃうから絶対に取っちゃダメよ。要かなめ石いしって言って──って、マワル、何してるのよっ！」

　俺が石を取ったことに気付いたエミナが絶ぜつ叫きようした！

「お前がさも取ったほうがいいみたいな言い方をしたからだろっ！」

　これ、遺跡の自じ爆ばくスイッチかよ──！

　遺跡全体が揺ゆれ始めた。俺は慌あわてて要石を元の場所に戻もどすが、揺れは収まる気配がない。

「……マスター、大変」

「あぁ、大変だよ」

「……マスターが要石を取ったことで、第三回路の魔法伝達速度が爆発的に上じよう昇しようし、黄色属性の数値が九十六倍に上昇。それだけ第三回路に流れているということは維い持じ機能に回しているはずの第二回路の──」

「待て、そんなことを言われてもわからん。つまりどうなるんだ？」

「重力魔法が遺跡全体の陣に波は及きゆうし、さらに遺跡の機能を維持する力もなくなるので、この遺跡はあと十五分で崩壊する」

「それを先に言えっ！　タルト、崩ほう落らくを止める方法は──」

「……もうエネルギー伝達はしていません。すべて無効。迷宮のすべての罠も停止しているので逃にげるなら急いでください」

「十五分もあるのね！　なら私はお宝をできるだけとってくるわっ！」

　エミナはそう言うと、遺い跡せきの奥深くにある宝ほう物もつ庫こへと向かった。あいつはこの非常事態でも自分勝手に行動をするな。まぁ、確かに十五分もあれば脱だつ出しゆつは容易だろうが、でも宝物庫って言えばあれがワンセットみたいなところもあるからな。

「キュレリー、タルト！　お前たちもエミナの援えん護ごを頼たのむ！　俺はセリーア様に言われた壺をせめて持ってくる！」

「……マスター、私も」

「いいからタルトはエミナを頼む！　ただし、やばいと思ったら自分の身を優先して逃げろっ！」

　と俺は壺のある部屋へ走った。

　あくまでも俺の予想なのでタルトには伝えていないが、宝物庫と言えば門番がつきものだ。

　となれば、俺は安全な方を選ばせてもらうっ！

　この先かっ！

　と扉を開け、そこで──

「シンニュウシャ、ハッケン」

　と全ぜん身しん鎧よろいの魔物がそこにいた。

【守護兵ガーデイアン：ランクＣ・古代の遺跡を守護する魔法人形】

　ランクＣか。ふぅん、リッチや上級悪魔デーモンに比べたら雑魚ざこだな。ゆっくりと歩いてこちらに近づいてくる。足音からするに、動く鎧リビングアーマーのような中身が空くう洞どうの鎧ではない。おそらくはその中に守護兵ガーデイアンを動かす魔道具のようなものが入っているのだろう。動く鎧リビングアーマーならば、どう対処したらいいかわからないところだったが、これだとその中身をぶち壊したらいいだけだ。なんだ、楽勝じゃないか。

「それでは失礼しました」

　と扉を閉め、踵きびすを返すと全力で走り出した。と同時に、

「遠えん隔かく施せ錠じよう！」

　遠くの扉の鍵かぎを閉めるスキルを発動、扉の鍵を閉めた。扉の内側に中から閉めることができる鍵があったのは確かく認にん済みだ。これで少しは時間を稼かせげるはず──

　と思ったら、扉が開く音の代わりに激しい轟ごう音おんが聞こえてきた。

　後ろを振ふり返ると、守護兵ガーデイアンが扉をぶち壊して迫せまってきた。この遺跡には扉を普ふ通つうに開けることができるやつはいないのかっ！　遺跡を守る守護兵ガーデイアンが扉を壊しているんじゃないよっ！

「ライトニングっ！」

　と雷かみなり魔法をけん制に放つ。当たってはいるんだけど反応なし。

　俺の魔法の役立たずっ！

　守護兵ガーデイアンは魔法人形だから聖水も役に立ちそうにないし、匂においもわからないだろうから魔寄せの香こうでおびき寄せることもできないだろう。どう見ても鼻とかなさそうだし。

　せめて地上に魔物が残っていたら魔寄せの香につられてやってきた魔物を[image: 囮]おとりにできるのだが、殲せん滅めつしてしまった。仮に沼ぬまの中に残っていたとしても動くことはできない。

　そう思っていた時、大きな揺れが。

　そして、最悪の事態が俺を襲おそう。

　床ゆかが大きく陥かん没ぼつし、通路が三メートル近く上下に分断されてしまった。これだと登れないことはないが、登るのに時間がかかる。

　魔ま法ほう陣じんが彫られている溝も分断され、魔法陣を描えがくために使われていたという水銀が流れ出ている。

　万ばん事じ休すか……いや、これは逆にチャンスだ。

　俺は大きく垂直に跳とび、なんとか指先を通路にひっかけた。

「シンニュウシャ、ハイジョ！」

　好機とばかりに突とつ撃げきしてくる守護兵ガーデイアン。

　ぎりぎりまで引き付ける。まだ早い、もう少し──ってもう我が慢まんできねぇっ！

「スキル発動、逆立ち補正！」

　俺が叫さけぶと同時に、指先に強い力が加わり、気が付けば世界が上下逆さになっていた。逆立ち補正、逆立ちがうまくなるというスキルだったが、こういう使い方もあったのか。

　そう思った直後、守護兵ガーデイアンが壁に激げき突とつした。当然、そんなことで壊れたりはしないだろうが、俺はにっと笑う。

「日本の味、食わせてやるよっ！」

　と宣言すると、俺は倉庫から目の前に米俵を出した。しかも十俵も。そして、それは重力に従い落下する。つまり、三メートル下へと。

　米俵の重さは一俵、約六十キログラム。それが十俵で約六百キログラムにもなる。それが空から降ってくることによる衝しよう撃げきはタライの比ではない。

　守護兵ガーデイアンは米俵の下した敷じきになって動かなくなった。しかもいい具合に米俵が階段になってくれた。

「よし、今のうち──」

　と俺は懐ふところから一枚の雑ぞう巾きんを取り出し、米俵の上に飛び乗りながら、

「このお米はこの後スタッフが責任を持って食べました！」

　と噓うそのフォローを入れて四よつん這ばいになると、

「雑巾がけスキル発動！」

　と雑巾がけをしながらさっきの部屋に戻った。走るよりこの方が速いことを忘れていた。

　守護兵ガーデイアンがいた部屋を素す通どおりし、目的の部屋にたどり着く。雑巾が擦すり切れて使い物にならなくなっていた。これだと雑巾がけスキルは使えない。帰りは再び走って帰らないといけないだろう。

　どのみち、壺つぼを持って逃げるとなると雑巾がけしながら逃げるのは不可能だったので、ちょっと無理をしたのが雑巾を使い物にならなくさせた原因だ。

「壺はどこだ」

　ここに例の壺があるはず……そう思ったのだが、

「……何も……ない？」

　部屋には何もなかった。

　まさか、部屋を間ま違ちがえたのか？

　いや、でもそれだとあの守護兵ガーデイアンは何もない部屋を守っていたということになる。それはどう考えても不自然だ。

　建物全体の揺れがひどくなる。

　もう時間がない。俺は壺の探たん索さくを諦あきらめ、元来た道を走っていく。すぐに分断された通路にたどり着いた。

　米俵を踏ふみ台だいにしながら、登っていく──その時だった。俺の足を何かがつかんだ。

「……シンニュウシャ、ハイジョ」

　守護兵ガーデイアンだ。

　くそっ……まだ生きていやがったのか。

「リトルシールドっ！」

　痛みに耐たえながらも俺は防御魔法を唱える。手のひらサイズしか出現しない防御魔法を足首に展開させ、俺の足を守りにかかった。少しだけ足に加わる力が弱くなった気がする。

　この伝説のブラシを使ってさっき吸った水をこいつにぶつけるのは──って駄だ目めか。足がつかまれている以上、水で流しても俺の体も一いつ緒しよに流されてしまう。

　と俺は、それに気付いた。

　伝説のブラシを使い、それを吸収──そして、それを一気に出した。

（秘技、水銀の雨）

　溝みぞの中から流れ出た水銀だ。

　液体なら何でも吸えるという伝説のブラシ──そして、水銀は常温では液体である唯ゆい一いつの金属である。その重さは水の十三倍以上ある。そしてなにより、

「ライトニングっ！」

　俺の電気魔法が水銀まみれになった守護兵ガーデイアンに命中した。

　本来なら何の効果もない電気──だが、

「効果はばつぐん……か？」

　俺の足から守護兵ガーデイアンの手が離はなれた。

　当然だ、水銀は電気を通すだけでなく、魔法回路にもなるくらい魔法を通す。そんな水銀を魔法の精密機械である守護兵ガーデイアンにぶちまけ、そして別の魔法をぶつけたらエラーを起こすのは必然。タルトも言っていた、水銀を素人しろうとが扱あつかえば暴走を引き起こすって。つまり、すべては計算通りだった──ってかなりギャンブル性の強い賭かけだったが。

「……賭けは俺の勝ち──だな」

　と立ち上がろうとするが、激しい痛みが俺を──俺の足首を襲った。

　痛みに耐えながら靴くつ下したをめくると、守護兵ガーデイアンに摑つかまれた足首が青く変色している。これだと走るどころか歩くことすらできそうにない。ヒールを使おうにも、俺のヒールは打ち身を治すのが精いっぱい。これは明らかに骨が折れている。あの時リトルシールドを展開しなかったら、間違いなく骨は粉々に砕くだけていただろう。

　ポーションがあればいいのだが、今はもうない。

「ここまで……か」

　まぁ、本来なら一度は終わっていた人生だ。そう思えばあきらめもつく。

　でも、今死んで天界に行ってもセリーア様はいないんだよな。セリーア様が言う気の強い先せん輩ぱい女め神がみとやらには頼んでも今回みたいな転てん生せいをさせてもらえないだろう。

　はぁ、こんなことならもっとガチャをしておけばよかった……ガチャを……

「死ねばガチャができなくなるじゃんっ！」

　と俺は当たり前のことを思い出した。

　ダメだ、こんなところで死んでいられない。

　死んでたまるか！

「うぉぉぉぉぉぉっ！」

　俺は大きく気合いを込こめると、立ち上がらずに走り出した。




　　　　※※※




　一本道をひたすら走る。

　階段の前でエミナたちが待っていた

「エミナ、キュレリー、タルト！」

「マワル！」「マワルさん！」「……マスター！」

　三人が俺の声に気付きこちらを見て──顔色を変える。そして、俺を置いて階段を上ろうとした。

「待ってくれ、みんな！　俺を置いて先に行くなっ！」

　俺が叫さけび助けを呼ぶと、三人は階段の数段上で止まった。

　そして、当然の質問をぶつけてくる。

「マワル、なんで……なんで逆立ちで走ってるのよっ！」

「仕方ないだろ、足の骨が折れてるんだから」

　足が動かなければ手を動かせばいいじゃないか、というマリーアントワネットさんの言葉（二つの意味で言っていない）に従い、俺は逆立ちして走っていた。流石さすがにこれは普通に走るよりは遅おそいけれども、それなりの速度が出る。

「……………………流石はマスター。逆立ちしたまま階段を上るなんて私にはできない」

　タルト、なんだ今の間は。いっつも一呼吸置いて会話を始めるのは知っているけど、今の間は一呼吸なんてもんじゃなかったぞ。

「マワルさん、スカートの中を覗のぞかないでくださいね」

　とキュレリーがローブのスカート部分を押さえて言う。

「覗いたらその顔面、蹴けりつけるわよ」

　エミナもスカートを押さえて睨にらみつけてくる。俺ってそこまで変態だと思われているのだろうか？

　そう思ったとき、さらに遺い跡せきの揺ゆれが激しくなった。

「本当に崩くずれるぞっ！　走れっ！」

　逆立ちで階段を上るという至難の業わざに立ち向かい、ひたすら出口を目指した。

　全力で走り、外に出た三分後に遺跡は音を立てて崩れた。

「ふぅ、助かった──」

「本当に走りましたね……でも、遺跡が壊こわれてしまいました……」

　そうだよな。これは罰ばつ金きんだけじゃ済まないぞ。下手したら投とう獄ごく……死罪もありうる。なんとか土下座スキルを駆く使しして執しつ行こう猶ゆう予よをもぎ取りたい。

「わ、私は関係ないからね。全部マワルの責任よ」

　とエミナが俺にすべての罪を擦なすり付けてきた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。この遺跡には自己修復機能が備わっています。一カ月もすれば元に戻もどる」

　とタルトが淡たん々たんと、とても重要なことを言った。

「そういうことは先に言ってくれ……疲つかれた……」

　俺とキュレリーはへなへなとその場に座り込んだ。教会の管理している遺跡ということもあって、キュレリーもかなり責任を感じていたのだろう。

　というか、自己修復の機能があるのだとすれば、宝物庫や壺を安置している部屋はその崩ほう壊かいからも免まぬかれたんじゃないだろうか？　そういえば、壺を安置していた部屋だけやけに揺れが少なかった気がした。

　それに結局壺も見つからなかった。これってほとんど骨折り損ではないだろうか。本当に骨を折っている俺が言うと洒落しやれにならないんだけど。意識したら余計に痛くなってきやがったな。

「でも、おかげでお宝ががっぽりよ」

　とエミナが風ふ呂ろ敷しきの中身を広げた。

　金色に光る食器類、壺などの調度品の数々だった。

「どうよ、これだけあれば一生遊んで暮らせるわ！」

　エミナは自じ慢まんげに語るが、スマホの光に照らされたその金属にどうも違い和わ感かんを覚えた。この光り方は見たことがある。そして、鑑かん定ていをしてみたところ、やはりそうだった。

「……それ、真しん鍮ちゆうじゃね？」

　真鍮は確か銅と亜あ鉛えんの合金で、わかりやすく言うと五円玉に使われている金属のことだ。金のように光り輝かがやく金属だけれども金ではない。

「マワル、甘いわね。真鍮と金の区別もつかないの？　真鍮は最初はきれいだけどすぐに曇くもっちゃうのよ。何百年も前の遺跡にこれだけきれいな真鍮の食器類があるわけないでしょ？　それに真鍮は舐なめたら──」

　とエミナは金のスプーンをハンカチでこするとその小さな舌で舐めて、

「このようにわずかに苦味が……え？」

「エミナさん、たしか金は無む味み無む臭しゆうなのでは？」

「そんな、でも──」

「……遺跡の古代魔ま法ほう──耐たい久きゆう魔法により建物の劣れつ化かを防いでいた。調度品も同じこと」

「なるほど、歴史の風化を感じさせない真鍮の食器──大したお宝だな」

「そんなぁ……」

　さて、俺はこの足をどうにかしないといけないな。

　ポーションはもうない。ラストの一本を幼女に使ってしまった。こんなことなら普ふ段だんから栄養ドリンク代わりにポーションを飲むんじゃなかった。でもあれって、冷やして飲むと結構おいしいんだよな。マナポーションは少し苦いんだけど。

　炭酸水があればきっと炭酸割りにしたらもっとおいしいと思う。

「仕方ない……」

　と口では言いながら、ウキウキしてスマホを取り出した。

　俺一人が待ちに待った十一連ガチャの時間ですよっ！

　普ふ段だんなら、（Ｂ）による罰ばつが怖こわいからという理由で家に帰るまで我が慢まんさせられるところだが、足の大おお怪け我がという大義名分を得たためにガチャを引かせていただきます。

　そして、自力でポーションをＧＥＴしてやるぜ！

　こうなったら自力でガチャを使ってポーションを手に入れるしかないな。

　まずは徳ポイントの確かく認にんする。

【１４７６ポイント】

　よっし、やっぱり来たか。昼に使い切ったばかりなのに、もうこれだけ貯たまっている。マッドスケルトンと守護兵ガーデイアンの撃げき破はが大きい。これで十一連ガチャを引くことができる。

【０６２（Ｎ）：うんまい棒（たこ焼き味）】

　って、いきなりうんまい棒かよ。しかもたこ焼き味って。

　たこ焼きはもう十分あるんだよ。

【２３７（Ｎ）：スリッパ】

　スリッパかぁ。まぁ、この足だし一度靴くつを脱ぬげば再度はくことは難しいからちょうどいいのかもしれないが、やっぱりハズレ感は否いなめない。

【９４３（Ｒ）：魔法「アイス」】

　っと、ここで新たな魔法ＧＥＴ！　これは患かん部ぶを冷やせって暗示だな。

　そう思っていたら、

【７９９（Ｎ＋）：ポーション五本】

　あっさりポーションを手に入れてしまった。実はポーションはこれで三回目というなかなかの引きの強さだ。ここでポーションは出ないで、結局キュレリーかエミナに背負ってもらって町に戻り、セリーア様の回復魔法で治ち療りようしてもらうことも想定していたのだが、拍ひよう子し抜ぬけだな。

　残り七回の結果を見ていく。

【７００（Ｎ＋）：水着セット（バリエーション多数）】

　水着セットか。この世界にも水着ってあるのかな？

　海もプールもないから使いようはなさそうだけど。

　そう思っていたら六台目のスロットでドット絵のセリーア様が登場。もしかして、ここでまたレアなものが出てくるのだろうか？　と期待したが、セリーア様、まさかの演出失敗。スロット台が黒く染まり、

【００１（Ｂ）：一回休み】

　とまるですごろくのハズレみたいなものが。

　一体何が起こるんだ？　と俺は思わず身構える。

　……あれ？　何も起きないな。もしかして、ただのスカだったのかもしれない。

　よし、次だ、次。

【２９５（Ｎ）：バケツ】

　バケツ二回目。さすがにダブりもこれからは多くなるかな。でもどうせダブるならスキルがダブってパワーアップしてほしい。ファイヤがメガファイヤになるとか。

【８９２（Ｒ）：スキル「ゴーグル」】

　ん？　レアスキルか。でも、どういう効果があるんだろうか？

　あとでスキル解説を見ておこう。

【１８７（Ｎ）：カモ肉一キロ】

【３２７（Ｎ）：長ネギ十本】

　カモがネギしょってやってきやがった。

【４１２（Ｎ）：布】

　最後もダブりで終わりか。スキルひとつに魔法ひとつは上出来だな。

　だが、Ｂの一回休みって一体なんだ……？

　おっと、まずは足の治療が先だ。

　ポーションを倉庫から取り出して足にかける。うーん、しみる。足の治療をしている間にスキル解説を確認した。

　ゴーグルとは、暗い場所や水の中などでも一定の視界を保つことができるスキルらしい。水中ゴーグルや暗視ゴーグルをしているのと同じ効果を発揮できるということだろう。

　俺はポーションの空あき瓶びんを沼ぬまに放ほうり投げて（よいこは真似まねしたらいけません）足の調子を確認する。うん、問題ないな。

　と思ったその時、俺のポケットのスマホが鳴った。

「マワル、何、この音!?」

「なんでもない、気にするなっ！」

　俺はエミナにそう説明し、スマホの画面を確認する。アラームが鳴っていた。

　アラームの音はエミナたちにも聞こえるのか。でも、なんでアラームが鳴るんだ？

　確か、アラームを設定していたのは──

「……マスター、大変です」

　タルトが俺に言った。

「どうした？」

「もうすぐ夜明けです」

「「「え？」」」

　そんな、まさか。まだ夜明けまで五時間以上あるはずだろ……ってまさか、

「おそらく遺跡の中で時間の流れが違ちがったのでしょう……さすがは古代魔法です」

　とタルトが納なつ得とくしているが、そうじゃない。

　しまった──

　一回休みってそういうことかっ！

　スマホの時計を確認すると、ガチャをする前から五時間が経過していた。

　夜が明けたら、光るキノコ──朔日ついたちキノコの道が使えない。








第三回転「水着ヒロインと別れの手紙」









　森の中には入らずに遠目に観察する。ダメだ、バードウォッチングのスキルを使っても朔日ついたちキノコが全然見つからない。鑑定スキルがあればキノコが見つかるかとも思ったが、それでもどこにもない。

　夜が明けて、タルトの言う通り朔日キノコは地面に潜もぐっているようだ。

　やみくもに森の中を歩けば、方向感覚を狂くるわせる花粉のせいで確実に道に迷ってしまう。

「そうだ、エミナ、ロープがあっただろ！　あれを目印にして歩けば」

「出口までどれだけの距きよ離りがあると思ってるのよ。長さが全然足りないわ」

　エミナが言った。そうだよな。

「……いたずらに森の中に入るのはよくないです」

　この一帯は大森林と呼ばれていて、ビナギの町の方向に出ると三十分ほど歩けば外に出られるが、森の中で方向感覚が狂い、大森林側に迷い込んでしまうと二度と外には出られない。

「……一カ月、ここで待つしかないのですか？」

　食料は十分ある。たこ焼きだけでも一年分くらいあるからな。

　水もタルトが魔法で出せば事足りる。

　だが、それでもベッドも風ふ呂ろもトイレも何もないこんなところで一カ月はきつい。

「あの花の花粉を浴びれば方向感覚が狂います。朔日キノコも月のない夜以外は土の中で繁はん殖しよくするため見つけることができません」

「森はそんなに広くないからまっすぐ進むことができたらいいはずなのに」

　とエミナが悔くやしそうに言った。

　ここからなら太陽の位置は見えるから方角もわかる。でも森の中だとそうはいかない。太陽の光もほとんど届かない鬱うつ蒼そうとした森の中、さらに花粉の煙けむりの中だと自分がどこから来たのかさえわからなくなる。

　スマホの地図機能もここでは使えない。方位磁石なんてものは最初からない。

　まさに八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　よし、とにかくまずは落ち着こう。落ち着いて今日の分のデイリーガチャを引こう。

【３２１（Ｎ）：醬しよう油ゆ一リットル】

　あぁ、醬油か。まぁあって困るものじゃないし、いいか。

「ねぇ、マワル……その……トイレに行きたいんだけど」

「その辺でしろ」

「イヤよ……だってこの辺、隠かくれる場所が何もないし」

「タルト、沼があった場所に土魔法で三方を囲んだ壁かべを作れるか？」

「……可能です」

「よし、じゃあ、それをトイレ代わりにすればいい──ってエミナどこに行くんだ！」

「ちょっと森の中に行ってくるのっ！　すぐに戻もどってくるわっ！」

「待て、エミナっ！」

「エミナさん、待ってくださいっ！」

「……森の中は危険」

「すぐ戻るからっ！」

　堪こらえられなくなったエミナが、俺たちの制止を聞かずに森に走っていった。

　あいつ、何考えているんだ！

　森の中に入ったら今度こそ戻ってこられないだろ──急いで追いかけないと。

　そう思ったとき、森の中にまたも花粉の煙が舞まい上がった。

　ダメだ、こんな状態じゃ近づくことはできない。

「ごほっ、ごほっ、タルト、水かけて……花粉まみれになっちゃった」

　と僅わずか数分で森から帰ってきた。

　やっぱりこいつは……ってあれ？

「エミナ、どうしてお前は帰ってこれたんだ？」

　タルトに水をかけてもらっているエミナに尋たずねた。

「どうしてって、三分も経たっていないじゃない。歩いてきた方向に戻っただけよ」

　いやいや、歩いてきた方向がわからなくなるから厄やつ介かいなんじゃないか。

「ん？……そういことかっ！」

　俺の予想が正しければ、一カ月待たなくても森から脱だつ出しゆつできるぞ！







　それから三十分後。

「やったわ、森から抜ぬけたわっ！」

　エミナが歓かん喜きの声を上げた。

　俺たちは森から脱出することに成功した。先頭を歩いているのはエミナだ。

　どうやって俺たちは森から脱出できたのか？

　その答えは方向を迷わす花粉だった。あの花粉、方向を迷わす力があるのだが、超ちよう絶ぜつ方向音おん痴ちのエミナが吸すうと逆に正しい方向感覚を身につける力があった。マイナスにマイナスをかけたらプラスになるのと同じ原理だ。そのため、全員ロープを持って、花粉を浴びたエミナを先頭にしてまっすぐ歩くことで俺たちは森からの脱出に成功した。

　目の前には昨夜見た透とう明めいな湖が完全に昇のぼった太陽の光を浴びて光り輝かがやいている。

　自然が俺たちを祝福しているようだ。

「よし、俺たちの町に帰るか」

　そう言って、俺、キュレリー、タルトは一歩前に歩くが──

「みんな、町は向こうよ」

　エミナにダメ出しされた。

「花粉の成分が体内から抜けるのを待つしかないわね」

「花粉を洗い流さないといけませんわ。服も洗わないといけませんし」

「……着き替がえる服を持っていない」

　エミナ、キュレリー、タルトが考え込む。

　んー、服はさすがに俺も持っていないな。

「あぁ、水着ならあるぞ」

　とさっき入手したばかりの水着セットを倉庫から出した。

　現れたのは男性物の水着三着と女性物の水着三十着だ。

　男性用の水着がブリーフタイプ、トランクスタイプ、ブーメランタイプの三種類しかないのに対し、女性物の水着は様々な種類やサイズが取り揃そろえられていた。

「マワル、いつも思うけど、一体どこにそんなもの持ち歩いていたの？　しかもなんで女性用の水着を持っているのよ──これって犯罪の臭においがするわね」

「盗賊おまえが言うな。いらないなら別にいいんだぞ」

　と俺が言うと、エミナは黙だまって水着を見ることにしたようだ。

「センスだけはいいのよね……私はこれにしようかしら？」

「いろんな種類がありますね……露ろ出しゆつが控ひかえ目めなものがいいのですが」

「……私に合うものがほとんどない」

　俺はトランクスタイプの水着でいいかな。

　三秒で水着を選せん択たくした俺と違い、女性陣じんは結局十分くらい時間をかけて水着を決めた。

「タルトさん……その」

「……わかった。土の壁アースウオール！」

　キュレリーが何かを言うと、タルトが魔法を唱えた。

　すると、一いつ瞬しゆんにして三方を囲む壁が現れた。

「へぇ、ここで順番に着替えるわけね」

　簡易の脱だつ衣い所じよの完成か。

「俺は最後でいいよ……そうだ、タルト。お前の魔法って制限時間が短いが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「……魔法として使ったのは土の変形のみです。既すでに魔法は発動を終えています」

　大丈夫らしい。着替え途と中ちゆうに壁が崩くずれてイヤーンな展開はないそうだ。

「じゃあ、私から。マワル、全員着替え終わるまで後ろを向いていなさいよ」

　と俺に後ろを向かせた。

　エミナはいつも露出の多い服を着ているからな、水着になってもそう変わらない気もするが。キュレリーは隠れ巨きよ乳にゆうだからな。でも、修道女シスターなので過度な露出は期待できないと思う。タルトはあと数年待てば……といったところだが、特定の層には需じゆ要ようがありそうだ。

　それにしても、どうしてこう衣きぬ擦ずれの音って気になるのだろうか？

　いま落ちたのはもしかして下着なのではないかと。

　俺の後ろ──その壁の向こうにはいったい何が起きているのか。想像するだけで顔が熱くなってきた。

「マワル、もういいわよ」

「やれやれ……やっと終わったか」

　平静を装よそおい、正面を向く。

　すると、狭せまい壁から最初に出てきたのはエミナだった。

　エミナは赤のビキニ姿だった。彼女はお尻しりの食い込みの部分に指を入れて水着の位置を調整しながらも、俺をドヤ顔で見てきた。

「お前が水着って、新しん鮮せんさほとんどねぇな。普ふ段だんからへそ出てるし」

「何よっ！　もうちょっと他ほかに言うことはあるでしょ！　興奮したとか」

「興奮したって言ったらどうなるんだ？」

　俺が尋ねたら、エミナは腕うでを組んで考え、

「気持ち悪いから蹴けとばすわね」

　どっちにせよ蹴とばすのか。

　でも、本当はかなりやばいんだよな。エミナが普段着ている革かわの鎧よろいって少しサイズが小さいのか胸を押さえ込んでいる。なのに、水着になるととたんに解放され、ちょっと大きく見えてくる。胸にパットでも仕し込こんでいるんじゃないだろうか？

「……マスター、何か考察しておられるのですか？」

「透とう視しスキルを入手する方法についてちょっとな……って、タルト、お前その恰かつ好こう」

　無言で出てきたタルトからは、エミナ以上の衝しよう撃げきが俺を襲おそった。

　なんでだよ、なんで紺こん色いろのスクール水着なんて着ているんだよ。

　似合いすぎだろ。

　首輪にスクール水着の組み合わせは犯罪の臭いしかしないな。

　でも、やっぱりタルトも女の子なんだな。胸の部分のわずかな膨ふくらみが将来への期待へと直結する。いや、むしろ彼女はこのままでいいのではないだろうか？　貧ひん乳にゆうはステータスだ！　希少価値だ！　という言葉がある。

「……私に合うサイズの水着の中でいい色はこれしかなかったのです」

　と紺色の水着を見て言った。タルトはダーク系の色が好きなんだな。

「ほら、キュレリーも出てきなさいよ」

　とエミナが隠れているキュレリーの手を引っ張った。白い腕が壁の向こうから現れる。

「……あ、ちょっと、エミナさん、恥はずかしいのでやっぱり私は──」

「もう服は全部タルトが洗って干しているんだから、観念しなさい」

　エミナの言う通り、女性陣の服は全すべて干されていた。タルトの杖つえとキュレリーのメイスを地面に突つき刺さし、エミナのロープを繫つなげて干している。水で濡ぬれているところを見るとすでにタルトの水魔法で洗ったようだ。

　今いま更さらながら、俺が浄じよう化か魔法を使えば解決したのではないかと思ったが、本当に今更なので伏ふせておくことにした。

「で、ですが」

「似合ってるから安心しなさいっ！」

　とエミナに引っ張られて現れたキュレリーを見て、俺は思わず──

「……マスター、どうして私の頭をなでるのですか？」

「気にしなくていい。気にしなくていいんだ」

　タルトを慰なぐさめた。

　そして、再びキュレリーの水着姿を見て思った。

　おっぱい様が降臨なさった──タルトには目の毒だと。

　犬になった時、その裸ら体たいを直視したことはあるが、あの時はやはりどこか遠えん慮りよがちに見ていたらしい。

　キュレリーの水着は水色のパレオだった。下半身をスカートのようなもので覆おおっているが、胸の部分はエミナと同じビキニ──いや、中身が全然違ちがうからこれはもう別の物だろう。サイズが少し小さいんじゃないだろうか？　零こぼれ落ちそうだ。
















　昨日の夜は星が零れ落ちそうな夜空を見たが、今日零れ落ちそうなのはもはや月だ──いや、太陽だ。まぶしすぎて直視できない。いや、するけど。

「……マワル、あまりいやらしい目で見たら本当に蹴とばすわよ」

　エミナがさっき以上に不ふ機き嫌げんに言った。

　さすがに今のは俺も見すぎだと思う。

「わ、悪い。俺も着替えてくるよ」

　と土の壁アースウオールに向かった。

「あ、マワル、そこは──っ！」

　とエミナが大きな声を上げる。

　そこにあったのは──女性たちの下着類だった。丁てい寧ねいに陰かげ干ぼしされている。

　俺は硬こう直ちよくし、そして壁から少し遠ざかる。

「マワル、土下座」

　エミナが言った。

「はい、どうかお許しください」

　土下座（極きわみ）スキルを発動し、俺は即そく座ざに土下座のポーズをとる。

「もっとスキルに頼たよらずに心を込めて」

「ごめんなさい」




　結局、帰ってからの昼食と夕食の代金は俺が支し払はらうことになった。




　そのあと、俺は結局茂しげみで水着に着替えて休きゆう憩けいすることにした。湖の水はまだ冷たくて泳ぐのには適さないため、タルトの土魔法を使って溝みぞと穴を作って湖の水を引き込み、火魔法を使って水をお湯にして四人で入って体についた花粉などを洗い流すことにした。

　たまにはこういう露ろ天てん風ぶ呂ろも悪くないな。

　と俺は景色を楽しんでいると、

「あれ？　あんなところに扉とびらなんてあったっけ？」

　崖がけになっている部分に金属製の扉があるのを見つけた。

「あそこは今は使われていない鉱山ですね。昔は良質の銅鉱石や亜あ鉛えん鉱石が採さい掘くつできたと聞いたことがあります。もしかしたら、エミナさんが持ってきた真しん鍮ちゆうの食器類の原材料はあそこの鉱山で採れたものかもしれませんね」

「へぇ……でも教会のマークがあるが」

　扉には教会のシンボルである十じゆう字じ架かのマークがある。

「はい、教会が買い上げて今は立ち入り禁止になっています。扉にも鍵かぎがかかっていて誰だれも入ることはできません」

　キュレリーの説明にエミナが立ち上がる。

「鍵──ということは私の出番ね」

　とエミナは鉱山の方に行き、鍵かぎ穴あなを覗のぞきこむ。

「こら、エミナ！　間違っても鍵を爆ばく破はするんじゃないぞ！　そんなことをしたら坑こう道どうが崩れる危険もあるんだからな」

「……そうね」

　と、エミナはやけにあっさりと頷うなずき、

「マワル、帰りましょ。さすがに遅おそくなりすぎるとセリーアたちも心配するでしょ」

「ん？　あぁ、そうだな──服はまだ乾かわいていないが──タルト。お前の魔法で服を乾かん燥そうさせることってできるか？」

「……はい、服の乾燥も私の領域テリトリーです」

　お前の領域テリトリーって、狭いようで本当に広いよな。

　タルトが服を乾かしている間、キュレリーと一いつ緒しよに家に飾かざる花を摘つんでから、エミナの提案に従い、町に帰ることにした。

　普ふ段だん着ぎに着き替がえる時にちょっとしたトラブルがあって皆みなの着替えを覗いてしまうようなハプニングはあったがそれ以外は何もなく、俺たちは無事にビナギの町にたどり着いた。







　そして、家に帰ってセリーア様に報告をした。

　キュレリーとタルトは摘んだ花を教会にも持っていくためにでかけている。

「建物が崩ほう壊かいですか！　すみません、皆さんをそんな危険な場所に行かせてしまって」

　俺から報告を受けたセリーア様は顔面蒼そう白はくにさせて謝罪した。いや、建物の崩ほう落らくはほとんどこっちが原因なんだけど。

　あと、タルトの言った通り建物は一カ月もすれば自動的に復元されるから問題ないとおっしゃってくれた。

「……廻まわるさん、それで壺つぼはどうでしたか？　壺が安置されている部屋だけは崩落しないように作っているので問題ありませんが、もしかしてこちらに持ってこられました？」

　申し訳なさそうにセリーア様が尋たずねた。やはりよほど重要な壺だったのだろう。俺はその遺い跡せきで見たことをそのまま伝えることにした。

「いえ、それが地図に描かかれた部屋に行ったんですが、壺なんてどこにも。守護兵ガーデイアンに襲われて死にそうな目にあいましたけど」

「守護兵ガーデイアンに？　そんな、守護兵ガーデイアンは壺が動かされない限り動かないはずなのに……。やっぱり盗ぬすまれたのでしょうか……だとしたら少し困りますね」

　とセリーア様はひとり思案していた。

「あの、セリーア様。それで、その壺ってなんなんですか？」

　俺が尋ねると、

「マワル、摘んできた花を活いける花か瓶びんどこかになかったかしら？」

　とエミナが大きな声で叫さけんできた。

「こっちは大切な話をしているんだ。適当に探してくれ！」

　と言うと、エミナが文句を言っているが、それを無視することにした。

　そして、セリーア様に話を続けるように促うながす。

「壺というのは、邪じや神しんを封ふう印いんしていた壺なのです」

「邪神を封印？」

「ええ。最近、魔物の動きが活発化しているということで、もしかして邪神の本体が復活したのではないかと思っていたのですが、まさかその壺そのものがなくなっているなんて。邪神自ら持ち去ったとは──考えられませんね。そんなことをするくらいなら壺をその場で割っているでしょうから、破は片へんが残っているはずです」

　邪神が復活している可能性がある……か。それは厄やつ介かいな話だ。

「あれ？　でも教会の教えだと、邪神はすでにこの世に復活していて、それを封印することでセリーア様がこの世界に降臨するんじゃないんですか？」

「それはあくまでも教会の教えです。千年前に勇者のテイくんが邪神を封魔の壺に封印してからのことはあまり……邪神が復活したといっても、私が気付いていないということは力は今のところ大したことはないはずです。でも──今後のことを考えるとやはり注意しないといけませんね──すみません、頼りない女め神がみで」

　ここで肯こう定ていしたらいけないんだろうな、と思いながらも、お願いですからもっと堂々と話してくださいと思う。こっちまで不安になってくる。

「マワル、花瓶あったわよ。ここに置いておくわね」

　と俺とセリーア様の間に花が活けられた花瓶を置く──って、こんなもの花瓶代わりに使うなよ。

　エミナに文句を言ってやりたいが、今はセリーア様の話が重要だ。

「どんな壺なんですか？　そんなに大事な壺なら、もしかしたらどこか博物館とかに所蔵されているかもしれませんし、アロエさんに聞いたらわかるかもしれません」

「人の顔のような見た目ですね。名前を封魔の壺といい、ちょうどこの花瓶のような……ってこれですっ！　これが封魔の壺です。しかも封印が解けているっ！」

　とセリーア様はエミナが持ってきた封魔の壺を持って興奮気味に叫んだ。

「ま、待ってください。確かにこれは封魔の壺ですが、つい最近までラヴァーナという上級悪魔デーモンを封印していた壺ですよ。ラヴァ─ナが邪神……なわけないし」

「ラヴァーナという悪魔を封印したのはいつ頃ごろのことですか？」

「えっと、百年くらい前のはずです。マエヨル男だん爵しやくが死んだのが七十年前で、その男爵が五十五歳の頃ころにラヴァーナを封印しているので」

「なるほど、そうですか。この壺を見ると邪神の封印が解かれたのも百年以上前ですね。廻さん、すみませんが、その男爵様の当時の日記かなにかは現存していますか？」

「はい、この家の中と、あとは下水道に書しよ斎さいがあります。ただ……」

　マエヨル男爵は飽あき性しようで、日記も数ページしか書いていないことが多い。

　正直、情報元としては頼りないだろう。

「すみませんが案内してください。調べないといけないことができたようです」

「わ、わかりました」

「廻さん、これ、依い頼らいの終しゆう了りよう確かく認にん書しよです。斡あつ旋せん所じよに届けたらエミナさんたちに報ほう酬しゆうが支払われますので持って行ってください」

　とセリーア様は依頼の終了確認書にサインをし、木札と一緒に俺に渡わたした。

　んー、往復二十キロ、さらに森の中を歩いたり遺跡の中を走ったり骨を折られたりで疲つかれているし、俺に至っては依頼の報酬もないわけだから、明日でもいいかなって気分になる。

「廻さんには報酬はないそうですが、代わりに１０００ポイントの徳ポイントが入るようになっていますから」

「すぐに行ってきますっ！」

　今日できることは今日しよう！　そう思い俺は家を出た。







　いつもならば斡旋所に到とう着ちやくしている時間だが、今日はやけに時間がかかった。やっぱり疲れているんだろうかと思っていると、遠くに見慣れた金きん髪ぱつドリルの幼女がいた。

「よう、幼女じゃないか」

　俺は手を上げて気さくに声をかける。

「幼女という呼び方はやめい。妾わらわにはサタナシアという立派な名前がある」

　と幼女──もといサタナシアは鼻息を鳴らして言った。

　そうかそうか、サタナシアか。はじめて聞いた。

「思わぬところで出で会おうたが、どこに向かっておるのじゃ？」

「ん？　あぁ、職業斡旋所にな──」

「職業斡旋所なら別方向じゃと思うが……」

「別の方向？　そう言えば確かにこの辺りは見慣れない風景だな」

　俺は首を傾かしげながらも周囲の景色を見た。

　周囲は閑かん静せいな住宅街といった感じだ。少なくとも俺が住んでいる屋や敷しきと斡旋所を結ぶ道にこのような場所はなかったはずだ。

　なんで気付かなかったんだろ。一体どこで間違えたんだ？

「ん？　ちょっとしゃがんでみせい」

　とサタナシアは偉えらそうに俺を座らせた。そして、俺の胸むな元もとを見ると、とても小さな舌をだして乳ち首くびがあるところをペロリと舐なめた。シャツ越ごしに感覚が伝わってきて、びくびくっとなる。

　サタナシアは舌で上うわ唇くちびるを舐め、

「うむ、迷い花の花粉が微び量りようについておるの……それで迷っておるようじゃ」

　と教えてくれた。

「マジか……」

　危ない危ない、町をずっと彷徨さまようところだった。さっきは仲間たちと一緒だったから迷わなかったのか。

「浄じよう化か」

　俺は魔ま法ほうを使って服に付いた花粉を洗い落とす。すると、なるほど、確かに俺が今行こうとしていた正しい方向をようやく認識できた。

　エミナは普ふ段だんからこんな不便な生活をしているのか。少しだけ同情する。あいつもずっと花粉が付いた服を着ていればいいんじゃないだろうか？

「ほぉ、便利な魔法が使えるのじゃの」

　サタナシアが俺の浄化魔法を見て、そう褒ほめる。魔法を褒められることなどめったにない俺はちょっと自じ慢まん気げに言った。

「いい魔法だろ。まぁ、攻こう撃げき魔法はからっきしだけどな」

「して、迷い花が生息しているのは南の大森林のみじゃと妾の知識にはあるのじゃが、しがない酒場の見習い料理人である主がそんなところに行った理由は何かあるのかの？　まさか、料理用の木の実を採りに行ったわけではあるまい」

「ん、あぁ、ちょっとした依頼だよ。冒ぼう険けん者しやまがいのこともしてるからな。森の中にある遺跡に行って帰ってきただけだ」

　とここからが本題。俺は早さつ速そくサタナシアに昨日の愚ぐ痴ちを聞いてもらうことにした。

　話のお伴ともにたこ焼きを用意して、食べながら話を進める。

　彼女は俺の話にしっかり相あい槌づちを打ち、最後まで話を聞いてくれた。話の間にサタナシアの奴やつ、たこ焼きを五人前も食べていたが。

「それはご苦労なことじゃな。確かに昨日は朔さくの夜じゃからの」

　あれ？　なんでこの子は朔の夜に光るキノコの道が現れることを知っているんだ？

　意外と有名な話なのだろうか？　まぁ、確かに目立つからな。

「あのあたり一帯は教会の所有地だから無断で入れば罰ばつせられるはずじゃが、依頼主は教会の人間なのか？　そういえば、主のパーティにも修道女シスターがいたかの」

「いや、キュレリーは関係ない。ていうか、キュレリーにはそこまでの権限はないだろ」

「ということは、依頼主はやはりこの町に来たという聖女か」

　その通りだ……がそれは言っていいのだろうか？

　一応、斡旋所の依頼なんだし、やはり黙だまっておいた方がいいかもしれない。

「悪い、それは守秘義務だな」

「そこまで言うておいて守秘義務もへったくれもないと思うが……」

　サタナシアは呆あきれるように言った。俺もそう思う。

「まぁよい。このたこ焼きとやらの礼に、ひとついいことを教えてやろう」

「いいこと？」

　なんだろう？

　子供のいいことというのはどこまでいいことなのかはわからないが、気にはなった。

「大森林を抜ぬけた湖の畔ほとりの山に扉とびらがあったのを見たか？」

「あぁ、昔使われていたっていう鉱山だったな」

　と俺は今朝方仕入れたばかりの情報を、さも以前から知っていたかのように言った。

「うむ、その通りじゃ。そして、どうも最近、あの鉱山──しかも扉の向こうに盗とう賊ぞくが住み着いておるようじゃ。いや、山に住んでいるのなら山賊と言ったほうがよいのかの？　とにかく早いうちに始末しておいたほうがいいと思うぞ？」

　と幼女は六皿目のたこ焼きを平らげて言った。

「それは確かな情報なのか？」

「うむ、妾を信じよ。情報源に関しては明かせぬが」

　情報源に関しては明かせないが信じろ……か。とはいえ、サタナシアが俺に噓うそをつく理由が思いつかない。こういう言い方をするのは彼女にとって失礼ではあるものの、俺という存在は彼女にとって食事をくれる存在。そんな人間を騙だまして得するとは思えない。

　ということは、これはアロエさんには報告しておいたほうがいいだろう。

「わかった。ほれ、これは礼だ。袋ふくろは破って中身だけ食べろよ」

　と俺はうんまい棒（コンポタ味）をサタナシアに五本あげた。

「うむ、主が献けん上じようする菓か子しはいつも美味じゃからの。ありがたくいただく」

　サタナシアはそう言って俺とは別の方向に歩き去った。

　さて、急いで斡旋所に行かないとな。

「これで準備は整った。あとは贄にえが必要じゃの」

「……え？」

　そんな不ふ吉きつな言葉が後ろから聞こえてきたが、振ふり向くとそこにはもうサタナシアの姿はどこにもなかった。




「アロエさん、セリーア様からの依頼の報告書です」

「はい、確認したわよ。廻くんは斡旋所の職員なので報酬は出ないけど、エミナさん、キュレリーさん、タルトさんへの報酬は入金しておくから、いつでも取りに来るように言ってね」

「ありがとうございます」

　金銭の報酬がもらえないのは残念だが、俺は徳ポイントという報酬を得られたからな。それで十分だ。

「それにしても、森の奥に遺い跡せきがあったなんて私も知らなかったわ」

「え？　アロエさんでも知らなかったんですか？」

「マワルくん、もしかして今、長生きしているんだからそれくらい知っていると思ったりしなかった？　亀かめの甲こうより年の劫こうじゃないのかとか」

「や、やだなぁ。そこまでは思っていませんよ」

「ということは多少は思ったのね？」

　アロエさんに凄すごまれ、俺は言葉を失う。早く話題を逸そらしたいと思ったとき、サタナシアからの情報を思い出した。

「あ、それとこれは聞いた話なのですけれど、その大森林の手前の湖の傍そばにある鉱山に、最近盗賊が住みついているという情報があるんです。あくまでも噂うわさの範はん疇ちゆうですが」

　俺がサタナシアから聞いた話をアロエさんに伝えると、彼女の目の色が変わった。どうやら、彼女は今の話を考こう慮りよするべき案件と受け取ったようだ。

「……そうね。実は最近、以前にも増して盗賊の報告が来ているのよ。ほら、前にタルトさんが捕つかまえた盗賊がいたでしょ？　彼らも侵しん入にゆう経路等は全部話したんだけど、アジトの場所は最後まで言わなかったのよ。なんでも、喋しやべったら殺されるとか言って、口を閉ざしたままで──もしかしたらそこが盗賊のアジトかもしれないわね。こっちで調査団を編成してみるわ」

　とアロエさんが言った。

　やばい、調査団ってかなり大事になったぞ。やばいな、情報源が子供の噂話だって言い難にくくなった。いや、でも俺も噂話だってちゃんと言ったし、間ま違ちがえていても責任問題にはならないよな。

　と俺は何も言わず、笑顔でただアロエさんの話を聞いた。

「あそこは教会の土地だから教会に許可をもらわないといけないわね。となると、出発は明日あしたかしら？　盗賊に勘付かれないように冒ぼう険けん者しやを集めないといけないわね。マワルくん、エミナさんにももしよかったら参加するように言ってもらえないかしら？　彼女のスキルがあれば盗賊に気付かれないように調査できると思うし。報ほう酬しゆうは一日一万二千マネー、別べつ途と働きに応じて報酬ありでと伝えてね」

「わかりました。伝えさせてもらいます。あと、すみません、仕事を増やすようなことをして」

「マワルくん、聖女様の謝り癖ぐせがうつったのかしら？　気にしなくていいのよ。これは必要なことだから。むしろ盗賊のアジトをつぶせたら、これから先の仕事が一気に楽になるしね。あ、それとマワルくん。今日は非番でいいって所長が言っていたわよ。昨日は徹てつ夜やで森の中を歩いたんでしょ？　そんな状態で酒場に来られてミスでもされたら困るから、ゆっくり休むようにって」

「わかりました。ありがとうございます」

　俺は礼を言うと、家に帰った。

　家に帰ると、誰だれもいなかった。ピンクファもいない。タルトが散歩にでも連れて行ったのだろうか？　エミナはひとりでは外に出ることもできないから、きっとタルトかキュレリーと一いつ緒しよだろう。

　俺は自分の部屋ではなく、食堂で休むことにした。俺の部屋は現在、セリーア様が下水道に通じる抜け穴あなを開放中で下水の臭においが立ち込めているからな。一応据すえ置き型の消しよう臭しゆう剤ざいを置いてはいるが、限度というものがあるだろう。

　さて、十一連ガチャをしますか。

【３２５（Ｎ）：サニーレタス】

【２９７（Ｎ）：割かつ烹ぽう着ぎ】

【５９３：（Ｎ＋）：解げ毒どく薬十本】

　と、まずはハズレの滑すべり出しだ。

【８９８（Ｒ）：スキル「泳ぎ補正」】

　おっと、ここでＲが来た。泳ぎ補正は確かに便利そうなスキルだ。でも俺はいつもワンテンポ遅おそいんだよな。昨日これを入手できていたら、湖で皆みなにかっこいいところを見せられたのに。なんだろう、イベントボスに対して大ダメージを与あたえるキャラや武器があるとして、そのイベントが終しゆう了りようしてからそのキャラや武器を引き当てたときと同じ虚むなしさがあるな。もしくは、最強のキャラや武器として話題になって、それを持っている人はとても羨うらやましがられたのだが、あまりの無む双そうぶりに運営がパラメータ修正を行った直後にそのキャラや武器を入手してしまう──みたいな。

　この話をしたら、「ハズレより全然いいじゃん。ラッキーだよ」って言われるのはわかっているんだけど、この気持ちは実際に体験した人間にしかわからないだろう。

【４９９（Ｎ）：十トン荷車】

　十トントラックみたいな言い方をされたけど、十トンの荷物を引っ張るための力を持った動物がいるのだろうか？

　北海道のばんえい競馬で鍛きたえ抜かれた馬が一トンの重さのソリを曳ひくというのは聞いたことがあるけれど、荷車だとどのくらいなのだろう？

　一いつ般ぱん的な馬車の積せき載さい量とか俺知らないからな。

【４００（Ｎ）：鋼鉄ワイヤー（フック付き）】

　これはロープか。縄なわを使うのが得意なエミナなら簡単に扱あつかえそうな気がするが。

【６４５（Ｎ＋）：スキル「野菜皮かわ剝むき」】

　芋いもの皮剝きのスキルが野菜の皮剝きのスキルに進化した。これでニンジンだろうと玉ねぎだろうと野菜と名の付くものならなんでも皮を剝けるぜ！　トマトの皮だって剝いてやる……はぁ、なんで戦せん闘とう系以外のスキルはこう順調に進化していくかな。たぶん、次は果くだ物ものの皮も剝けるようになるんだろうな。

　その後も、

【５００（Ｎ＋）：たこ焼き一カ月分】

【２７８（Ｎ）：ＢＯＸティッシュ三個】

【４８５（Ｎ）：銅の剣けん】

【５１３（Ｎ＋）：双そう眼がん鏡きよう】

　と、パッとしない景品で終わった。たこ焼き、少し減ってきたと思ったのに、また来たのか。どうして同じアイテムが偏かたよって出現するんだろうか？

　やっぱりＳＲってそう簡単に出るものじゃないようだ。というか、Ｒもひとつしか出ていないし。でも、遺跡の調査で一番俺を助けてくれたスキルはＮ＋の逆立ち補正だった。普ふ段だんは使えないと思っているスキルでも、使い方によってはとんでもない武器になることを身をもって俺は知っている。

　だから、きっとこの野菜皮剝きスキルも──

「はぁ、ゲームみたいに野菜の魔ま物ものとか登場しないかな……人間相手でもたまねぎ剣けん士しくらいなら皮を剝くことはできないかな」

　なんて、リアルに想像したらグロテスクなことを言ってみた。

　やっぱりあまり戦闘では役に立ちそうにないスキルもいろいろと存在するようだ。

　さて、せっかく休みを貰もらったんだし、今日は勉強でもするかな。

　と、倉庫から棒術の教本を取り出して読もうとした。その時だった。

　扉がノックされる。

「……マスター、いらっしゃいますか？」

　とタルトの声が聞こえた。

「あぁ、いるぞ。どうした？」

　と扉を開けてタルトを迎むかえ入れた。タルトは部屋に入ると、周囲をきょろきょろと見回し、何かを捜さがしているようだ。

「どうした？」

「……ピンクファの姿が見えないのですが、マスターと一緒じゃなかったのですね」

「ピンクファ？　俺はてっきりタルトと一緒だと思っていたが……エミナかキュレリーと一緒なのかもしれないな」

「……そうかもしれません」

　タルトはどこか寂さびしそうだ。毛皮が恋こいしいのだろう。

　でも、考えたところではじまらない。今はエミナとキュレリーの帰りを待とう。

「タルト。また氷魔法で器うつわを作ってもらっていいか？」

「……何に使うのですか？」

「スイカを冷やしておこうと思ってな。今夜のデザートに」

　以前、ガチャで引き当てたあれを今日食べようと思った。ちょっと試ためしたいこともあったから。

　タルトの作った大きめの氷の箱に俺は倉庫からスイカを出して、その中に入れた。




　　　　※※※




　楽しい気分で夕食を終える予定だったが、なぜか全員疲つかれ切っていた。

　まず、タルトが疲れている原因。それはピンクファだ。エミナ、キュレリーが家に帰ってきたのだが、ふたりともピンクファと一緒じゃなかったそうだ。

　そのあと、タルトはひとりで庭や周辺を捜し回っていたらしい。

　一応下水道の隠かくし部屋でマエヨル男だん爵しやくが残した日記の類たぐいを調べているセリーア様にも尋たずねたが、

「すみませんすみませんすみませんすみません、女め神がみなのに何も知らなくてすみません」

　と必要以上に謝られた。仮にピンクファが誘ゆう拐かいされていたとしたら犯人が自首する時以上の謝罪っぷりだった。

　ピンクファはとても利口なウサギだからな。きっとちょっと散歩しているだけかもしれない。明日までに帰って来なかったら、斡あつ旋せん所じよに行って『迷いウサギ』を捜す依い頼らいをしようってタルトに言った。

　次にキュレリーに関して。セリーア様がこの町に来たことにより、様々なお偉えらい様が彼女への謁えつ見けんを申し出て来たそうだ。しかしセリーア様はいま、調べものをしているために手が離はなせず、それを断り続けるのに苦労したそうだ。いつもは会うことのない町の有力者たち相手への気苦労が絶えなかったのだろう。何より一番彼女を疲れさせたのは、昨日墓場の掃そう除じができなかったキュレリーのために、セリーア様が念入りに掃除を──つまりはゾンビの浄じよう化か作業を行ったということだろう。彼女の今夜の楽しみはもう存在しない。

「で、エミナはなんで疲れているんだ？　というか、よくひとりで外に出て帰って来られたな」

「……別に……私だって自分の家にくらい帰れるわよ」

　と言葉に覇は気きがない。いつもみたいな元気がない。

　もしかして、まだエミナが採取したオドリダケが、実はオドリダケもどきだったことを引きずっているのだろうか？

　あれに関しては毒キノコだと判明してから、俺が百マネーで買い取ってやったのに。

　ちなみに、焼いて食べたところ、鑑かん定ていの通りとても美味だった。もちろん、キノコ毒耐たい性せいのお陰かげで下痢に悩なやまされることもなかった。まぁ、仮に下痢になったところで、セリーア様に治ち療りようしてもらう算段だったんだが。

　それとも真しん鍮ちゆうの食器の保存状態が良すぎて、遺跡からの発はつ掘くつ品だと信じてもらえず高値で売れなかったから元気がないのだろうか？

　やれやれ、こうなったらちょっと早いがとっておきを見せるか。

「デザートにしようぜ」

　と俺は氷の箱と包丁を持ってきた。

　氷の箱の中に入っていたのは、人の顔よりも大きいスイカだった。以前にガチャで引き当てたスイカなので、味はきっと最良だろう。ゴミ袋ぶくろをテーブルの上に敷しき、そのうえにスイカを置く。

　そして、俺は包丁を構え、

「見ていろ、俺の真骨頂！　スイカ剝きっ！」

　と野菜皮剝きスキルを使い、まるでリンゴの皮を剝くみたいにスイカの皮を一本の包丁で剝いていく。スイカは分類的には野菜だっていうのは一般常識だからな、手に入れたばかりのスキルの見せ場だ。

　そして現れたのは──自分で思っていたよりもすごいものだった。まるで磨みがき上げた宝石のようにキラキラと輝かがやくスイカの実がゴミ袋の上に置かれた。

　時間にして約一分。

「ふふふ、どうだ！　俺の真骨頂はっ！」

　俺の芸術をその目で見た女性陣じんの反応を見る……ってあれ？

　三人ともあまり驚おどろいていない？　というより、むしろ呆あきれている？

「……さすがです、マスター……ですが」

「綺き麗れいですね。でも……」

「そんなに食べきれると思ってるの？」

　タルト、キュレリーが言葉を濁にごす中、エミナがストレートに言った。

　スイカのサイズはＬＬ寸。かなり大きい。本来ならば半分に切って四人で食べ、残りは次の日に食べるのがセオリーだ。だが、俺が綺麗に皮を剝いたせいで、今日中に全部食べないといけない空気が出ている。

　果物って皮を剝いたら傷みが早くなるんだっけ？

「……はぁ、本当にマワルはバカね。それより早く切り分けてよ」

「マスター、お皿とスプーンを持ってきます」

「食べ過ぎてお腹なかを壊こわさないようにしないといけませんね」

　と三人は笑いながら俺に言った。その三人はいつも通りの笑え顔がおだった。

　結局、スイカは半分食べて残りは氷の箱に入れて保存することにした。タルトの氷の箱は一日は形状を維い持じできるということなのでその言葉を信じて。

　そのあとも、俺たちは四人で、ピンクファを捜す方法について楽しく──と言ったらピンクファに失礼かもしれないが──話し合った。

　最終的には、斡旋所に尋ねウサギの依頼書を貼はらせて貰うことでタルトも納なつ得とくした。ピンク色の毛並みのウサギは珍めずらしいからすぐに見つかるだろう。

「斡旋所で思い出したけど、そういえば俺たちが泳いだあの湖の近くの鉱山、最近盗とう賊ぞくが根城にしているみたいだってアロエさんと話していてさ。明日、調査団を派は遣けんすることになったそうなんだ。まさかこんな町の近くに、しかも教会の土地に盗賊団のアジトがあるなんて意外だよな。あの時エミナが扉とびらを開けちまわなくて本当によかったよ」

　俺は笑いながらスイカの種を吐はき出した。

「……へぇ、そうなんだ」

「それで、エミナもその調査に参加してみないかってアロエさんが言っていてな。参加するなら明日の朝五時に斡旋所に来てほしいそうだが、どうする？　お前が行くなら俺も斡旋所まで案内するぞ？」

　エミナひとりだと斡旋所に行くのにも迷うからな。どうせ俺も毎日五時には起きているし、道案内をして徳ポイントも貰いたい。そういう野心もあったのだが、

「悪いけど遠えん慮りよしておくわ」

　とエミナは自分の分のスイカを三分の一くらい残して立ち上がり、

「私、ちょっと疲れてるから寝ねてくるわね」

　そう言って自室に帰っていった。

　それが引き金となり、俺たちは話し合いを終え、それぞれ自室へと戻もどっていくことにした。まだ太陽が沈しずんで間もないのだが、さすがに皆みな疲れたのだろう。

　いつピンクファが戻ってきてもいいようにと、玄げん関かんの扉を少し開けて俺たちは眠ねむったが、結局、あのピンク色のウサギは家に帰ってはこなかった。




　そして、翌日。

　ピンクファに続きエミナまでもがその姿を消した。

　ただし、ピンクファと違ちがって書置きを残して。




【さようなら　　　　　　ｂｙエミナ】




　俺はその一文だけが残った手紙を摑つかんだ拳こぶしを握にぎりしめた。

　手紙に大きな皺しわが残った。








第四回転「大切な仲間と裏切りの行く末」









　エミナがどこに行ったのかなんて見当もつかないし、何より見当がついてもあいつのことだ。道に迷ってたどり着けていないだろう。

　とりあえず、あの手紙を見た俺はその足で、調査団と打ち合わせしているアロエさんのところに行き、エミナは用事があって来られない旨むねを伝えた。

　まったく、あいつは一体何を考えているのだろうか？

「エミナさん、いらっしゃらなかったですね」

「……あいつは方向音おん痴ちだから帰る家の場所もわからないだろ」

　キュレリーの問いに、俺は小さく頷うなずいた。

　午前中は結局、ピンクファを捜すついでにエミナを捜して回った。エミナが道に迷った挙句、泣きながら家に帰ってくることも想定できたのでタルトには家に残ってもらったが、結局彼女が帰ってくることはなかった。

「まぁ、俺はあいつには迷めい惑わくをかけられっぱなしだったからな。いなくなってせいせいしたよ。午後は斡旋所に行ってピンクファを捜す依い頼らい書しよを貼らせてもらおうぜ」

　と昼食をテーブルの上に並べていく。

「……マスター、一皿多いです」

　とタルトに指し摘てきされる。テーブルの上には四人分の食事が置かれていた。なんてありきたりなミスをするんだ、俺は。

「一皿はセリーア様の分だよ。いつ帰ってくるかわからないからな」

　と適当に言い訳をした。

「……マスター」

「さ、食べるぞ」

　と何か言いたげなタルトの言葉を遮さえぎるように俺が昼食を促うながし、食べ始める。

　半分くらい食べたところで本当にセリーア様が戻ってきたため、一皿分の料理が無む駄だにならずに済んだ。

「セリーア様、調べものは済んだのですか？」

　昼食後、セリーア様に飲み物を淹いれつつ俺は周りに誰だれもいないことを確かく認にんして尋ねた。さすがに邪じや神しん云うん々ぬんはキュレリーたちに知られるわけにはいかないからな。

「はい、留守にしてすみませんでした。マエヨル男爵は独創的な日記を記される方のようで、ほとんどのノートが三ページで終わっていました。紙も貴重なのにもったいないです……がひとつだけ。ギンという名前の男がマエヨル男爵に壺つぼを売ったそうでして、その時には既すでに封ふう印いんは解けていたということが判明しました。おそらく邪神の封印を解いたのもその男でしょう──封ふう魔まの壺の封印は普ふ通つうの人間に解けるようなものじゃないのですが」

　とセリーア様が言った。まぁ、世の中には何も考えずに封魔の壺の封印を解いてしまう盗とう賊ぞく娘むすめもいるわけだから、百年前に似たようなことがあったとしても不思議ではない。







　昼食後は予定通り職業斡あつ旋せん所じよに向かった。だが、斡旋所には臨時休業の看板が掲かかげられている。何かあったのかと中に入ると職員は走り回っていた。

「やけに慌あわただしいな……何かあったのか？」

「マワルくん！　それに聖女様も」

　俺たちを見つけてアロエさんが近づいてきた。

「大変なの。昨日行った鉱山に派遣した調査団が全員消息不明になって帰って来ないのよ。本当なら今いま頃ごろ帰ってきているはずなのに」

「…………!?　まさか──」

「何かあったのは確実──というより、マワルくんの情報が正しかったってこと。しかも調査団が全員帰ってきていないってことは想像以上に悪い状態でね」

　とアロエさんは事情を説明した。ちょうど今、騎き士し団だんを派遣するか第二調査団を派遣するかで揉もめているらしい。

　だが、どちらを選せん択たくするにしても時間がかかるという。

「廻まわるさん、私が行ってきます」

「え？」

「私の力があれば盗賊団の皆様相手にも通用するはずです。もしも調査団の皆さんが殺されておらず捕つかまっているだけだとすれば、おそらく怪け我がをしているはずです。急いで治ち療りようしないといけません」

「待ってください、聖女様。もしもあなたに何かあったら──」

「アロエさん。俺たちも一いつ緒しよに行きます。もしも何かやばい空気になったら逃にげますから」

「マワルくんまで──そんなの認められません。一体どうしたっていうの？」

「ちょっと、気になることがあるんです。もしも、どうしてもダメだと言うのなら、俺はこの仕事を辞やめます」

　盗賊の退治くらいなら、セリーア様ひとりでも確かになんとかなるかもしれない。だが、俺にはどうしても気になることがあった。

　このままセリーア様や後から結成されるであろう調査団に任せられない理由がある。それは可能性のひとつでしかないし、俺の予想はよく外れる。俺の予想が常に当たるのだとしたら、俺のスロットガチャは常にＳＳＲを引いているだろうからな。

　でも、どうしてだろう。この予想だけは外れる気がしなかった。

「お願いします、アロエさん」

　俺が再度念を押すように言うと、アロエさんは観念したように首を縦に振ふった。

「わかったわ。何かあったら責任は私が取るからマワルくん、行ってきなさい。ただし、ひとつだけ。これは上司としての命令よ」

　とアロエさんは俺の目を見て真しん剣けんなまなざしで言った。

「必ず無傷で帰ってきなさい。そうしたら始末書一枚で勘かん弁べんしてあげましょう」

「無事に帰ってきても始末書は書かされるんですね」

「当然よ。私をそれだけ心配させるんだから。もしも大怪我をしていたら、始末書の十枚や二十枚じゃ済まないわよ。所長には私のほうからうまいこと言っておくから、夜の仕事は気にしなくてもいいわよ。というより、隣となりの酒場はマワルくん、ほとんど夜の仕事してないでしょ。普ふ段だんから所長ひとりでやっていたんだし、問題ないわよ」

「……ありがとうございます」

　俺は頭を下げた。

「あと、本題はこっちなんですけど、うちのウサギが行方ゆくえ不明になったので、依い頼らい書しよを貼はらせてもらってもいいですか？　賞金は二万マネーで」

　とペット探しの相場の値段を言った。

「あの時のウサギ？　わかったわ、それはこっちで手配しておくわ。といっても今日はこんな状態だから依頼書は明日からの交付になるけど」

「ありがとうございます」




「あの、マワルさん……」

「……マスター」

　キュレリーとタルトが俺に何か言いたそうにしている。

　そうだよな、ふたりに断りなしに依頼を受けてしまった。でも──

「ふたりとも、エミナはもともと何をしていたか知っているか？」

「「盗とう賊ぞくですね？」」

　ふたりが声を揃そろえて言った。やっぱりバレバレか。

「エミナさんは隠かくしているようですけど、よく寝ね言ごとで世界一の盗賊になるとおっしゃっていましたし」

「……盗賊という言葉に過か敏びんに反応していました」

「うん、まぁあいつはあいつなりに隠しているつもりなんだが──ほら、湖で鉱山の扉とびらを調べてからあいつの様子がおかしかっただろ？　そして、その場所の調査をすることになったと聞いて、行方を[image: 晦]くらませた。最悪の予想だと──」

「エミナさんがその盗賊の仲間」

「……エミナが仲間に調査団が来ることを密告した……ということですね？」

　ふたりも俺と同じ予想をしていたようで、間かん髪はつ容いれずに答えた。

「あぁ。エミナは仲間を逃がそうとしたが、その情報を聞いた盗賊が罠わなを仕し掛かけて調査団を返り討うちにした──というのが俺の予想だ」

　ふたりはそれに対して反論しなかった。

　仲間と一緒になって調査団を罠に嵌はめたと言えば、どうもエミナらしくないが、盗賊の仲間を逃がすために動いたとなれば話は別だ。

「そういえば、セリーア様。あの鉱山は教会の所有物なんですよね。地図とか何かないんですか？」

「すみません、地図はありません。あそこには誰も入らせるつもりはなかったので──」

「もしかして、あの鉱山に何かあるんですか？」

　俺のスマホの位置情報システムによる地図機能や通話、メールの制限があったのもそのためなのだろうか？

「鉱山夫の方が掘ほり当ててしまったんです」

「掘り当てた？　鉱脈をですか？」

「いいえ、古代の遺い跡せきをです。その遺跡には闇やみの力を増ぞう幅ふくする力がありまして、悪あしき力を持った人間が使えばとんでもないことになります」

「悪しき力──盗賊の誰かってことですか？」

「それもありますが──世の中にはもっと厄やつ介かいな者もいますから」

　とセリーア様は言葉を濁にごすように言った。

「よくゲームなどでそういう話ありますけど、なんで壊こわさなかったんですか？」

　魔王を復活させるための腕うで輪わがあるとしたら、俺ならば真っ先に壊すな。壊せないのなら溶とかす。もしくは溶よう岩がんの中に放ほうり込む。

「下手にいじくると力が暴発し、邪神の封印が解ける恐おそれがあったんです。ふたつの遺跡はとても近い位置にあったので」

「……それは壊さなくて正解ですね」

「それに、古代人が作ったその遺跡。使い道としては邪法ですが、それを研究し、正しい使い方を編み出す人がいないとも限りません。人々の営みを悪しきものだと側面的な見方をして勝手に潰つぶせば、それは神ではなくただの破は壊かい者しやです」

　セリーア様もいろいろと人間のことを考えているようだ。ガチャのことしか考えていない俺とはえらい違ちがいだ。

「すみません、偉えらそうなことを言ってすみません。本当にごめんなさい。私なんて皆さんに教えられてばかりのダメな存在なのに」

「あぁ、いえ。セリーア様が神様でよかったなと思っただけです」

　と心からの賛辞を贈おくったのだが、セリーア様は恥はずかしそうにうつむく。

「つまり、スマホのゲームやソシャゲ、ガチャに対して側面的な見方しかせずに悪と決めつける人間は最低のクズってことでいいんですよね？」

「あ、いえ、私はそのようなことは──」

「スマホの普ふ及きゆうによって電車の中の光景が変わった！　昔は電車の中を見回せば本を読んでいる人が多くいたのに、今は全員スマホばかり見ている。お陰かげで本が売れなくなったとか言っている出版社の人間がいますけど、実際は電子書しよ籍せき等、本を読む媒ばい体たいが増えているわけでむしろ書籍を売るための媒体は広がっているはずなんですから、そんなに悔くやしかったらスマホのアプリゲームよりも面おも白しろい本を出せ！　ってセリーア様は言いたいわけですよね」

「あ、あの、そんなことは言っていません！　すみません、お願いですから、これ以上変な発言はしないでください。謝りますから！　出版業界の方を敵にしないでください！」

「いえいえ、俺、自信つきました。ありがとうございます」

「自信をつけないでくださいっ！　あと、今の話、アプリゲームも電子書籍もないこの世界でわざわざ言う必要があったのですか？」

「ないなら作ればいいんですよ。魔法もあれば治療薬もあるこの世界です。ちょっと研究すればきっと不老不死の薬だってできますよ。そうして、俺はこの世界の発明王トーマス・エジソンになって様々な発明品を作って、百年でスマートフォンを普及させてみせますよ。そして、知識の普及のためにはやっぱり本も必要ですから」

「スマートフォンをそんな理由で普及させないでください！　そこまで世界の理ことわりを変えないでください！　そもそもマワルさんにそのようなことができるのですか？」

　と言われて、俺は倉庫から乾かん電でん池ちを取り出した。

「ガチャで乾電池が手に入ったんですよ。乾電池って確か十九世紀後半の発明ですよね？　これの仕組みを調べて発表すれば歴史的な大発明になるんじゃないですか？　そういえば、前に俺の頭に落ちてきたステンレス製のタライ、どこかの学院の研究員が未知の合金だと言って調べているみたいですよ。いやぁ、科学技術が発達するのって簡単ですよね」

「邪じや神しんよりもマワルさんがこの世界を滅ほろぼすんじゃないかって思えてきました……科学技術の発展は喜ばしいことですが、心が伴ともなわない発展は危ないですよ。人間でも精神が子供のまま大人になることの危あやうさを理解してください」

「ははは、俺はこの世界を滅ぼしません。理想郷に変えるんです！　まずはそのために世界の統一でもしないといけません」

「それは独裁者の発送です！」

「力が必要だ。もっとガチャをして強くならないと。そのために、こんな事件はとっとと終わらせて、早く帰って町の清せい掃そうボランティアをしないと」

「……一周回って大だい丈じよう夫ぶな気がしてきました」

　セリーア様は少し疲つかれたようにそう言って笑ったのだった。




　一昨日おとといの夜に行き、昨日の朝に戻もどった道をこうして今日、再び歩くことになるとは思わなかった。片道十キロの道のりなので三回通れば三十キロになる。そりゃ筋肉痛にもなる。セリーア様の回復魔法がなければ俺は八キロ地点でリタイアしていた。

　湖面は相変わらず太陽の光を浴びて綺き麗れいに輝かがやいている。

「綺麗な湖ですね。多くの魚が棲すんでいるんでしょうか？」

「清い水には魚は棲まないって言いますけど、どうなんでしょうね？　ただ、水は冷たいから泳ぐことはできませんでしたよ」

　と、ちょうどいい茂しげみを見つけたので、俺たちはそこに隠れて様子を探さぐることにした。

　倉庫から双そう眼がん鏡きようを出して、様子を探る。

　鉱山付近には誰だれの気配もない。

「本当に誰かいるのでしょうか？」

　キュレリーがそうつぶやいた、その時だった。鉱山の扉が開き、男が現れた。

【シュレイド（19）：盗賊・ランクＢ】

　……盗賊だ。しかもかなり強い。ランクだけで言えばキュレリーと互ご角かく、タルトには及およばないが、タルトの場合、ランクが高くても射程範はん囲いが短いという点ではかなり損しているからな。キュレリーに至っては問題外だ。こいつの魔法は人間には目くらまし程度の意味しか持たない。

「盗賊のようです」

　俺は鑑かん定てい結果をセリーア様に伝えた。

「魔法で気絶させますか？」

「いいえ、そんなことをしたらほかの盗賊に勘かん付づかれます。あの鉱山に他ほかの出口がないとも限りませんし──」

　そう言ったら、扉の奥からもうひとり誰かが出てきた。

　それは俺たちが最も恐れていた、そして予想していたことであった。

　エミナが鉱山の中から現れたのだ。

「……エミナ」

「エミナさん」

　タルト、キュレリーが声をそろえて彼女の名を呟つぶやく。

「あのバカ、やっぱりこんなところにいやがったのか」

　エミナとシュレイドは何か言い争っているように思えた。そして、シュレイドは立ち去り、エミナがひとり湖岸を歩いている。

「あのバカを捕つかまえて情報を聞き出そう」

「……あの様子だと、湖一帯は盗賊に見張られています。どうするのです？」

「匂においだ。強きよう烈れつな匂いであいつをおびき寄せる」

　と俺は倉庫からたこ焼きを出した。

　これはエミナの大好物だったな。

　しかも倉庫から出したばかりのたこ焼きは、ソースのいい香かおりを漂ただよわせている。

　うちわはない。

「タルト、お前の風魔法で匂いをエミナのほうに届かせることはできないか？」

「……エミナの位置は遠いので私の領域テリトリーではありません」

「仕方ない──こうなったら数で勝負するか」

　と俺は倉庫から一カ月分のたこ焼きすべてを出して並べた。

　このたこ焼きは森の動物たちが今後美味おいしく食べてくれるだろう。

　流石さすがにたこ焼き一カ月分だけあって、その数はとてつもない。傍そばにいる俺たちの服にソースの匂においがこびりつきそうだ。

　さらにデッキブラシを構え、回転風を使って匂いを送った。

「……カツオの荒あら節ぶしの香りがまたいいですね。私、たこ焼きが大好きなんですよ」

「へぇ、意外ですね。たこ焼きなんて食べたら、『たこさんごめんなさい』とか謝っていそうなイメージでしたが」

「たこに限らず、すべての食べ物は命が宿っています。だから、食事をするときは感謝の心を忘れてはいけません。植物だって生きていますから」

「さすがは聖女様。立派なことをおっしゃいますね」

「すみません、ありがとうございます。それに、聖者がたこを食べるのはおかしなことではありませんよ。たこは海の悪魔と呼ばれている地域もありますから、悪魔は滅さないといけませんね」

　とセリーア様にしては珍めずらしい冗じよう談だんを言った。が、これを冗談と取らない人がいた。

「悪魔っ!?　そうだったのですか、悪魔が私の口の中で……はぁ、どうせなら生きているたこに出会いたかったですが、これはこれで。悪魔に対する死体蹴げりというのも新たな快感が……はぁ、はぁ」

　キュレリーが興奮気味にたこ焼きを食べる。匂いを出すために地面に置いたものを食べるなっ！

　上の方は直接地面に触ふれていないから大丈夫だとは思うが、聖職者が地面に落ちているものを食べるなよ。

「──あ、あの、キュレリーさん、どうなさったのですか？」

「あぁ、気にしないでください、これはただの病気です」

「……マスターのたこ焼きは美味しい」

「本当にマワルってたこ焼きだけは上手よね。でも、なんで地面に捨ててるの？」

「仕方ないだろ、一カ月分のたこ焼きを載のせる皿なんてないんだから──ってエミナっ！」

「しまった、匂いにつられてついつい普ふ通つうに食事をしていたわ」

　エミナはたこ焼きを口に入れると慌あわてて逃にげようとするが、

「……ここは私の領域テリトリー──雷撃掌スタンパンチ」

　と雷らい撃げきを帯びたタルトの拳こぶしがエミナの体を摑つかんだのだった。

　スタンガンで人が気絶をするというのは、アニメやドラマの中で作り出された虚構フイクシヨンなのだが、タルトの魔法でエミナはしっかりと気絶してくれた。




　セリーア様の回復魔法によって、エミナは一いつ瞬しゆんにして意識を取り戻した。

「…………な、なんのことだかさっぱりわからないわ。盗とう賊ぞくと私は無関係よ。あいつらはお父さんの部下でもなんでもないわ」

　エミナの第一声はそんなバカな弁明だった。こっちは何も聞いていないのに。

「それで、どうしてあの盗賊たちがお前の親父おやじさんの部下だってわかったんだ？」

「違うって言ってるでしょ！　ただ、鉱山の扉とびらの鍵かぎが開いていて、そのときに鍵穴に小さい傷があって、義兄にいさんの癖くせと似てるな……とか思ってない。昨日浴びた花粉、少し採取してそれを使って町を調査もしていない。それに、やっぱり気のせいだったのかな、なんて思ってないし。マワルがやっぱりここに盗賊がいるって教えてくれたから、もう一度花粉を使ってここに来てみんなに逃げてもらおうとしたなんてことは絶対にないんだから」

「……必死に否定して全部説明するバカを俺は生まれてはじめて見たわけだが、調査団の人間は全員無事なのか？」

「私は盗賊じゃないから知らないけど、全員無事よ。でも誰かが来た時に人ひと質じちにするために生かしているから、アジトを引き払はらうときにひとりを残して全員殺すって言っていたわ。今夜、闇やみ夜よに乗じてここを出るそうよ」

「……お前はそれに賛成したのか？」

「するわけないじゃないっ！　って、私は盗賊とは無関係だから賛成もなにもないけど。でも、人を殺あやめる盗賊なんて、そんなの盗賊じゃない」

　そこはエミナにとって譲ゆずれない境界線らしい。

「キュレリーはここでエミナを見張っていてくれ。俺とタルトとセリーア様とで盗賊のアジトを殲せん滅めつする。全員助けないとな」

「たしかに、盗賊相手なら私は役立たずですからね。ところで、マワルさん。それは、エミナさんのためですね」

「は？　なんでそうなるんだ？」

「もしも調査団の誰かが死んでしまえば、エミナさんが責任を感じてしまいますから」

「……違ちがうよ。俺は──」

　俺はただ、気持ちよくガチャを回したいだけだ。

　全員が無事に生き残って、町に戻って徳ポイントを沢たく山さん手に入れてから回すガチャって、最高だと思うしな。

　さて、まずは武器の調達だ。タルト、セリーア様と違い、俺にはまともな武器はない。だが──今は違う。目の前に最高の武器があるからな。

　俺は伝説のブラシを持ってほくそ笑んだ。







　門から男がふたり出てきた。俺たちは茂みから顔を出すと、笑え顔がおで手を振ふって「こんにちは」とあいさつをしながら近づいていく。

「おい、ここら一帯は教会の私有地だから立ち入り禁止だぜ」

「あぁ、そうなんですか、それは知りませんでした。教会の土地でも私有地って言うんですかね？」

「俺が知るか。とっとと帰りな──ん？　よく見ると綺麗な姉ちゃんじゃねぇか」

「おらはこっちのちっこい娘むすめっ子このほうが好みだけどな」

「お前、やっぱりそっちの趣味ロリコンだったのか。まぁ──そういうわけで兄ちゃん。死にたくなかったらこのふたりを置いてとっとと──」

　男ふたりがタルトとセリーア様に近づいた、その時。

　タルトが両りよう腕うでを伸のばし、二人の盗賊の腹に押し当てた。

「……雷撃掌スタンパンチ──ここはもう私の領域テリトリーです」

　タルトの雷撃掌スタンパンチ、エミナに使った時とはくらべものにならない電気を放出していたな。これは数時間は目を覚まさないぞ。

「くっ、てめぇ、俺の仲間に何をしやがる！」

　もうひとりいやがったかっ！

　俺はデッキブラシを構え──

「神の雷ゴツドサンダー！」

　攻こう撃げきする前にセリーア様の魔法により空から降り注いだ雷が男を吞のみ込んだ。

　黒くろ焦こげになって倒たおれる。し……死んでないよな？　あ、ぴくぴく動いている。生きているようだ。

　とりあえず三人は縄なわで縛しばり置く。

「じゃあ行きましょう」

　セリーア様を先頭に、俺たちは鉱山の中に入っていく。鍵は開いていた。

　入ってみると、使われていないはずの坑こう道どうに、ところどころ明かりが灯ともっている。今いま更さら確かく認にんするまでもないことだが、盗賊がアジトとして使っているのは間違いないようだ。

　調査団を全員束そく縛ばくする規模の盗賊団であることを考えると、さっきの三人で全員ということはないはず。

「セリーア様、さっきの神の雷ゴツドサンダーって建物の中でも使えるんですか？」

　あの雷は明らかに天からのものだ。鉱山の中でも使えるのだろうかと思った。

「いいえ、あれは屋外限定です。空のないところでは使えませんね。室内では威い力りよくは落ちますが、ライトニングという魔法を使えますから、それで戦います」

「ライトニング……ですか」

　それはあまり期待できないな。

　俺のライトニングは精々が静電気程度。いくらセリーア様でも少し痺しびれさせる程度だろう。

　幸い、ここは入り組んだ洞どう窟くつのような構造をしている。タルトも接近して攻撃しやすい。

　こういう時、エミナがいたら忍しのび足あしを使って前方の偵てい察さつをしてくれるんだが──

　って、何を考えているんだよ。あいつのせいでこんな厄やつ介かいな仕事をしているっていうのに。

「風爆弾ウインドボムっ！」

　とタルトが急に魔法を唱え、風の力で俺を突つき飛ばす。何しやがるっ！　と思う間もなく、俺のいた位置に盗賊が降ってきた。タルトが魔法を使わなかったら俺の脳天に盗賊が持っている剣けんが食い込んでいた。

「水銀弾だんっ！」

　俺はデッキブラシから遺い跡せきで手に入れた水銀を盗賊の腹に飛ばす。

　液体とはいえ水の十倍以上の重みのある弾たまの衝しよう撃げきに男の顔が歪ゆがむ。すかさず俺はそのままデッキブラシで殴なぐり倒した。

「……マスター、お見事です」

「タルトのお陰かげで助かったよ。にしても盗賊って本当に器用な職業だな」

　頭上には人間ひとりが隠かくれられる場所があり、侵しん入にゆう者しやがいたらそこから襲おそい掛かかれるようになっていた。しかも岩の陰になっていて、普通に歩いていたらまず気付かないだろう。

　これが調査団相手だと、背後に回って挟はさみ撃うちにすることも可能だ。背後から後方支し援えんの味方を全員倒されてしまったらパーティとしての力は半減してしまう。

「廻さん、いま回復魔法をかけますね。ヒール」

「ありがとうございます」

　ここからは頭上にも注意して歩かないといけないな。

「見たところ、盗賊は全員この剣を持っているようですね」

　セリーア様は盗賊が持っている剣を見てそう言うと、

「ライトニングっ！」

　と雷の魔法を前方に放った。俺の時とは違う青白い雷の線がまっすぐ前方に向かっていき、

「ぎゃぁぁぁぁっ！」

　と通路の脇わきに隠れていた盗賊に当たり、気絶させた。

「雷に金属への誘ゆう導どう機能をつけました」

「そんなことできるんですか……威力も俺と全然違うし」

「まぁ、これでも女め神がみですから」

「……女神？」

　一いつ緒しよにいたタルトが尋たずねた。

「あ、すみません、ごめんなさい、違いました。聖女です」

　そのあともセリーア様のライトニング無む双そうのおかげで淡たん々たんと盗賊殲せん滅めつが続いていく。そして、坑道の奥には鉄てつ格ごう子しの扉があり、その奥に五人、捕つかまっている人たちを見つけた。全員座り込んでいて、顔も緊きん張ちようしている。盗賊団が襲われているということは魔法の音や悲鳴でわかっていただろうが、敵の敵が味方とは限らないからだろう。

「皆みなさん、遅おそくなってすみません。斡あつ旋せん所じよからの依い頼らいで助けに来ました！　調査団の方は十名だという話ですが、あとの五名は無事ですかっ！」

　セリーア様が尋ねると、調査団の人たちは緊張が解ほぐれたように僅わずかに笑み、その中のリーダーと思おぼしき人間が立ち上がって言った。

「私たち以外は別の場所に連れていかれました。全員死んではいないと思います」

「そうですか──ではまずこのドアを開けます──鍵はどこでしょうか？」

　セリーア様が辺りを探していたその時だった。

「鍵ならここにあるぜ」

　と、俺たちが入ってきた方から声が聞こえた。

　そこにいたのは、先ほど鉱山を出て行ったシュレイドという男と、そして──

「キュレリーっ！」

　シュレイドにナイフを突きつけられたキュレリーだった。くそっ、人質というわけか。

「申し訳ありません、皆さま」

　キュレリーが辛つらそうに言う。

「おとなしく武器を捨てな！　魔ま法ほうの詠えい唱しようも禁止だ」

　言われてタルトとセリーア様は杖つえとメイスを、俺は伝説のブラシをその場に捨てた。

「おい、エミナ。こいつらお前の元仲間だったよな。ちょうどいい、その短剣で誰だれでもいい、ひとり殺せ。そうしたら残りの仲間は助けてやるよ」

「そんな──っ！　誰も傷つけないって──」

「言ったよ。お前が言うことを聞けば俺はお前の元仲間は誰も傷つけないってな。だから、お前が傷つけるんだよ。選べ！　その頼たよりなさそうな男か？　その赤い髪かみの姉ちゃんか？　それとも魔法使いのガキか？　なんなら俺が人質にとってるこの修道女シスターの姉ちゃんでもいいんだぜ？」

「そんなの……選べるわけないでしょ」

「俺は選べって命令したんだ。お前が言うことを聞かないっていうのなら、約束を破ったのはエミナが先になるわけで、つまり俺も約束を守る必要がなくなるわけだがそれでいいのか？」

　つまり、四人の中で一人を殺さなければ全員殺す──シュレイドはそう言っているのだろう。

「……エミナ。選ぶなら俺を選べ」

「マワル……」

「お前に迷めい惑わくをかけられるのは俺の専売特許みたいなものだろ？　なら、最後に目いっぱいの迷惑をかけてみろ。そして、盗とう賊ぞくはもうやめろ。お前に向いている仕事は最近ようやくまともに働けるようになってきたウェイトレスくらいだよ」

「……私は確かに盗賊には向いていないわね」

　とエミナは短剣を鞘さやから抜ぬいた。エミナの祖父がどこからか盗ぬすんできて、父親がエミナに残していったというナイフだ。

「お父さんが言っていた。盗賊は人を殺あやめてはいけない。人を殺めたらそいつはもう盗賊じゃない」

　彼女は短剣を構える。その目には涙なみだが浮うかんでいた。

「だからシュレイド義兄さん、あなたはもう私のしっている盗賊あなたじゃないっ！」

　その宣言とともに投げたエミナのナイフがシュレイドの手ての甲こうに突つき刺ささった。シュレイドがその痛みに苦く悶もんの表情を浮うかべて絶ぜつ叫きようすると、その隙すきを見てキュレリーが逃にげ出し、そしてエミナは持っていた別のナイフをシュレイドの首に突き付けた。

　シュレイドはそのナイフを見て、最初は恐きよう怖ふで顔をひきつらせたが、静かに笑う。

「エミナ、お前に俺は殺せない。だってそうだろ？　俺を殺せばお前も盗賊じゃなくなる。エミナ、今ならまだ間に合う。戻もどってこい。お前の仲間は俺たちだけだ」

「そうね、義兄さん。私にはあなたは殺せない。そこは義兄さんが正しいわ」

　エミナはそう言うと、ナイフを首から外す。

「よし、いい子だ、エミナ──そのまま」

　とシュレイドが何かを言いかけたとき、彼の目に映ったのは振ふり下ろされるエミナのナイフだっただろう。ナイフのグリップで頭を殴なぐられたシュレイドは、そのまま目を回して気を失った。

「でもね、私の仲間が義兄さんたちだけだっていうのはやっぱり間違いみたい。だって、私の仲間はここにいるんだから」

　と言って、エミナははにかむような笑みを俺たちに浮かべたのだった。

「それと、義兄さんを殺せないって言ったのは、お父さんの言葉だけじゃないのよ。貸してあげたお金、ちゃんと利息を付けて返すのよ」

　とエミナはシュレイドの腕うでを縄なわで縛しばりながらそう言ったのだった。




　全すべてが終わった時、調査団のリーダーだった男が俺に声をかけてきた。

「マワルさん、あなたはいい仲間をお持ちだ」

　と俺に握あく手しゆを求めた。セリーア様が、このパーティのリーダーは俺だと説明したらしい。今回の盗賊捕縛に関してだけ言えば、本当に俺は何もしていないんだけど。

「ありがとうございます。それで、エミナの処しよ罰ばつなんですができれば穏おん便びんに──」

「マワルさんの仲間のエミナさんがどうかしましたか？　私たちは盗賊の調査、及および捕縛に来ただけであり、あなたの仲間に対してはお礼を言うことはあっても処罰することなんてありませんよ」

　とさも当たり前のように言った。つまり、彼の中で──いや、調査団の中でそう決まったらしい。

「……ありがとうございます」

「あの、それでもしよかったら、あなたたちがここに来た時、捕まっていた私たちが自力で脱だつ走そうして、皆で協力して盗賊の頭かしらを倒たおした──ということにしてもらえませんかね？」

「はは。ええ、それで構いませんよ」

「いやぁ、それは助かります。盗賊にやられっぱなしという話が広がると今後の仕事に差し支つかえるので。助かりますよ」

　ちゃっかりしてるなぁ、と俺は思った。

　いや、もしかしたらこのリーダーさんは交こう換かん条件を出すことで、エミナの秘密は絶対に漏もらしませんよと言ってくれているのかもしれない。

　困ったときはお互たがい様さまか。

「リーダー！　人数の確認が終わりました！」

　と二十歳はたちくらいの冒ぼう険けん者しや風の男が走ってきた。

「他ほかの檻おりに囚とらわれている皆も全員無事のようです──がひとり足りません」

　全員無事なのにひとり足りない？

　どういうことだ？

「あの女の子だけがどこにも見つからないのです」

「あの子が──」

　リーダーが険しい顔をして呻うめいた。

「リーダーさん、女の子というのは？」

「あぁ、ウサギを抱だいたこのくらいの小さな女の子がいつの間にか一緒に坑こう道どうの中に入ってきてね。家に帰そうと思ったところで盗賊に捕まったんだが……」

「ウサギを抱いた女の子？　あの、もしかしてその子って、やたらと古風なしゃべり方の女の子じゃなかったですか？　縦ロールの金きん髪ぱつで──」

「そうそう、その子だよ。知っているのかい？」

「ここに盗賊がいるって教えてくれた女の子なんです……」

　間ま違ちがいない、サタナシアだ。でも、なんであの子がこんなところにいるんだ？

「エミナ……何か知っているか？」

　盗賊の仲間として行動していたエミナなら何か知っているだろうと思ったが、残念なことにエミナはその首を横に振ふった。

「わからないわ……でも、外には出ていないはずよ。私はずっと扉とびら付近にいたし、出口は一カ所しかないから」

「なら、奥……か」

　鉱山の奥を見る。セリーア様が言うには、この奥には遺い跡せきがあり、闇やみの力を強めることができるんだよな。

「心配ですね。小さな女の子が坑道の奥で──ひとりで泣いていないといいのですが」

「怪我をしていないか心配です」

　セリーア様とキュレリーは単純に行方ゆくえ不明の女の子のことを心配しているが、俺はそんな風に考えられない。

　サタナシアは一体何を考えているんだ？

　ピンクファは俺の家の中にいた。ピンクファがひとりで脱走したのでなければ、サタナシアが忍しのび込んで誘ゆう拐かいしたということになる。

　昨日、別れたときに聞こえた「贄にえ」という言葉。それがピンクファなのではないだろうか？　でも、なんでピンクファなんだ？　サタナシアは一体何者なんだ？　様々な疑念が俺の中に浮かんでは消えることなく溜たまっていく。

　まぁいい。こっちには調査団の皆様がいるんだ。これだけいたら何があっても大だい丈じよう夫ぶだろう。数の暴力で対処してやる。

「調査団の皆さん、悪いがこれから──っていねぇっ！」

　あれ？　さっきまでいたはずの調査団の皆様がどこにもいらっしゃらない。

　これは一体どういうわけだ？

「調査団のみんなならもう町に帰ってもらったわよ。長時間にはならなかったとはいえ、監かん禁きんされていて精神的にも疲つかれていると思うし。それに、女の子ひとりくらい私たちで十分でしょ？」

「エミナっ！　お前はどうして余計なことをするんだよっ！」

　今から追いかけたら間に合うだろうか？

　そう思っていたら、

「廻さん、早く行きましょう」

「えぇ、女の子が心配です」

「……ピンクファもいるなら助けないといけません」

　とセリーア様、キュレリー、タルトが再び鉱山の内部へと入っていくところだった。

　え？　なにこれ？　俺の考えすぎなの？　もしかして俺がバカなの？

　もう何が正しくて何が間違っているのかわからなくなってきた。

　でも、セリーア様がいるのなら、なんとでもなるような気がする。

　さっきシュレイドと戦ったところを通り過ぎると小さな鉄の扉を見つけた。鍵かぎは既に開いている。

　たぶんシュレイドが開けたのだろうとエミナは言った。

「シュレイド義兄さんは私の鍵開けの師し匠しようなの。と言っても才能がないから解かい錠じようスキルはあっても開かい錠じようスキルはなかったんだけどね」

　とエミナは思い出すように言った。

　扉を開けると、青レンガの壁かべと石の下り螺ら旋せん階段の道が続いていた。松明たいまつも灯ともっていて光源に困ることはなさそうだ。

「セリーア様、この先は──って、セリーア様、どうしたんですか？」

　奥の扉を開けたところで急にセリーア様が倒れた。

「すみません、この先はどうやら私の力を封ふうじる力が張られているようで──闇の力を強めるだけではなく、光の力を弱めるようです」

「そうなの？　じゃあ聖女様は休んでいていいわよ」

　と今度はエミナが予想外の提案をしやがった。こいつ、さては自分のせいで女の子がこんなところに迷い込んだとか、柄がらにもなく反省してやがるな。

「セリーア様、ここは無理してでも──」

「申し訳ありません……エミナさんのお言葉に甘えて、鉱山の前で待機させていただきますね。廻さん、何かあったら連れん絡らくください──まぁ、遺跡に関しても稼か働どうさせようと思えば強大な闇の力が必要になりますから、心配ないと思います」

　と言って、セリーア様はゆっくりと歩き去った。

　そ……そんな。待ってくれ、ここで最強助すけっ人との離り脱だつなんて──ボス戦を前にそれはないだろ。こんなことなら、経験値稼かせぎを一いつ緒しよにしておくんだった。セーブポイントは一体どこにあるんだよ。ロードしたいよ。まぁ、セーブ＆ロードの機能があったらガチャを回す前にセーブして、結果が気に食わなかったらロードを繰くり返すんだけどな。残念なことにスマホのゲームはほぼ全て自動セーブだからそれも叶かなわない。一部のゲームではバックアップ機能を使うことによる引き直しは可能なのだが、データの復旧には時間がかかる上、何か問題が起きても運対（運営による対応）してくれないからやめたほうがいい。

　っていかんいかん、あまりの出来事に頭が逃とう避ひモードに入っていた。

　それはともかく、これから何が起こるかわからない以上、ガチャを引いておくか。幸い、盗賊退治＆調査員救出により徳ポイントが貯まっているはずだ。

　と歩きつつスマホを操作しながら螺旋階段を下りていくと、突つき出ていた岩に頭をぶつけた。

「うぅ……いて……ヒール」

　頭をさすって、回復魔ま法ほうをかけた。

　歩きスマホが原因で死んだのに、また歩きスマホで怪我をしてしまった。俺って本当に反省しないなぁ──と思いながら、徳ポイントを確かく認にんする。

【８２６ポイント】

　ぐっ、思ったよりポイントが少ないな。調査団の多くを助けたのだから、数千ポイントはあると思ったのだが。まぁ、俺はほとんど何もしていないんだけれども。

　やはり、盗賊を殺したほうがよかったのだろうか？　でもさすがにガチャのために人殺しというのはな。いくらガチャに人生を捧ささげているとはいえ、他人の人生まで捧げようとは思わない。

　本来ならあと１７４ポイント貯めて十一連ガチャを引くところだが、さっきから嫌いやな予感しかしないからな。

　素す直なおに八回ガチャを引くことにしよう。

　万が一（Ｂ）の獣じゆう化かが来たら逃にげよう。子犬の状態なら記き憶おくがないと言い訳もできるから逃げても不自然ではない。というか、犬の状態でピンチに遭そう遇ぐうしたくない。

【６７０（Ｎ＋）：スキル「タイマー」】

【タイマー：体内で正確な時間をカウントできる】

　いらねぇぇっ！　スマホ持っているからそっちで代用できるわっ！

【７５１（Ｎ＋）：黒毛和牛一キロ】

　これ、前も当てたな。

【０１１（Ｎ）：おっさんの銅像（大）】

　いらねぇぇぇっ！　おっさんって誰だれだよっ！

　まぁ、０１１ってぎりぎりＢじゃないくらいの位置だからな、ハズレの意味が強いんだろう。これは無事に戻もどったら鍛か冶じ工こう房ぼうにでも売ってしまおう。きっと熔とかして再利用してくれるに違いない。

　次だ、次──ん？

　おぉ、今度のスロットマシンは赤い。これはレア以上確定──がっ！

　鈍にぶい衝しよう撃げきが再び頭頂部に強打した。

「……マワル、また頭ぶつけたの？」

　エミナが呆あきれた口調で言った。これに関しては弁解のしようもない。

「わ、悪い。治ち療りようするから先に行っていてくれ」

　興奮すると視界が一気に狭せばまるな。

　エミナたちを先に行かせると、俺はすでに表示されている結果を見た。

【９４０（Ｒ）：魔法「メガファイヤ」】

　これだっ！　俺が求めていたのはこういうものだったんだっ！

　これでもう俺の魔法が使えないだなんてバカにされることはない……と思う。

　名前からしても強そうだ。

　そのあともガチャは回したのだが、結局得られたのは既すでに持っていた単三乾かん電でん池ちや味み噌そ、あといくらあっても困ることはないトイレットペーパーだった。








第五回転「ガチャ廃はい人じんと邪じや神しん討とう伐ばつ」









　螺旋階段を最後まで下りると、開けた空間に出た。ぎりぎり四人が横に並んで歩けるほど、つまりはそこそこ広い一本道の通路が続いている。その通路の左右には何もない。通路の端はしから下を見ると水が張ってあった。

「……これはすごいな。地底湖ってやつか」

　地底湖の底には綺き麗れいに輝かがやく石がひしめいている。この地下空間の壁はどういう理り屈くつなのかうっすらと輝いていて、その光が石に反射しているようだ。

「マワル、あれって水すい晶しようじゃない？　ツルハシも置いてあるし、もしかして、みんな盗賊じゃなくて盗とう掘くつでもしていたのかしら」

　とエミナは言った。

「エミナはみんなが何をしていたのか聞いていなかったのか？　まぁ、その可能性は高いだろ。町に出入りしているのも盗賊目的じゃなくて売ばい却きやく目的だったとか。これは帰ってアロエさんに報告しないといけないな」

　そう思っていた時。タルトが何かを見つけた。

「……マスター、あそこを見てください」

　タルトが指さす方向に小さな小動物がいた。

　桃もも色いろの毛並みは明らかに見覚えがある。

「ピンクファっ！」

　エミナが気付いて声をあげた。俺も慌あわててピンクファに駆かけ寄ろうとするが、見えない壁にさえぎられた。ここにきて結界か。これは──

「結界が張られている──エミナっ！」

「わかってるわっ！　結界解除っ！」

　とエミナがいきなり結界を破は壊かいした。

「違うよっ！　むやみに結界を壊こわすんじゃないぞって言おうとしたんだよ！」

　ここはもう敵の領域内なんだぞ。結界を壊したら結界を張った人間に気付かれてしまうだろうが。

「………………っ！　よし、誰も来ないな」

　周囲を見回したが、誰も来る様子はない。ひとまず安心した。

　その間にタルトがピンクファの様子を見ていた。俺もぱっと見たところ、目立った外傷はどこにも見つからないようだが。

「……マスター、ピンクファの魔力が枯こ渇かつしているようです。このままだと危険です」

「ウサギに魔力があったのか……よし」

　と俺は倉庫からマナポーションを取り出し、それを少しずつピンクファの口の中に入れる。

　マナポーションを半分くらい飲んだところでピンクファは目を覚まし、さらに残り全部飲み干してしまった。明らかに飲みすぎだが、

「これでもう大だい丈じよう夫ぶだろう……」

　満足げに耳を動かし飛び跳はねるピンクファを見て、俺は一安心した。

「さて、この先にサタナシアはいるのか」

　ここまでくれば俺も腹をくくろう。

　できれば話し合いで済ませたいところだが。

　地底湖にある通路の先の壁に扉とびらがあった。その扉を開けるとまた通路があり、さらに奥へと進む。

　通路を抜ぬけた先にあったのは、もう一つの地底湖と、その上に浮うかぶ浮うき島しまだった。

　浮島は通路の先から五メートルほど下にあるので、まずはエミナがロープを投げて浮島にある石に結び付け、全員滑すべるように移動した。

　通路の端から浮島に乗り移ると、小さく島が揺ゆれる。案外安定感悪いな、ここ。

「ん、誰かと思えば主か。これまた想像だにせぬところで会うのぉ。また道にでも迷ったのか？」

　と浮島にある小さな石の上に座っていたサタナシアが笑いながら言った。

「ずいぶん偉えらそうに座っているな。いや、偉そうなのはいつものことか、サタナシア」

　と俺は即そく座ざにサタナシアの鑑かん定ていを試みる。アロエさんの（年ねん齢れいの）ことで反省した俺はこれまで知り合いに鑑定を使ってこなかったが、今回に限って言えばそれが裏目に出た。

　これを見ていればもっと早く気付いていたのに。

【サタナシア（？）：邪神（封ふう）・ランクＳ】

　セリーア様ほどではないが、超ちよう高ランク。そして年ねん齢れい不ふ詳しよう。職業はまさかのそのまま邪神──ただし何らかの封印が施ほどこされているみたいだが。

「ここは教会の私有地で立ち入り禁止らしいぞ。ところで教会の土地は私有地ってことでいいのか？」

「うむ、それはなかなかいい質問じゃの」

　これはいい質問なのか？

「教会は国とは違ちがう機関であるから、国有地ではない。だが、教会という機関は公おおやけのものであるから私有地でもない。公用地と言ったほうがよいかもしれぬが、妾わらわはあえてこう言おう」

　サタナシアがそう言うと、彼女の金色の髪かみが黒く染まり、顔に紫むらさき色いろの文様が浮かび上がった。

「神の領域──とな」

「……領域……テリトリー」

　タルト、こんな時に耳ざとく領域テリトリーという言葉に反応するな。緊きん張ちよう感かんがなくなる。領域テリトリーという言葉は別にお前が商標登録しているわけでもないだろ。

「神域ってわけか。じゃあ、お前はこれから神になるのか？」

「妾は生まれたときから神じゃよ──ただし、邪神じゃがな」

　どうやら、サタナシアはもう自分が邪神であることを隠かくすことはしないようだ。

「その力も大きく封印されていて、ただの子供として百年も過ごした。ようやくこの遺い跡せきの場所を知ったときは笑ったわ。まさか妾の肉体が封印されていた遺跡の目と鼻の先とはな。しかも遺跡の場所を知った時、盗賊がアジトにしていて近づくこともできんかった──まぁ、それもすべて主のお陰かげで解決したからの──感謝しよう。遺跡を稼か働どうするためのちょうどいい贄にえまで用意してもらっての」

　サタナシアの言葉を聞き、パーティに一気に緊張感が増した。

　彼女の力が普ふ通つうでないことはキュレリーやタルトはもちろん、エミナでもわかったのだろう。それこそ、邪神だなんて伝説の中でしか登場しない者を名乗っても信用するしかないくらいに。

　というか、セリーア様。遺跡を稼働させるのには強大な闇やみの力が必要じゃなかったんですか？　なんかウサギ一匹ぴきの魔力で動いているそうなんですけどっ！

「どうじゃ？　マワル。妾は主のことを気に入っておる。世話にもなった。妾の下げ僕ぼくになるというのなら、悪いようにはせん。最高の贅ぜいを授さずけよう」

　最高の贅か。俺にとっての最高の贅は毎日ガチャを好きなだけ回すことだが、邪神の力があったら本当にそれも可能かもしれない。

「断ると言ったら？」

「ここから去ると言うのなら何もせん。言うたであろう、妾は主のことを気に入っておると。手に入らないからといって気に入っているものを壊そうなどとは思わぬ。邪神と破壊神は異なるのじゃから」

「なら、こっちから提案する！　毎日たこ焼き食わせてやるから、一いつ緒しよに帰らないか？　お前が悪いことをしたって言うのなら、一緒に女め神がみ様に謝ってやるよ。土下座の仕方に関しては俺はプロを名乗ってもいい実力があるからな」

「妾の下僕にならぬのか？　妾の下僕になれば、世界を自分の思うがままに回すことができるぞ」

「ならない。世界を自分中心に回そうだなんて、たとえ神でもおこがましいよ。俺はガチャさえ回せればそれでいい」

「そうか、妾がそなたのことを気に入った理由がようやくわかった。普ふ段だんはぐちぐちと仲間の愚ぐ痴ちばかり言っておるが──やれ盗とう賊ぞくがバカだとか、やれ僧そう侶りよが変態だとか、やれ魔ま術じゆつ師しが使えないだとか」

　あまり言わないでくれ。仲間の視線が痛い。

「じゃが、その中に強い芯しんがあり、いざとなったら決めるところは決める。まるで絵物語の主人公のようじゃ。その……がちゃ？　というのは何のことだか妾にはわからぬが」

「そんな大したものじゃないよ。俺は自分の器うつわを知っている。俺はただのガチャ廃人だっ！　ということで、キュレリー」

「ええっ、大天使の白光線アークエンジエルライトレーザー！」

　と俺の後ろでずっと詠えい唱しようを続けていたキュレリーがその魔ま法ほうを解き放つ。

　悪魔や不死生物アンデツドにとって凶きよう悪あく無比の破邪魔法がサタナシアを襲おそった。

　だが、その魔法も邪神に届く直前に見えない壁かべに阻はばまれた。

「キュレリー、お前の魔法って本当に結界と相あい性しよう悪いよな。これで三度目だろ！」

　歯ぎしりをしながらも俺は愚痴をこぼすように言った。

「わかっています──が、やはり邪神とはいえ見た目は子供なのでどうもやる気が起きません」

　キュレリーがやる気が起きないのか。

　邪神と悪魔はやはり別物なのだろうか？

「そもそも邪神が悪魔なのかって疑問もあるんだけどな……おい、サタナシア。今の魔法を食らったらどうなっていた？」

　俺は素そ朴ぼくな質問を、誰だれあろうサタナシア本人に尋たずねた。

「マワル、そんなことを聞いて答えてくれるわけないでしょっ！」

「うむ、しっかりダメージは負ったぞ。妾の中の力が増ぞう幅ふくされているとはいえ、まだまだ本調子には程ほど遠とおいからの──ということで、時じ間かん稼かせぎをさせてもらおう」

　とサタナシアは詠唱を始め、




「召喚サモン──暗黒竜ダークネスドラゴン」




　と唱えた。すると、浮島に全長五メートルはあろうかという巨きよ大だいな黒い竜が現れた。

　その重量のせいで浮島が大きく傾かたむく。

【暗黒竜ダークネスドラゴン：ランクＢ＋・悪魔の力を持つ闇やみ竜りゆう。口から吐はき出す闇の炎ほのおは強力】

　悪魔の力を持つ竜か。それならばキュレリーの魔法も有効だろうが、しかし純じゆん粋すいな悪魔や不死生物アンデツドではないから一いち撃げき必殺を決めるとなると、やはりキュレリーの大天使の白光線アークエンジエルライトレーザーレベルの魔法が必要になる。

　空を飛ばれたらタルトの魔法も届かないだろう。

「死にたくなかったら早く逃にげることじゃ」

　サタナシアはそう言うと、浮島の反対側の端はしの方へと歩いて行った。

　つまり、この竜は大ボス戦前の中ボスってことらしいが、もう中ボスの時点で俺にとっては難敵なんだが。ゲームバランス間違えているだろ、絶対。

　これはソシャゲじゃないんだから、死んでも課金アイテムを使って復活！　とかそんなごり押し攻こう略りやくはできないんだぞ。

「くそっ、こうなったら最初から全力だ。メガファイヤっ！」

　と俺は覚えたばかりのパワーアップ魔法を放った──が、何も起きない。

「……マスター、今の魔法を使うにはどうやらマスターの魔力が不足しているようです」

　噓うそだろっ！　ここでリアル、『しかしＭＰがたりない』が来たかっ！　俺ＭＰほぼ全快なのに!?　俺はベ〇ーサタンかよっ！

「マワルさん、ここは私とタルトさんが引き受けます。マワルさんとエミナさんは邪じや神しんを追ってください」

「バカ言えっ！　そんなことできるかっ！」

　どちらかといえば俺たちが竜を相手にするべきだろっ！　なんで能力ステータス１、２のお前たちが配下の竜と戦うことに──

「風の障壁ウインドカーテン！」

　闇の炎が俺たちを襲ったが、タルトの風の障壁ウインドカーテンがなんとかそれを防ぐ──って障しよう壁へきの範はん囲いが狭せまいからちょっと髪の毛の一部が燃えているんだがっ！

「ライトアロー」

　タルトの魔法が切れる前にキュレリーが短時間詠唱で使える光の矢を、暗黒竜ダークネスドラゴンの目をめがけて放った。が、魔法を放つと同時に暗黒竜ダークネスドラゴンは空を飛んでそれを躱かわした。その衝しよう撃げきでまたも浮うき島しまが揺れた。

　ここにいたら殺される。

「逃げるいくぞ！　エミナ」

「わかったわっ！」

　俺とエミナはこの大決戦の舞ぶ台たいから逃げるようにサタナシアを追いかけた。

　浮島の奥に祭さい壇だんのようなものがあり、そこにサタナシアがいた。

「追いついたぞ、サタナシア！　これ以上無む駄だな抵てい抗こうはやめて出てきなさい！　お母さんは泣いてるぞ！」

　刑けい事じドラマのワンシーンのように、俺はサタナシアの説得を試みた。

「マワル、そんなところに隠れながら言っても説得力ないわよ！」

　岩の陰からサタナシアの説得を試みる俺に、エミナが怒ど鳴なりつける。

　そして、そんな俺たちを見て、サタナシアは心底呆あきれた様子だ。

「まったく、せっかく妾が逃がしてやると言うておるのに。まぁよい。これより先は誰も通さぬ」

　とサタナシアは結界を張って背を向けた。

「それはどうかしら」

　エミナがそう言うと、まるで自分の出番を待ちわびていたかのように喜び勇んでその結界に向かってナイフを投げた。

「わ、妾の結界を──このナイフ──」

　とサタナシアは自分の結界を打ち破り腕うでに突つき刺ささったナイフを抜ぬくと、エミナを睨にらみつけた。

「どう？　私の前では悪魔の結界だろうと邪神の結界だろうと、紙の壁と同じことよっ！　あ、そのナイフは返してよね。大切なものなんだから」

　とエミナが言ったにもかかわらず、サタナシアはナイフをその場に投げ捨て、

「許さぬぞ。死んで償つぐなえ、小こ娘むすめっ！」

　と巨大な火の玉を生み出す。その大きさは悪魔ラヴァーナが使った闇極球ダークキルボールよりもさらにでかい。

　だが、それでも所しよ詮せんは炎だ。

　サタナシアが放った巨大な炎に対たい抗こうするため、俺はあれを使った。

「水鉄砲ウオーターガン！」

　直後、デッキブラシから大量の水が出て、まるで濁だく流りゆうとなり、炎の玉ごとサタナシアを吞のみ込んだ。

　ここに来る前に湖の水を大量に吸収しておいた。盗賊相手にいざというときに使おうとしていたのだが、まさか邪神相手に使うことになるとは思いもしなかったがな。

　ちなみに、水鉄砲ウオーターガンはなんとなく必殺技わざっぽい名前で言ってみたが、子供用の玩がん具ぐみたいだと今いま更さら気付く。

　さらに、こういう時のテンプレ話を思い出した。

「……なぁ、こういう必殺技とか切り札は最後に使うんだよ。何故なぜだかわかるか？」

「どうして？」

「だいたい、戦いの序じよ盤ばんに出した必殺技っていうのは──」

　俺は水で洗い流された場所を見る。




「敵にまったく通用していないからだ」




　まるで足に吸きゆう盤ばんでもついているかのようにサタナシアは、あれだけの水圧にもかかわらず一歩も動かずにそこにいた。ただし水をまともに浴びたので自じ慢まんの（？）縦ロール髪がみは見事なストレートヘアになっていたが、それがお気に召めしたとはどうも思えない。というより不ふ機き嫌げん度千二百パーセントオーバーだ。

「もうよい──死ね」

　先ほどと同じ火の玉が無数に現れた。

「あ、これ死んだわ」

　水はまだ十分にあるが、あれだけの数の火の玉を打ち消すにはデッキブラシがもう二、三本必要になる。とてもではないが、全てをカバーできない。

「そんなところで死なれたら困るわ」

　その女の声は突とつ如じよ降ってきた。

「坊ぼうやたちを殺すのは私なんだから」

「お前は──」

　俺は夢でも見ているんじゃないかと思った。なぜなら、そいつは既すでに死んだはずなのだから。

「なんでお前がっ！　ラヴァーナっ！」

　ピンク色の髪にボンデージ服の悪魔、ラヴァーナがそこにいた。

「久しぶりね、坊やたち」

　ラヴァーナは俺たちを見ると、その八や重え歯ばを見せてほほ笑えんだ。

「なんでお前がここに」

　ここにきて新たな敵とか勘かん弁べんだぞ。ラスボスが仲間を呼んで大ボスを出現させるとかそんなのは勘弁してもらいたい。

「言ったでしょ。坊やたちを殺すのは私。だから、今日は助けてあげに来たのよ」

　助けに来てくれた？　いや、それより──

「……そのセリフ、言っていて少し恥はずかしくないか？」

　なんてテンプレなセリフだ。最初に敵だった奴やつが強力助すけっ人ととして登場するときの常じよう套とう句くでもあるが、リアルで言う人間──この場合は悪魔だが──を俺は初めて見た。

「うるさいわね。ここで殺してもいいのよ」

「すみません、ご助力感謝します」

　でも、なんでラヴァーナは俺を助けてくれたのだろうか？　こいつの好感度を上げるイベントなんて一度もなかったはずなのに。そもそも生きていたことすら知らなかったのだから。

「どういうつもりじゃ？　悪魔は妾わらわの──邪神の使徒、手先であろう。何故、妾の邪じや魔まをするのじゃ？」

「どういうつもりですって？　私のことを使い捨てにしようとして、今更、邪神も使徒もないでしょ──」

「そういうことか……せっかく命だけは使わずにおいてやったのにその恩義すら汲くむこともできぬとは──愚おろかじゃな」

　とサタナシアは再び結界を張り、空へと舞まい上がった。上空二十メートルの高みへと。

「恩義には報むくいるつもりよ──ただし、あなた相手ではないけどね」

　よくわからないが、どうやら二人の間に浅からぬ因いん縁ねんがあるようだ。

「マワル、もしかしてラヴァーナの言っている恩義って、私が封ふう魔まの壺つぼから解放してあげたことに対する恩なんじゃない？」

　エミナがさも自分の手て柄がらのように俺を見てきた。まぁ、それしか考えられないか。

「勝てるのか？　相手は邪神だぞ」

「まず無理ね。あの結界は私には破れない。どうにかしてあの結界を破って頂ちよう戴だい──そうしたら勝機があるわ。坊やのこずるい手に期待しているわよ」

「もし何も思いつかなかったら」

「地じ獄ごくっていうのも案外悪くないそうね？」

　ラヴァーナもまたそう言って背中の漆しつ黒こくの翼つばさをはためかせて舞い上がった。

　その直後だった。力と力のぶつかり合いが轟ごう音おんと衝しよう撃げきとなってダンジョン中を駆かけ巡めぐった。ラヴァーナが放った闇やみの球と、サタナシアが放った炎ほのおの球がぶつかったのだ。

　ふたつの球のぶつかり合いが続いたかと思うと、その力は巨きよ大だいな爆ばく発はつとともに二人を襲おそった。

　だが、二人とも自分たちが作った障壁のおかげで無傷のままだった。

　なんて恐おそろしい戦い、とてもではないが俺の出る幕はなさそうだ。

　この戦いに介かい入にゆうできるとしたら、二人の障壁をまるで卵の薄うす皮かわのように楽々と破ることができるエミナくらいなものだろう。

「……まずいはね、ラヴァーナの結界のほうがもう壊こわれかけている。逆に邪神の結界は無事どころか無傷。──この勝負、思っていた以上に一方的だわ」

「エミナ、お前のナイフでなんとかならないのか？」

「無理よ──あんな高い場所にナイフは届かないわ」

　それもそうか。さすがに二十メートルといえば、オフィスビル五階相当もある。そんなところまで物を投げられない。

　伝説のブラシによる水銀の攻撃ならば拳けん銃じゆうのような速度なのであそこまで届く可能性はあるが、俺の腕だとあんな戦せん闘とうを繰くり広げる二人のうちサタナシアだけを狙ねらうことなんてできないし、この伝説のブラシは俺にしか使えないらしい。

　と、地面が大きく揺ゆれた。

　かなり揺れるな。反対側で暗黒竜ダークネスドラゴンが戦っているからか。浮島だからな、大きく傾かたむいている気がする──浮島？

　そうだっ！

「エミナ、高くなればナイフが届くんだな」

「え？　……ええ、あと十メートルくらいあれば」

「よしっ！」

　俺は伝説のブラシから、いざというとき盗とう賊ぞくを押し流すために地上の湖で吸っておいた水を流しだした。徐じよ々じよにだが水かさが増し、上へ、上へと進んでいく。

「エミナ、まだ駄だ目めかっ！」

　頭上を見上げたら、ラヴァーナの息が上がっている。

「あと五メートル高くできないの!?」

　エミナが叫さけんだ。だが──くそっ、これ以上高くならない。通路から水が流れ出しているようだ。そして──

「水が切れた──」

　伝説のブラシから水が出なくなった。さらに暗黒竜ダークネスドラゴンの攻撃により揺れがひどくなっている。

「凄すごい揺れね──浮島がひっくり返らないか心配だわ」

「いや、そう簡単にひっくり返りは──そうだっ！」

　俺は倉庫から十トン荷車と鋼鉄ワイヤーを取り出した。そして、鋼鉄ワイヤーの片方のフックを岩に、片方を荷車にくくりつけ、荷車を浮島の端はしに置いた。

「マワル、一体何をしてるのっ！　というかそんなのどこから出したのっ！」

「いいから見ていろっ！」

　俺は十トン荷車の中に、おっさんの彫ちよう像ぞう（大）を置く。

　その姿はひげを蓄たくわえた中年おやじ。威い厳げんもほとんどない。だが、その大きさは、法ほう隆りゆう寺じの仁に王おう像をもしのぐ。その重さはどれほどのものかはわからないが、十トン荷車がきしんでいる。積せき載さい量オーバーしているのは間ま違ちがいない。

「ちょ、傾いているわよっ！　これじゃ逆に低くなってるじゃないっ！」

　エミナの声を無視して、鋼鉄ワイヤーの中心に爆ばく破は札を張り付けた。これを破れば爆発が起こる。俺はスマホのアラームを設定し、鞄かばんの中に入れて岩に括くくり付けた。

「エミナ、変な音が聞こえたらナイフを投げてあの爆破札を破れ。そうしたら、チャンスが来る。そこで跳んでナイフを投げろっ！　俺はエミナたちのところへ行く」

「マワル！　私を置いて逃にげるつもりじゃないでしょうね！」

「俺は鉱山の中でお前を信じただろ！　お前も俺を信じろっ！」

　俺はそう言い残し、タルトたちのところに向かった。




　　　　※※※




（どうやら坊や、何かいい方法を思いついたみたいね）

　ラヴァーナは視線を一度下に送った。マワルが走っていくのが見えた。

　本当なら自分の方が余よ裕ゆうはないはずなのに、怒いかりで邪神は周囲が見えていない。

（私が死んだら承知しないわよ）

　彼女は最後の力を振ふり絞しぼり、邪神に再度戦いを挑いどんだ。




　　　　※※※




「魔法が当たらない──」

　キュレリーが奥歯を嚙かみ締しめて言った。

　空を舞う暗黒竜ダークネスドラゴンの速度が予想以上で、キュレリーが放つ魔法のほとんどが当たらない。

「……空を飛ばれたら魔法が届かない」

　タルトが言った。空を制するものは、遠えん距きよ離り攻撃をできないタルトにとって厄やつ介かいなことこの上なかった。それでも彼女はよくやっている。風魔法を駆く使しし、暗黒竜ダークネスドラゴンが放つ闇の炎ほのおを受け止めるのではなく受け流すことにより力を温存しつつ攻撃を防いでいる。

　だが、このままだとジリ貧ひんだということは既にキュレリーとタルトはわかっていた。

　どういうわけか邪神と死んだはずのラヴァーナが戦っているのもふたりには不可解でしかない。

　果たしてマワルとエミナは無事なのか？

「キュレリー、魔法の詠えい唱しようをっ！」

　マワルの声が聞こえた。

　キュレリーは喜びの声を上げるよりも先に、あの魔法の詠唱を始めた。

　その間にマワルが走ってきた。

「タルト、よく持ちこたえてくれた。キュレリーも無事でよかった──俺が一いつ瞬しゆんだけ隙すきを作る──キュレリーはそこで魔法を放て」

　マワルの声に、ふたりが頷うなずいたその時だった。

　暗黒竜ダークネスドラゴンが飛びながら闇の炎を放ってきた。

「風の障壁ウインドカーテンっ！」

　タルトの風の壁かべが暗黒竜ダークネスドラゴンの放つ黒い闇の炎を受け流す。その炎の熱を肌はだで感じながら、マワルは伝説のブラシを構えた。そして風の障壁ウインドカーテンと闇の炎が消えた瞬間、

「水銀弾だんっ！」

　マワルはそう言って何かを飛ばした。




　　　　※※※




「水銀弾っ！」

　俺は水銀のとても小さなその弾たまを放った。それこそ全すべてのブラシの毛先からシャワーのように。そのあまりの小ささに暗黒竜ダークネスドラゴンはそれが接近してくるまで気づかなかった。

　そして、その水銀の銃じゆう弾だんは俺が狙った通り、暗黒竜ダークネスドラゴンの翼へと降り注ぐ。

　と同時に暗黒竜ダークネスドラゴンの動きが止まった──当たり前だ。

　あれだけの巨きよ体たい──物理法則──翼の揚よう力りよく等で浮うかび上がるわけがない。つまり竜が飛ぶのは魔法の力だ。それなら、魔法を暴走させるには水銀の力があればいい。

「キュレリー、今だっ！」

　相手はただ落下している。そんなやつを捉とらえるのはお前なら余裕だろ！

「大天使白光線アークエンジエルライトレーザーっ！」

　直後、キュレリーの魔法が暗黒竜ダークネスドラゴンを吞み込んだ。

「最後の水銀も使っちまった……切り札その二だったのに」

　暗黒竜ダークネスドラゴンは大天使白光線アークエンジエルライトレーザーをまともに浴び、湖に落ちた。落ちる瞬間、その姿が消えうせた。

「……召しよう喚かんされた魔物は、一定のダメージを負ったり死んだりすると元いた場所に送そう還かんされてしまいます」

　とタルトが説明し、俺を向いて。

「……マスター、ご助力感謝します」

「マワルさん、助かりました」

　二人が礼を言う。

　って、残り一分三秒じゃないかっ！

　俺はタイマースキルを使い、残り時間をカウントする。

　すべてはタイミングが重要だからな。

「話は後だっ！　それより、タルト。お前、遺い跡せきで重力魔法を見ただろっ!?　ここで再現できるかっ!?」

「……複雑な魔法で、暴発すると危険なため、まだ試ためしていません」

「なら、ぶっつけ本番だ。俺が合図をしたらこのあたり一帯の地面だけを重くしろっ！　できなくてもわかったといえっ！」

「……わかりました」

　俺の命令を聞いて、タルトが魔法を唱える。

　残り三、二、一……

「いまだっ！」

　と俺が叫ぶと同時に、

「重力領域グラビテイー」

　タルトが魔法を放った。そして、遠くから爆発音が聞こえて来た。




　　　　※※※




（マワルの言う変な音って具体的にはどんな音なのよ──さっきから聞こえる戦闘音じゃないのよね）

　空を見てエミナは言った。

　ラヴァーナももう限界に近い。あと二回か三回、攻こう撃げきを受けたらあの結界は砕くだける。

（もうダメ──マワルの命令を聞かずに爆破札を壊こわしちゃおうか？）

　そうしたら、きっとあのへんな銅像がどうかなるのだとエミナは思っていた。

（そうだ──あの銅像の上に飛び乗ったら──ダメ、それでも少し届かないわ）

　そう思ったとき、変な音が聞こえてきた。マワルが置いていった鞄からだ。

　マワルからの合図だと気付いたエミナは爆破札を破は壊かい──鋼鉄のロープが切れ、傾かたむいていた浮うき島しまの影えい響きようをうけて荷車が湖に落ちた。一気に高さが元に戻もどった──と思ったその時、今度は逆の方向に傾いていく。

（ナイスよっ、マワルっ！）

　何をどうやったのか、エミナにはさっぱりわからない。

　でも彼女の身体能力ステータスはこの好機を見み逃のがさなかった。

　彼女は浮島が上へと上がる力を最大限に利用し、自分の跳ちよう躍やくにその力を加えた。そして、ナイフを放つ。

　予想もしていない方向から飛んでくるナイフをサタナシアは避よけることもできず、その結界は一瞬にして砕け散り──

「闇極球ダークキルボール」

　この瞬間を待ちわび、ずっと力を溜ため続けていたラヴァーナの音速にも迫せまる闇の球がサタナシアを吞のみ込み、そのまま地底湖へと落ちていった。




　　　　※※※




　俺たちが駆かけつけたときは既すでにすべてが終わっていた。

　俺は鞄の中からスマホを取り出し、アラームを切る。俺とセリーア様以外の通信機器が存在しないこの世界、スマホのアラーム機能とスキル「タイマー」による時間把は握あくは離はなれた場所での時間調整にもってこいだな。

　ん、何か聞こえてくるなっ！

「って、キュレリー、魔法を唱えるなっ！　お前、何いきなり命の恩人のラヴァーナを殺そうとしているんだよっ！」

　聞こえて来たのはキュレリーの魔法の詠唱だった。浮島の端はしでひとり佇たたずむラヴァーナを狙ねらっていたのだろう。

「マワルさん、ですがあれだけ弱っていれば──」

「いいから今日はやめておけ。流石さすがにいろいろとマズイ──ラヴァーナっ！　お前は元気なうちに逃げろっ！　助けてもらってなんだが、一いつ緒しよにいるとキュレリーに殺され──」

　──え？

　直後、湖の底から飛んできた炎の球がラヴァーナを包み込み、彼女は湖の中に落ちてしまった。

　そして、代わりにサタナシアが現れ、浮かび上がる。

　彼女は目が血走り、既に完全に我を失っている。攻撃が定まらず、彼女から溢あふれる闇の触しよく手しゆがまるで太陽フレアみたいに波うち、遺跡の壁や湖面、天てん井じよう、はたまた遺跡そのものを傷つける。

「許さぬ……許さぬぞ、人間」

　脳にまで響ひびきそうなその声が聞こえた時、俺のスマホが今度は着信音を奏かなでだした。

『廻まわるさん、聞こえますか!?』

　セリーア様だ。この辺りは圏けん外がいのはずなのに、なんで電話が使えるんだ……ってそうか。遺跡の力が全部サタナシアに向かっているせいで一部、遺跡の力がなくなっているのか。

「セリーア様っ！　こっちは大変なことになっていて──」

『大体事情は察知しています。邪神がそこにいるのですね。邪神の怒いかりに呼応し自我を保てないくらいの力をその身に宿しています。神しん殿でん全体が共鳴し、このままだとこの国が消しよう滅めつします。力が強すぎて私でもそちらに近づくことができません。どうにか邪神の怒りを解いてください。そうすれば私がなんとかします』

「怒りを解けって……」

　そんなの無理だろ──と思いながらも考えた。

　俺はひたすら考えた。

「ダメだ……俺の今のスキルじゃ何も……」

　こういう時、物語の主人公ならきっとなんとかするんだろう。

『まるで絵物語の主人公のようじゃ』

　そういえばサタナシアにそんなことを言われたっけ。

　その時、俺は何と答えた？

「マワルっ！　逃にげないとっ！」

　エミナが叫さけぶ。

「逃げても無む駄だだ──このままだとこの国全体が消滅するらしい。なら、最後にあらがってみるさ」

　俺はスマホを取り出し、徳ポイントを確かく認にん。

　暗黒竜ダークネスドラゴンを倒たおしたことで、徳ポイントは５０００ポイントにまで増えていた。

　つまり、五十五連ガチャができる。

　この五十五回でなんとか起死回生の結果を引き当てるっ！

　ＳＳＲが出ても挽ばん回かいできるかどうかはわからないのだが。

　時間がないので全てスキップで結果表示だ。




【５１４（Ｎ＋）：顕けん微び鏡きよう】

【０９０（Ｎ）：うんまいチョコ棒】

【６５０（Ｎ＋）：スキル「指ぱっちん」】

【０３９（Ｎ）：ストロー百本】

【７０９（Ｎ＋）：黒色火薬一キロ】

【６１７（Ｎ＋）：スキル「速読」】

【５０７（Ｎ＋）：イカ焼き一カ月分】

【３２７（Ｎ）：長ネギ十本】

【７０９（Ｎ＋）：黒色火薬一キロ】

【０５５（Ｎ）：紙コップ百個】

【５１２（Ｎ＋）：望遠鏡】




　ダメだっ！　Ｒすら出ない。黒色火薬とか、兵器として使えそうなものが出て来たけれども今の邪じや神しんに通用するとは限らないし、さらに怒りが増して火に油を注ぐ結果に終わりそうだ。この結果では指パッチンスキルと以前覚えた口笛スキルを使って演奏し、サタナシアの気を紛まぎらわせるという成功率皆かい無むの作戦しか思いつかない。

　次だ、次。




【３１５（Ｎ）：キュウリ二十本】

【０２２（Ｎ）：爪つま楊よう枝じ百本】

【８１４（Ｎ＋）：スキル「ブーメラン投げ」】

【９５６（Ｒ＋）：魔ま法ほう「キュア」】

【８９３（Ｒ）：スキル「急所突づき」】

【４０１（Ｎ）：鋼鉄板十枚】

【４９６（Ｎ）：野菜の種セット】

【７８７（Ｎ＋）：浄じよう化か石十個】

【７９７（Ｎ＋）：ミニポーション十本】

【００９（Ｂ）：粉塗まみれ】

【９６３（Ｒ＋）：スキル「鍛冶かじ」】




　ここでハズレを引いた。突とつ如じよ俺の頭上から白い粉が降ってくる。

　それ以外は結構いいスキルや魔法を手に入れたのだが、それでもサタナシアの怒りを鎮しずめる方法は思いつかない。この粉塗れの俺の姿を見て笑ってくれたらいいのだが、サタナシアの目に俺は映っていない。

　倉庫から布を取り出して目を拭ふき、スマホを拭き、次の十一連ガチャを引こうとしたその時、サタナシアから溢れた闇の攻撃が俺を襲おそった。

「……死霊王の障壁ノーライフキングフイールド」

「タルトっ！」

「……マスター、何をなさっているのかはわかりませんが、早く続きを」

　俺は無言で頷うなずき、次の十一連ガチャを引いた。結果一覧を一気に表示する。




【９０５（Ｒ）：魔法「ストーン」】

【４４５（Ｎ）：マシュマロ十個】

【３７９（Ｎ）：キャベツ十玉】

【４８０（Ｎ）：高級肥料十キロ】

【５７２（Ｎ＋）：スキル「ブリッジ補正」】

【５３７（Ｎ＋）：黄金蛇へびの皮】

【７０８（Ｎ＋）：パジャマセット（バリエーション多数）】

【７８０（Ｎ＋）：ドライアイス十キロ】

【９３６（Ｒ）：純白金の強化メイス】

【３５７（Ｎ）：強力粉五キロ】

【２５３（Ｎ）：バルサミコ酢す】




　残り二十二回。今回は可もなく不可もなく、ただし今回に関して言えば何の役にも立たないものだらけだ。

　タルトの魔法が切れた。再度闇の力が襲い来るが、

「大天使白光線アークエンジエルライトレーザー」

　迫りくる闇の力をキュレリーの破邪魔法が打ち破った。だが、一本の触手が破壊されても即そく座ざに再生される。

「邪神の封ふう印いんは本来は聖職者である私の仕事なのですが……私の力ではあの闇の力には対たい抗こうできません。マワルさんにすべてを賭かけます」

　キュレリーはさらに魔法の詠えい唱しようを開始した。

　さらに十一連ガチャを回す。




【０３３（Ｎ）：ウェットティッシュ百袋ふくろ】

【７９２（Ｎ＋）：転移魔法用ビーコン】

【９５７（Ｒ＋）：スキル「乱れ切り」】

【８８９（Ｒ）：スキル「刃やいばの心」】

【４６８（Ｎ）：バニラアイス五百グラム】

【０３６（Ｎ）：紙皿百枚】

【０８６（Ｎ）：うんまい棒ハンバーガー味】

【１８８（Ｎ）：ウサギ肉一キロ】

【１７２（Ｎ）：魚肉（白身）一キロ】

【４９２（Ｎ）：ミニ盆ぼん栽さいセット】

【３９６（Ｎ）：ニンジン十本】




　またもいま一つの結果だ。

　やっぱり無理なのか──今のままだととても起死回生の何かなんて手に入りそうにない。そもそもガチャの中にそんな結果があるのかさえわかっていないのに。

「マワル、何でずっと手のひらを眺ながめてつらそうな顔をしてるのよっ！」

　エミナが俺の目を見て叫んだ。

「マワルはいつでも手のひらをニヤニヤと不敵な笑えみを浮うかべて見ているんでしょ！　何の意味があるのかわからないけど、男ならこういう時こそニヤニヤ笑っていなさい……マワルならなんとかなるはずだから」

「……そうだな」

　そうだ、俺は何、つらい顔をしているんだ。

　今の作業は俺にとって苦痛などではない。

　俺は今、ガチャを引いているんだ。

　まったく、エミナにそんな簡単なことを教わるとは、俺もバカがうつったようだ。

　これが泣いても笑っても五十五連ガチャ最後の十一回。

　最後くらい、笑って引いてやるぜ！




【３１６（Ｎ）：大根五本】

【９２４（Ｒ）：魔法の杯さかずき】

【３４０（Ｎ）：シャンプー】

【３３２（Ｎ）：ジャガイモ一キロ】

【３４０（Ｎ）：シャンプー】

【１７５（Ｎ）：エビ一キロ】

【０３６（Ｎ）：紙皿百枚】

【２０５（Ｎ）：呪のろわれていない木刀】

【８０３（Ｎ＋）：ミニマナポーション二本】

【７７７（ＳＳＲ）：スキル「スキル・魔法超ちよう強化（一回のみ）」】

【９７１（Ｒ＋）：魔法「グラビティ」】




　俺はもう一度その結果を凝ぎよう視しする。

【７７７（ＳＳＲ）：スキル「スキル・魔法超強化（一回のみ）」】

　俺の頰ほおが大きく緩ゆるんだ。

「マワル、何か知らないけど、起死回生の一手を思いついたみたいね」

「マワルさん、お願いします！　タルトさんが再度結界を張っていますがもうすぐ消えてしまいます！」

「……あと十秒持ちこたえます」

「わかった、ちょっと待て」

　俺は興奮を抑おさえ、そう言った。

　ついに出た！

　ＳＳＲが出た。確率にして五・五パーセント。決して割のいい賭けではなかったが、でもなんとか引き当てた。

　急いでそのスキルの説明を見る。

【スキル・魔法超強化（一回のみ）：一種類のスキルか魔法の威い力りよくを五倍に高める】

　確かにこれは凄すごい。

　だが、これで一体何を超強化すればいいんだ？

　魔法か？　いや、俺の魔法を五倍に高めたところでたかが知れている。棒術や戦せん闘とう術にしても同じだ。なら、一体何を──

「……やっぱりあれしかないかっ！」

　怒りを鎮める──その目的を思い出し、俺はそのスキルを強化した。

　タルトの結界が消える中、俺は一歩、また一歩と近づく。

　そして、サタナシアの眼前にたどり着いた時、ものすごいスピードで闇やみの触しよく手しゆが俺の脳天を捉とらえようとした。

　だが、俺はそれをまさに光速の動きで避よけ、いつもの体勢を取った。

　そして、俺が強化したスキルを、スキル解説によって確かく認にんした。

【土下座補正（神）：土下座を真に極きわめしものが使うスキル】

　そう、これこそが俺の本当の必殺技わざだ。




「俺の土下座は神を超こえるっ！」




　俺は土下座の体勢のままそう叫さけんだ。

　その時だった。

　まるで神が舞まい降りたかのように、俺の背後から後光が輝かがやき出した。

　その光を浴びたサタナシアから先ほどまでの闇の力が完全に消え失うせ、髪かみの色までも金色に戻もどり、闇の触手も消え去った。
















　成功だ！

　サタナシアの怒いかりが一時的とはいえ鎮まった。

「……マスター、大変です。邪じや神しんに注がれていた力が逆流しています。このままだと大爆ばく発はつを起こします」

「大だい丈じよう夫ぶだ。サタナシアの怒りを鎮めたらあの人がなんとかしてくれるってさ」

　と俺が頭上を見た、その直後だった。




　ドゴォォォンっ！




　天てん井じよう付近に大きな衝しよう撃げきと音が響ひびいた。

　天井に大きな穴が開き、セリーア様の声が聞こえて来た。

「皆みなさん、邪神から離はなれてくださいっ！」

　その声に、俺は慌あわててサタナシアから離れ、唯ゆい一いつ結界を張れるタルトの後ろに隠かくれた。

「女神の白光線ゴツデスライトレーザーっ！」

　セリーア様が放った光線が呆ぼう然ぜんと佇たたずむサタナシアの真横に激げき突とつ──遺い跡せきを貫かん通つうした。浮うき島しまが大きく揺ゆれた。

「皆さん、その遺跡の核かくの部分を破は壊かいしました。あと五分ほどで爆発とともに遺跡が崩くずれますっ！　早くそこから脱だつ出しゆつしてくださいっ！」

　また遺跡が崩れるのかよっ！

「みんな、早く脱出しろっ！」

　俺はそう叫びながら、地底湖を見る。

「マワル、何してるのっ！　早く逃にげないと」

「エミナは先に逃げてろっ！　キュレリーたちを見失うなっ！　こんなところで迷ったら確実に死ぬぞっ！」

「マワルも一いつ緒しよに逃げないとっ！」

「悪い、ちょっとだけ野暮用があってな──そうだ、エミナっ！　俺の鞄かばん持って上がってくれ。こればかりは水に浸つけるわけにはいかないんだ」

　とスマホを鞄に入れてエミナに投げた。

　そして俺は湖を見ると、そのまま一気に飛び込んだ。




　俺は湖を潜もぐっていく。

　地底湖はとても深くスキル「ゴーグル」のおかげで水の中、暗くら闇やみの中でも視界を保てるはずの俺ですら底が見えない。

　俺の真横を巨きよ大だいな瓦が礫れきが通り過ぎた。直ちよく撃げきしたらアウトだった。

　はやく彼女たちを捜さがし出さないと。

（くそっ、確かにこのあたりに落ちたはずなんだが──）

　このままでは息がもたない。でも浮ふ上じようして再度潜るとすると時間オーバーになる。

（見つけたっ！）

　俺が見つけたのは、静かに沈しずんでいくサタナシアの姿だった。

　彼女を見つけたら、あとはこっちのものだ。

　俺は伝説のブラシを構え、そして念じた。

（水を吸い込めっ！）

　伝説のブラシによって大量に水が吸い込まれていき、それに伴ともない水流が発生する。その水流の力は強い。それこそ沈み行くサタナシアを吸い寄せるほどに。

（捕つかまえたっ！）

　サタナシアを抱だきかかえる。

　あとはラヴァーナを見つけないといけないと思ったが、これ以上は息が限界だった。

　俺は急いで浮上した。

　大きく息を吐はき出し、大きく吸った。

「何故なぜ、妾わらわを助けた──人間」

　意識を取り戻したサタナシアがそう呟つぶやいた。

「ん？　あぁ、お前、俺のことを気に入ったと言っただろ？　俺もお前のことは嫌きらいじゃない。愚ぐ痴ちを聞いてもらう相手がいなくなったら困るからな──まぁ、本当はラヴァーナも助けるついでだったんだが──」

　もうラヴァーナを捜す時間は無さそうだし、俺の体力も限界だ。

　でもあの悪あく魔まのことだ。きっとそのうちひょっこり現れるに違ちがいない。

「しかし、それが命取りじゃったな……見ろ。出口がもう塞ふさがっておる」

　とサタナシアが、俺たちが入ってきた通路に視線を送る。

　彼女の言う通り、通路は既すでに塞がっている。

「こうなっては脱出できんぞ。妾にも空を飛ぶ力なぞ残っていない」

「お前ができなくても、俺が空を飛んだらいいってだけだろ？」

　俺は伝説のブラシを取り出すと、下に向けた。

「まさか、主──そんなの無茶じゃっ！」

「やってみなくちゃわからないだろうがっ！」

　そして、伝説のブラシから全開の水を放射した。




　　　　※※※




　遺跡の崩ほう壊かいが加速していく。

　エミナたちは全力で螺ら旋せん階段を駆かけ上る。ひび割れは鉱山の中にまで波は及きゆうしていた。どうやら湖の周辺全体が危険なことになっているようだ。

「……マワル」

「……マワルさん」

「……マスター」

　三人はそれぞれマワルの無事を祈いのりながら、鉱山の出口を目指し、ようやく外に出た時──鉱山が──山が沈んでいった。地底湖がある空間に落ちていったのだろう。

「皆さん、無事でしたかっ！」

　セリーアが駆け寄ってきた。

　が、セリーアは直すぐに気付く。マワルの姿がどこにもないことに。

　彼女はうつむき、そして天に祈った。

　それが無む駄だであることにも気付いた──なぜなら祈る先にいたはずの自分はここにいて、現在いる先せん輩ぱい女め神がみは人間ひとりを助けるために力を使わないことを知っていたから。

　それでもセリーアは祈らずにいられなかった。

　もう出口は完全に塞がったのに。

（いくら、あのままだと遺跡が暴発して国そのものが滅ほろんでいたとはいえ、最終的に廻さんを殺したのは自分です。せめて私も一緒に──）

　とセリーアが思ったその時だった。

　彼女が開けた穴から何かが飛び出した。

「……廻さん？」




　　　　※※※




「飛べたじゃないかっ！」

「飛べたじゃないか、ではないわ。妾が風魔法で制せい御ぎよしておらねば壁かべに激突して二人ともおっちんでおったぞ」

「結果オーライだ！」

　伝説のブラシの推進力をサタナシアが制御し、俺たちはセリーア様が開けた穴からどうにか地上へ脱出した。

「で、これはどうやって着地するのじゃ？」

　とサタナシアが尋たずねた。

　そうか、着地か。現在高度二十メートル。このまま落ちたら確実に死ぬな。というか、いまのままだと出て来た穴に真っ逆さまだ。

「どうしたらいいと思う？……そこまでは考えていなかった」

「バカじゃろっ！　主は本当にバカじゃろっ！」

「うるせぇなっ！　きっと何かあるはずだ──」

　と地上を見ると、セリーア様やエミナたちがいた。どうやら無事に脱出できたらしい。

　俺たちが抜ぬけ出た穴の縁ふちに固まっている。

　あそこまでいけばなんとかなるか。

　と俺はデッキブラシを傾かたむけて水を出して方向転てん換かんした──が、

「やば、水が切れた」

　舵かじを失った俺たちはまっすぐ落ちていく。このままではぎりぎり届かず壁に衝しよう突とつする。そう思った時、

「風爆弾ウインドボムっ！」

　穴の側面にぶつかる既すんでのところで俺の体が跳はね返される。と同時に俺とサタナシアの体に一本のロープが絡からみついてきた。エミナが使っている縄なわだ。

「助かったよ、タルト、エミナ──流石さすがだな」

　エミナのロープによってあらぬ方向に飛ばされずに済んだ俺たちは、四人の女性によって引き上げられた。

「まぁ、このくらい当然よ」

「……マスター、ご無事でよかったです」

　エミナは自じ慢まんげに言って、タルトが俺の無事を喜ぶ。

　なんとか無事に脱出できたな。

「……マスター、ここにいては危険です。私の計算だとあと五分でこのあたりの地面も崩れ落ちます」

「そうか、よし、じゃあ早さつ速そく避ひ難なんを──」

　とサタナシアを連れて行こうとした俺をセリーア様が遮さえぎった。

「廻さん、その子をこちらに引き渡わたしてください」

　と言った。その目はどう見ても、怪け我がの治ち療りようを今からします──などと言っているようには見えない。

「セリーア様、何をするのですか？」

　俺はサタナシアの前に立ち、言った。

「邪じや神しんは女神わたしにとって滅めつさねばならぬ存在です。やることはひとつです」

　つまり、殺すってことか？

　いくら女神でもそんなこと許されるはずがない。そりゃ、こいつのせいで国ひとつ滅びそうになったけど、でも──

「安心せい。何もせずとも妾はもう消える。先の力の暴走で内の力を使い切った──普ふ通つうの方法では助からん」

　そう言ったサタナシアの姿は徐じよ々じよに透すけていく。

「サタナシア、お前、体が──なんでそれを先に言わなかったんだ。そうだ、マナポーションがある。あれならお前の魔力を回復できるんじゃないかっ!?」

「言ったじゃろ──普通の方法では助からんと」

　サタナシアは俺を見て笑った。そして、その場に倒たおれそうになるのを、俺がなんとか支えた。しかし──

「やはり主はロリコンじゃ──主を殺そうとしたこんな妾のために泣くやつがおるか」

「バカ野や郎ろう──友達が死にそうになっていて泣かないやつがどこにいるんだよっ！」

　彼女の体は徐々に薄うすくなっていく。

「友達か、それも悪くない。最後に主のために力を使えてよかったわ──また主の菓か子しが食べたかったの」

　そして、サタナシアの体はとうとう俺の手をすり抜けたのだった。








～エピローグ～









　結局、今回の事件は闇やみに葬ほうむられることになった。邪神をたかが数人の駆け出し冒ぼう険けん者しやが退治したということが世間に知られれば、教会の教義との間に様々な矛む盾じゆんが発生して大問題になる。邪神は恐おそろしい存在でなければいけないのだから。つまり、邪神を討とう伐ばつし、国を救った名めい誉よは得られないということだ。

　エミナだけはひとり文句を言っていたが、キュレリーのためだということと、彼女が盗とう賊ぞくであることをキュレリー、タルト、セリーア様が黙だまっておくということを条件に納なつ得とくしてくれた。

　一応、教皇様からセリーア様を経由して報ほう奨しよう金きんは貰もらえることになったそうだ。

　そして──

「まったく、これで妾わらわの計画が何年遅おくれることになるのかわからんぞ」

　とサタナシアは文句を言いながら、俺の屋や敷しきの食堂の椅い子すに座ってたこ焼きをフォークで突つき刺さした。髪かみの色はすっかり元の金色に戻もどっていた。昔の黒電話の受話器についているコードのように思わず指をからめたくなるあの縦ロール髪も健在だ。

「教皇には妾のことを死んだと伝えたそうじゃの。邪神じゃぞ。あの程度で死ぬわけがなかろう」

「セリーア様の治療がなかったら、かなり危なかっただろ？」

「ふん、妾は治療なんぞ頼たのんでおらんわ」

　と、ツンとした態度で熱々のたこ焼きを冷ましもせずに口の中に入れた。

　本当にこいつは素す直なおじゃないな。




　　　　※※※




　湖の畔ほとりで消えゆくサタナシアが手をすり抜けた時、俺は光の速さでそのポーズを取った。

　土下座だ。

　俺はこれまで何度も土下座をして皆みなに謝ってきた。

　しかし、今回のこれは謝罪のポーズではない。

　懇こん願がんのポーズだ。

「セリーア様、お願いします！　どうかサタナシアを救ってください」

　普通の方法でサタナシアを救えないのなら、女神の力に頼たよるしかない。俺はそう思い、セリーア様に頼む。

「ま、廻まわるさん、しかしそれは──」

「お願いします」

　俺の背中から後光が差す。

　その光に当てられたセリーア様は、

「わかりました──ただし、廻さんの土下座のスキルは少々強力すぎますので封ふう印いんさせてもらいますよ」

「…………っ！　ありがとうございます！」

　セリーア様は「先せん輩ぱいに怒おこられてしまいますね」と言いながら、サタナシアにその手を差し伸のべたのだった。




　　　　※※※




　こうして、サタナシアは元の姿に戻った。ただし、邪神としての力はほとんど封印され、現在はちょっとだけ実力のあるメイジ程度。ランクもＤ止まりだ。

　ランクがＤでも俺よりははるかに強いのだが。

「まったく不便じゃ……忌いま々いましい。こんなことで生いき恥はじを晒さらすくらいなら死んだほうがマシじゃったよ」

「死んだらたこ焼きを食えないだろ？」

「ふん、確かにそれは言えておるの」







「それでは、妾は家に帰るとするかの」

　サタナシアは飲んでいた果実ジュースのグラスが空になると、立ち上がってそう言った。

「ん？　帰るのか？」

　サタナシアの家はここから目と鼻の先にあるが、正直裕ゆう福ふくな家とは言えなかった。割れたガラスを木の板で塞ふさいでいるくらい逞たくましい生活をしている。邪神といっても女の子だからな、まともな仕事はできずに苦労しているようだ。

「どうせ正体もばれてるんだし、一いつ緒しよに住むのはどうだ？」

「さすがに妾も女め神がみとそこまで馴な染じむつもりはないよ。馳ち走そうになった。土産みやげもありがたくいただいておく」

　とサタナシアは俺が手て渡わたしたお菓子の詰つめ合わせ（うんまい棒とチョコレート）を持って玄げん関かんに向かった。

　俺は椅子に座ったまま彼女の姿を追い、

「いつでも遊びに来いよ。ただし、もう無茶なことはするな」

　と手を振ふって見送った。

「ふん、気が向いたらの」

　そう言ってそっぽを向くサタナシアの顔が、最後に少し笑っていた。




　これは余談ではあるが、サタナシアの封印を解いたのは、セリーア様の予想通りギンという名前の男で間ま違ちがいないらしい。自じ称しよう大盗賊の頭領を名乗った彼はサタナシアを邪神と知りながらも別に怖こわがることなく普通に接してくれたらしい。

　ただ、サタナシアが残り少ない魔力を、それこそ心血を注いで創つくり出したナイフを持ち逃にげしたことでギンへの恩義はすっかりなくなったという。

　戦せん闘とう中、エミナに対し強い怒いかりを持ったのはナイフで腕を傷つけられたというより、そのナイフが盗ぬすまれたナイフにそっくりだったというのが本当のところだったそうだ。

　そう言えば、エミナがナイフについてこんなことを言っていたな。

『お祖父じいちゃんがどこかから盗んできたそうよ』

　と。カエルの子はカエル、孫までカエルってことか。そりゃ封ふう魔まの壺つぼの封印を簡単に解いてしまうわ。




　地下神しん殿でんの崩ほう落らくの際、エミナ、タルト、キュレリーも無事に脱だつ出しゆつしたが、ひとり行方ゆくえがわからない奴がいる。

　ラヴァーナだ。

　サタナシアに殺されたのだと思っていたが、それを否定したのはサタナシア本人だった。彼女が攻こう撃げきをしたとき、ラヴァーナにわずかに急所を逸そらされたそうだ。

「あの程度で死ぬような相手なら、もっと楽に戦えたのじゃが」

　とセリーア様に治療された直後、サタナシアはラヴァーナを賞賛するように言っていた。殴りあったことで友情でも芽生えたのだろうか？

　結局、地上にも姿を現さなかった。

　地下神殿の崩落に巻き込まれて死んだ可能性も考えたが、それはないだろう。

「お前だって自力で脱出できたくらいだからな」

　と俺は部屋の隅すみで水を飲むピンクファを見て言った。ウサギでも逃げられたんだ。あのしぶとい悪魔が簡単に死ぬわけないだろう。

　と思っていたら、入れ替かわるようにエミナが食堂に現れた。

「マワルは本当に幼女にやさしいわね。やっぱりロリコンなの？　タルトのことも一番面めん倒どうみているし」

「失礼な──俺はいたってノーマルだ。タルトはお前たち三人の中で一番まともだからこっちもまともに接しているだけだよ」

「そうかしら？　そうは見えないけど。地下遺い跡せきでも無理して地底湖に飛び込んで。いくら泳ぎが得意って言ったって、無茶するじゃない。あの時私のロープがなかったら危なかったでしょ？」

　確かに、エミナの縄なわがなかったら俺たちは死んでいたな。タルトの魔法のおかげで壁かべへの衝しよう突とつは防いだが、そのまま飛ばされたらどうしようもなかった。

「そうね、今日から私のことを敬ってエミナ様と呼ぶことを命じるわ」

　でも、すぐにこんな風に調子に乗るから素直に感謝しづらい。というか少しイラッとする。

「わかったよ。エミナ様と呼ぶことにしよう。これから豪ごう華かなランチにしようと思ったんだが、エミナ様だけは飯抜ぬきでいいよな？」

「そんな、待ってよっ！　私の全財産、兄さんたちに預けちゃっていたからもうお金がないのよ！　斡あつ旋せん所じよ預かりになっている盗賊の私物も今いま更さら私のだって言えないし。様付けで呼ばなくていいからちゃんとご飯作ってください、マワル様！」

　とエミナが涙なみだ目めで訴うつたえてきた。

「わかったから泣くなっ！　鼻水つけるなっ！　様付けで呼ぶな。ったく、お前はサタナシアよりも子供だな」

「サタナシアって何歳なの？」

　ハンカチで涙を拭ふき、エミナが尋たずねた。

「……さぁ」

　鑑かん定ていスキルでも彼女の年ねん齢れいは表示されなかったからな。

　ひとつだけ言えることは、サタナシアは合法ロリだってことだけだ。

　まぁ、少なくとも年齢で彼女に対たい抗こうできるのはセリーア様だけだろう。

「あ、なんでサタナシアが自分の力を取り戻すために生いけ贄にえにピンクファを選んだか聞いていなかったな」

　と俺は部屋の隅でひたすら水を飲むピンクファを見た。本当に水ばかり飲んでいるな。飲みすぎじゃないか？

　と思ったら、あいつ、どこからか魔石を持ってきて魔法の水差しに入れて自分のお皿に注いでいる。ま、まぁ、魔法の水差しから出る水は魔法水といって魔力が少し回復するだけの体に良い水だそうだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、下げ痢りになってもしらないぞ。

「本当にピンクファって器用よね。私の相棒にしようかしら」

「そうだな──道案内用の相棒にしたらどうだ？　ひとりで遺跡から脱出したあのウサギの方がお前よりも帰巣本能も優すぐれているし」

「……あんまり否定できないわね。遺跡を脱出するときも三回くらい道を間違えそうになったし。それで、サタナシアがピンクファを贄にえに選んだ理由だっけ？　きっとウサギが小さくて持ち運びに便利だったんでしょ？」

「……ま、そんな理由だろうな」

　もうあの遺跡も壊こわれてなくなったわけだし。あの後穴はさらに広がり、湖にまで達したところで湖の水が遺跡の中にまで流れ込んだ。今や鉱山の中まで水みず浸びたしだ。

　水位も大きく下がってしまったが、もうすぐ雨季になるそうなのでそれが終わった頃ころには水位も戻っているだろうというのがタルトの見解だ。

　そして、エミナは何か申し訳なさそうな顔をして、

「ねぇ、マワル。あの時、私がマワルのことを殺していたらどうなったかな」

　と尋ねた。あの時とは、鉱山でキュレリーが人ひと質じちに取られていた時のことだろう。

「そりゃ、俺は死んでいるだろうな」

「あ、違った。えっと、あの時、私がマワルを殺すって思わなかったの？」

「俺は常にお前に殺されるんじゃないかって思ってるぞ」

「……え？」

「お前のドジに殺されるんじゃないかってびくびくしてる。遺跡だってお前のせいで生き埋うめになるところだったし」

「あれはどっちかといえばマワルが悪いんでしょ」

「でも、なんだろうな。あそこでエミナが俺を殺す未来なんて、まったく想像できなかったよ」

「そっか……信しん頼らいしてくれてたんだね」

　エミナは嬉うれしそうに、そしてどこか恥はずかしそうに頰ほおを搔かきながら言った。

　なんだろうな、結構調子が狂くるう。

　と、その時、タルトが厨ちゆう房ぼうに入ってきて部屋の隅にいたピンクファを抱だきかかえた。水の飲みすぎを注意しているようだ。

「ちょうどいい、タルト。お前は肉と魚、どっちが食べたい？　どっちもっていうのは無しだぞ」

「……マスターが望むもので……ピンクファは肉がいいそうです」

　とタルトはピンクファが肉という言葉に反応したことに気付いて言った。

「本当にピンクファは肉が好きだな。わかったよ。何故なぜだかわからないが、なんかピンクファには世話になったような気がするんだよな。せっかくだ。牛肉を一キロ焼いてやるよ。胡こ椒しようもふんだんに使ってな」

　倉庫の中にある一番豪華な食材──黒毛和牛を思い出して俺は言った。

　めでたいときに使おうと思っていたが、今日がまさにその時だろう。

「マワル、私はミディアムレアね！」

「はいよ。確かキュレリーはよく焼いたほうがいいんだったよな──ベリーウェルダンか」

　仲間の肉の焼き方の好みをエミナに確かく認にんしたところ、

「そうね。赤身が残っていると血を連想するからいやなんだって」

　記き憶おく通りの答えが返ってきた。

「そりゃ乙女おとめらしい理由だな。ゾンビをぼこ殴なぐりにしていた奴やつの台詞せりふとは思えないよ」

　絶対、肉の赤身よりも破は壊かいされたゾンビのほうが気持ち悪いと思うんだが。

「タルトはなんでも食うから、真ん中のミディアムでいいだろ……って全員バラバラじゃないか」

　俺はウェルダンにするつもりだからな。

　面倒だな……というか、ミディアムとかミディアムレアとか、俺ってそこまで肉の焼き加減調整できないぞ？

「マワルさん、ただいま戻もどりました」

　と噂うわさをすればキュレリーが帰ってきた。

　さっきまで二階で先せん輩ぱい女め神がみと電話していたセリーア様も厨房にやってくる。

「……すみません、すみません、すみません、すみません」

　セリーア様は俺にひたすら謝罪をした。ここまで行くと、もう会話になっていないどころか病気ですよ。先輩女神様と会話した後こう遺い症しようですか？

　今のは「マワルさんに料理を任せて何もできずにすみません」と言いたいんだろうな。

「ちょうど今、肉の焼き方の話をしていたんだけど、キュレリーはウェルダンでいいんだよな。セリーア様はどうなさいます？」

「すみません。すみません」

「はい、ウェルダンでいいんですね」

　キュレリーが「今のでわかったんですか？」と驚おどろいているが、俺は土下座の力で神を超こえた男だぞ？　そのくらいわからいでか。

「俺のせいで先輩に怒おこられたんですか？」

「……すみません、すみません、はい。怒られましたが、なんとかわかってもらえました」

　少し落ち着いたのか、ようやく会話が成立した。

「すみません、俺のせいで」

「確かに廻さんの行こう為いは女神としては見過ごすことができない禁きん忌きです。土下座の力で女神である私を力ずくでねじ伏ふせて邪じや神しんを救うなんて。先輩にもずっとお小言を言われてしまいました」

　あれはお小言というレベルではない気がするんだけど。かなり離はなれた場所にいてもその先輩女神とやらが怒ど鳴なっている声が聞こえてきたし。

　俺がエミナに迷めい惑わくをかけられる人間だとすれば、セリーア様は俺に迷惑をかけられっぱなしだろう。そう思うと土下座でも足りないくらいな気がしてくる。

「でも、廻さんの友人として言わせていただきます。廻さんの行いはとても尊いものだと思いますよ。だから、私は廻さんを肯こう定ていします。ただし、これからは気を付けてくださいね。もしもサタナシアちゃんが大きな問題を起こしたら、その時は先輩女神が自らきつい天てん罰ばつを下すそうです。私と廻さんの二人に。その時は一いつ緒しよに謝りましょうね」

　とセリーア様は申し訳なさそうに言った後、ニコリと笑った。

「その時は俺の土下座（神）の封ふう印いんを解いてくださいね」

　セリーア様の先輩女神ってきつそうだからな。天罰とか言って、普ふ通つうに雷かみなりを落とされそうだ。スマホにどうにかして防ぼう雷らい機能を搭とう載さいしないと中身のデータが使い物にならなくなる可能性がある。

「マワル、肉を焼きすぎよっ！　私の肉がミディアムレアからミディアムになっちゃうじゃない！」

「おっと──」

　俺はフライパンからフライ返しを使ってエミナ用のステーキを皿に移した。さらに残りの肉もいい焼き加減になったところでお皿に載のせていく。

　倉庫からサニーレタスを取り出し、魔法の水差しに入った魔法水で綺き麗れいに洗い流してお皿に盛りつけた。

　よし、あとは全員分のパンを軽く炙あぶったらできあがりだ。

「エミナ、みんなの分の皿を持って行ってくれ！　まだ食べるなよ。あと、ピンクファの肉を取るなよ」

「私だってウサギの分は取らないわよ」

　とエミナは文句を言いながらもステーキの載った皿を運んでくれた。エミナ、あいつステーキの皿が真しん鍮ちゆうの皿だって気付いているのかな？　勝手に使わせてもらったけど。

　まぁいいや。

「キュレリー、ワインセラーに行って適当に酒を持ってきてくれ。一本だけな。俺とエミナは午後は仕事があって飲めないからよ」

「わかりました。今夜は墓場の清掃ゾンビ退治がありますから酔よいにくいワインにしましょう」

「タルト、悪いがこのステーキサンドをアロエさんに届けにいってくれないか？　帰ってくるまでには料理の準備も終わってるから」

　と俺はステーキを挟はさんだ豪ごう華かなサンドイッチの入ったランチボックスをタルトに渡わたした。アロエさんには昨日、しっかりと始末書を提出した。先輩の男性職員から聞いた話なんだが、調査団のみなが帰ったのに俺たちがなかなか帰らないことに対し、かなり心配させてしまったそうだ。このステーキサンドはそのお詫わびといったところだ。斡あつ旋せん所じよはもうすぐ昼休みだからな。

「……かしこまりました」

　料理がテーブルの上に並び、ワインとワイングラスもテーブルの上に並んだところでタルトが帰ってきた。みんな揃そろって食事を始めたいところだが、すでにピンクファだけは自分のお皿に盛りつけられた肉を食べ始めている。

　よっぽど腹が減っていたのだろうか？　朝食もあっという間に食べ終わっていたからな。そういえば、なんでサタナシアが力を手に入れる贄にえにピンクファを選んだのか聞きそびれたが……ま、いっか。きっと動物ならなんでもよかったから、顔見知りの俺の家にわざわざ忍しのび込んだのだろう。

　食事の途と中ちゆう、隣となりの席に座っていたセリーア様がこっそりと俺に尋たずねてきた。

「ところで廻さん。今回は五十五回連続でガチャを回せたみたいですけど、どうですか？　かなり満足できましたか？」

　五十五連ガチャか。確かにあれはやりごたえがあったな。演出をスキップしてあんなに一気に回せばもう自分が何を手に入れて何を覚えたのかも忘れてしまう。あんなの贅ぜい沢たくの極きわみと言っていいだろう。

　でも──

「いいえ、まだまだです。五十五連ガチャをしたら、今度は九十九連ガチャにデイリーガチャの一回を加えて百連ガチャに挑ちよう戦せんしたくなりましたよ。９０００ポイント貯ためないといけませんね」

「まだ引き足りないんですか？」

「まだまだですよ。百連ガチャが終わったら、今度は動画サイトでしか見たことがない夢の千連ガチャに挑戦、いつかは一万連ガチャもしてみたいですね──動画投とう稿こうサイトにアップできないのが残念ですよ」

「……はぁ、そういうものですか？」

　それにはさすがのセリーア様も少し呆あきれたというご様子だ。

　でも、仕方ないじゃないか。

　物語で主人公はなんのために生きるのか？

　魔ま王おうを倒たおすためという主人公もいるだろう。お姫ひめ様と結けつ婚こんするためだとか、王様になるためだとかそういう野心家の人間もいるかもしれない。とにかく、主人公というからにはきっと大それたことを成し遂とげるために生きているはずだ。

　でも、俺は違う。そんな目的のために生きていない。

　俺は今日もガチャを回すために生きる。

　きっと、そんな考えで生きている人間はファンタジー物語の主人公なんかにはなれないだろう。でも、俺はそれでもいいと思っている。

　だから、俺はセリーア様に自信を持って頷うなずいた。




「だって、俺はガチャ廃はい人じんですから」










「そう言えば──」

　と呟つぶやき、実はセリーア様から言い出すのを待っていたことについて、辛しん抱ぼうできずに尋ねた。俺にとってはとても重要な事こと柄がらだから。

「世界を滅めつ亡ぼうから救えば一兆徳ポイントを貰もらえるんですよね？　今回は世界とはいかないまでも国ひとつを救って、さらに邪神の力を再封印することに成功したわけですから、一兆はさすがに言いすぎとしても……いや、邪神を再封印したわけだから言い過ぎじゃないとは思いますが、ここは謙けん虚きよに言い過ぎだということにして、百億徳ポイントくらい貰えるんじゃないでしょうか？　それならもうアップデートで徳ポイントを使うかどうか悩なやんだりすることもなくなりますし──あ、もちろんセリーア様がサプライズで俺を驚かそうとしてこれまで徳ポイントの付加をしていなかったというのであれば納なつ得とくしますけれども、俺って結構硝子ガラスの心臓ハートの持ち主でして、そういうことは早めに告知していただけたらありがたいと言いますか──あ、決して急せかしているわけではないんですよ？　急かしているわけではないんです。何しろ高額ポイントですからね。銀行でも即そく日じつに百億円が用意できるわけないのと同様、手続きに時間がかかることは重々承知しています。でも……そうだ、毎日一億ポイントずつ百日にわけて付ふ与よするとか。あ、一千万ポイントを千日に分けても、いやいや、百万ポイントを一万日に分けてもいいですね。約三十年、毎日一万一千連ガチャができるとか夢のようですし」

　と俺は期待のまなざしをセリーア様に向けた。

　賢けん明めいなガチャマニアの方からしたら、百億徳ポイントを得る──つまり五千五百万連ガチャが可能になってしまえば、ガチャがただの作業になってしまいつまらない人生になるんじゃないかと危き惧ぐなさる方も多いかもしれない。だが、そんなことはない。俺はガチャ廃人だからな。ガチャに一生を捧ささげると誓ちかった男だ。ガチャを一生回すことができるのならそれが本ほん望もうだ。

　そして、超ちよう課金ユーザーの方がゲームの中の対戦やマルチプレイ等で俺ＴＵＥＥＥをして遊ぶのと同様、俺もこの世界で俺ＴＵＥＥＥをしたいのだ。もうファイヤがピンポン玉だとかライトニングが静電気だとか、メガファイヤが魔力不足で使えないだとかそういう事態に陥おちいりたくないのだ。

「廻さん」

「はいっ！」

　セリーア様が俺の名を呼び、思わず背筋を伸のばした。

「すみません。先せん輩ぱいが仰おつしやったことを原文のままお伝えしますね。『邪神を封印するどころか消しよう滅めつを食い止めるって、もはやゼロどころかマイナスの仕事だけど、セリーアがどうしてもっていうから今回はこれで勘かん弁べんしてあげるわ』とのことで廻さんに付与する予定だった徳ポイントを没ぼつ収しゆうするようにと言われておりまして、申し訳ありません。つまり今回の騒そう動どうによって得られる徳ポイントはありません」

　とセリーア様の説明を聞き、俺は叫さけぶこともできずにその場に頽くずおれたのだった。








あとがき









　この度は『ガチャにゆだねる異世界廃はい人じん生活』の第二巻を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。あとがきのお約束として、過度なネタバレはあとがきではいたしませんが、多少本編に関して触ふれるところもあると思いますので、気になる方は先に本編を読んでからゆっくりとあとがきを読んでくださればと思います。

　最初にまず、本編に登場するハズレ商品、うんまい棒について語らなければいけませんね。このうんまい棒は、日本で実際に売られている某ぼう十円麩ふ菓が子しみたいなものだと思ってください。そして、その某十円麩菓子は、その値段のためかガラポン抽ちゆう選せんやくじ引きなどのハズレ景品としてとてもメジャーなものになっています。しかし、その某十円麩菓子はうんまい棒に関して本編でも書かれているように、とても美味うまいんです。

（ちなみに、物語によってはうんまい棒ではなく、うめー棒だとか、うまー棒だとかおいしん棒のように類似商品が多々あります。本当に種類が多いです。うんまい棒だけに）

　ちなみに、私が一番好きなのはチーズ味、二番目に好きなのはコンポタ味で、嫌きらいな某麩菓子はありません……まぁ、全種類食べたわけではありませんが。

　とまぁ、話は逸それてしまいましたが、実はこの作品の最初のコンセプトのひとつに、ガチャで美味おいしい日本グルメを取り寄せて、みんなで楽しく食べよう！　というものがありました。まぁ、私の脳内企き画かくの片かた隅すみにあっただけで、実行されることはほとんどなかったわけですけれども、やっぱり日本のお菓子ってとても優ゆう秀しゆうですよね。

　そこで、もしも異世界にお菓子をひとつだけ持っていって、それを無限に食べられる、もしくは販はん売ばいすることができるとしたら何がいいかな？　と話のネタに考えていました。

　本命はチョコレートですね。その味とカロリーの高さから、アメリカでは士気を高めるための携けい帯たい食しよくとして軍用に用意されていたほどです。それにチョコレートなら、西せい欧おう風の異世界の雰ふん囲い気きにも合いますし。

　あと、異世界転生、異世界転移もので必ずと言っていいほど人気になるのがやはりプリンです。しかも、どちらかというと三個百数十円で売っているような安いプリンです。やっぱりあのプルプルの感かん触しよくは異世界ではそうは味わえないでしょうね──スライムをまるかぶりにしない限り。

　逆に、これは持っていけないなぁと思ったのが、餡あん子こを使ったお菓子ですね。食べてもらえばその味のよさも少しはわかってもらえるかもしれませんが、やはり味は日本人向けで、色も黒く、異世界人に受け入れてもらえるのには時間がかかりそうな気がします。

　某番組で海外のお客様にあんぱんを食べてもらう番組があったのですが、

「このパンはとても美味しいです。なかの黒いのがなかったらもっと美味しいのに」

　と言っていましたし。勿もち論ろん、餡子が好きな外国人もいらっしゃると思いますけれど、好みが分かれそう。色はチョコレートと同じなんですけどね。




　とまぁ、私は日々ファンタジー世界についてバカな方向から妄もう想そうしているわけです。

　ただ、どうもトイレ事情とかゴミの事情とかそういうところまで頭を回し、中世ヨーロッパの資料を調べたら、なかなか小説の中には描えがけないことが多々あるんですよね。

　そういうものをどこまで描いたらいいのかというのも、かなり悩なやまされるところです。まぁ、本作品はそういう旧西欧風世界の悪いところはあまり出ていませんね。スラム街にも行っていませんし、娼館も出てきていません。それどころか奴ど隷れいも出てきていません。仲間に若干一名、奴隷が着けていそうな首輪を望むアレな娘むすめはいましたけれど。

　もしも作風が違ちがえば、そういう裏のファンタジーの部分も描けたのかもしれませんが、『ガチャにゆだねる異世界廃人生活』はお気楽ファンタジーです。悪あく魔まや邪じや神しんと戦ってもお気楽なことには変わりありません。盗とう賊ぞくに捕つかまった人間も誰だれひとり殺されていませんし、盗賊も誰ひとり死んでいません。

　きっと世界のすべての苦労を女神セリーア様がひとりで背負い込んでいるからでしょうね。




　と、あとがきの残りページも少なくなってきました。

『ガチャにゆだねる異世界廃人生活』のマワルくんとその愉ゆ快かいな仲間たちの物語は、とりあえずはここで終わりです。

　彼はきっとこの先も一応自分なりの目標と言い訳を考えてはガチャを引き続けます。エミナは、まぁ自分の盗賊団を作るなどとバカなことを言いながら、マワルと一いつ緒しよになっていろんな冒ぼう険けんに乗り出すことでしょう。

　キュレリーはもうダメですね。悪魔ラヴァーナと戦ったことで、並なみ大たい抵ていの不死生物アンデツドでは満足ができない体になっています。そのうち、自分が倒たおす目的で古代に封ふう印いんされた悪魔などを復活させるのではないでしょうか？

　タルトは魔ま法ほうの研究に勤しんでもらいたいです。が、結局マワルやエミナ、キュレリーのごたごたについていってしまい、彼女の領域内で大活かつ躍やくしてくれることでしょう。

　サタナシアとセリーアも、邪神や女神ということを忘れ、片方はのんびりと貧びん乏ぼうの生活から抜ぬけ出せずにマワルにお菓子やたこ焼きを貰もらい、片方は聖女という役職なのに謝罪をつづけながら生きてくれることでしょう。




　さて、最後になりましたが、謝辞を。

　紅べに緒お様、素敵なイラストを今回もありがとうございます。悶もん絶ぜつしそうになりながら拝見させていただいています。

　校こう閲えつさん、誤字が多くてすみません。いつも謝りながら誤字修正させていただいています。謝った回数はセリーア様に匹敵するかもしれません。

　編集さん、夜遅くまでお付き合いくださいましてありがとうございます。ただ、ゲームのガチャの回し過ぎでクレジットカードを止められないように気を付けてください。

　そして、読者の皆様。短い間でしたが、最後まで読んでくださいましてありがとうございました。皆様の心に少しでもこの作品が残ったら、私としては喜ばしい限りです。

　私は、このシリーズも終わり、そろそろゆっくりと休もうかなと思っていたのですが、残念ながらそうはさせてもらえないようです。さっそく次の新作に取り掛かからなければいけません！　某十円麩菓子を食べて頑がん張ばります！

　次は一体、どんな物語になるのか、今の私にはまだわかりませんが、きっとそっちの作品でもマワルやエミナみたいな登場人物がバカみたいに騒さわぎ、楽しおかしくはしゃいでいると思います。

　まあ、登場人物と言っていながら、主人公が人ではない何かという可能性もあるんですけどね。

　ということで、また別の作品で皆様とお会いできることを心からお待ちしております。





二〇一七年五月　時とき野の洋よう輔すけ



















時野洋輔

●ときのようすけ



大阪府は東大阪市生まれの東大阪市育ちの物書き。最近、料理の描写の研究のためにいろいろな料理を作ってみることがあります。でも、全部オーブンレンジを使う料理ばかりなので、異世界に転移してしまったら、きっと私は何の料理も作れないダメ人間に成り下がってしまいそうです。修得スキル「猫の手」。


















カバー・口絵・本文イラスト／紅緒

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










ガチャにゆだねる異い世せ界かい廃はい人じん生せい活かつ２








時とき野の洋よう輔すけ





[image: ]





平成29年6月20日　発行





(C)Yousuke Tokino, Benio 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ガチャにゆだねる異世界廃人生活２』

平成29年6月20日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　10時～17時（土日 祝日を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/gaiji-cid20099-m-v.png
it






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p071.jpg





item/image/gaiji-cid738-m-v.png





item/image/logo-fan.png





item/image/gaiji-cid693-m-v.png





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		～プロローグ～



		第一回転「謝罪女神と調査依頼」



		第二回転「へっぽこパーティと古代遺跡」



		第三回転「水着ヒロインと別れの手紙」



		第四回転「大切な仲間と裏切りの行く末」



		第五回転「ガチャ廃人と邪神討伐」



		～エピローグ～



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid1408-m-v.png





item/image/p213.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
CONTENTS

P.O62
=B
rnoIFZ
R—F1&
o EHR
EHFEL e
SRERFE

R176
FRER

KEEDTY & P.140 THAFrHEAE
BINOFR SR
FAYISfhRT &
EUQ
1I<HKl

P.224
~IED—%~

Q)

17

GACHA NI YUDANERU ISEKAI HAIJIN SEIKATSU






item/image/kuchie-002.jpg
[E DN D

ERIECTHOTIRIE
;P Stiiiak 3

REAALIDDZ, |

PN .






item/image/kuchie-003.jpg
=1V g o
IS OBR AWM

ol

A

PO
F SNEEOEHY
" ARES





item/image/p250-251.jpg
Lk
BT\

o (ol

BUOVEAEFITETS UL,
I=FICHIFES
FRE Ehiofe

DEVEHED

FHTHDHB!
R BASNHHESIHF
ASEOBWERTR BIELT

FHEMNEER. Sy %
FALUEAE | o
REEWRL %W %1

| H&
GRS
& B

L
538
Sib
hpit
i
£

> % TR
[\ > I ;
=D [ 7 \
E=znesk 0w a0
wﬁ%
BT TLESHENIC : ;g &
FERDEDR—IUH b
RATLDAIEELES 1?
Rl F27
| =3 BOBHREE
HEn HEILBRATBD
BEELHAEEL)
HELTEDNTWD
INERFETRY vTH
EIRLF Lz (1) )
¥
ENIEPFEL THRETI IO
AFrOBAEELE. | +
#ahGoISSER

- FEAFrICHELICWLE!





